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 成果 2に関する活動 2.3

2.3.1 【10】地震災害に対する市民意識の現状調査（活動 2-1） 

(1) 概要 

 防災意識調査の目的を明確にし、実施方法、対象者、対象範囲を検討した。 

 防災意識調査（1300 サンプル）を実施した（現地傭人により）。 

(2) 調査目的 

防災意識調査の目的は以下とした。 

 テヘラン市民の防災意識、防災教育、およびコミュニティ防災に関わる基礎データを整

備する。 

 テヘラン市の防災意識、防災教育およびコミュニティ防災に関わる現在の状況を理解す

る。 

 防災意識の向上および災害準備の活動を促進するための効果的な要因を理解する。 

 テヘラン市のコミュニティ活動の可能性を認識する。 

 テヘラン市民の防災知識、防災意識、被災経験、モチベーション、リスク認識の状況を

知り、自然災害への準備について探る。 

(3) 仮説 

仮説については、以下のように設定した。 

テヘランの状況では、どのようなメカニズムによって防災対策は取られるのか？ 

(4) 説明モデルの構築 

本モデルは、防災知識、リスク認識、対策の重要性の認識、対策を取ることに対するモチ

ベーション、防災対策行動、社会階層や宗教観由来の諦念の各因子が防災対策にどのよう

に関係しているかを説明するものである。具体的には、図 2.3.1 に示すように、過去の災害

経験、防災教育を受けた経験、テヘラン市の自主防災組織である DAVAM およびコミュニ

ティ活動への参加は防災知識につながり、過去の災害経験はリスク認識や対策の重要性の

認識に繋がり、リスク認識は防災対策行動へのモチベーションに繋がっているとした。但

し、防災対策行動には、社会階層や宗教観に由来する諦念などの影響を受けているとした。

それぞれのパスは矢印の方向によって(→)示され、2 つの事項の関連を示す。 
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図 2.3.1 理論モデル 

なお、「防災知識」、「リスク認識」、「モチベーション」、「防災対策」などの因子は、

それぞれ、45、26、19、15 項目からなる関連する質問の回答を定量化した複合指標である。

例えば、防災対策については、建物の耐震化、家具固定、寝室の安全対策、避難場所に関

する家族内の取り決め、発災時の対応方法の習熟、非常持ち出し品の準備、応急手当の方

法の習熟、火災保険加入、地震保険加入など 15 項目の質問から構成されている。 

(5) 調査の方法 

本調査は質問票に基づき、調査員が訪問して質問を行う形式で行った。訪問調査は 2012 年

11 月 16 日～12 月 30 日に行われ、データ加工および報告書作成は 2013 年 1 月から 2 月に

かけて行われた。 

(6) データ加工 

調査項目に関する質問を準備し、選択肢は主に間隔尺度による多項目選択式の単一回答で

あり、一部名義尺度二項目選択方式、名義尺度多項目複数回答・無制限選択のものも含ん

でいる。データ加工およびデータ分析は SPSS を用いた。回答傾向を把握するため、単純

集計、クロス集計、基礎統計データ処理を行った。次いで、説明モデルを基に因子間の関

係を定量的に把握することを目的に、社会調査の分析で用いられるファジー論理を適用し、

回帰分析を行った。ファジー論理は、間隔尺度を 0 から 1 までの範囲の値で表現すること

であり、間隔尺度を定量的に扱うことが可能になる。 

(7) サンプリングの方法 

サンプリングの方法は、人口比に応じた確率によるサンプリングを行った。テヘラン市内

22 区の人口の計算をし、各区の人口比に応じ、年齢、性別ごとにサンプル数を設定した。

各区内では 10 サンプルを一組とする幾つかのブロックを抽出し、各ブロックで年齢、性別

比を合わせた。 
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(8) 調査項目 

市民レベルの防災においては、個々人がリスクを認識し、ハザードや防災の知識を得て、

対策を実施することが重要となる。本件業務においては、リスク認識、防災知識、防災に

対する意志及び対策の実施について調査を行う。また防災意識は、周囲の環境やそれまで

経験した防災教育や訓練にも影響されるため、それらも調査項目に加えた。 

テヘラン市 22 区の成人を対象にアンケート調査を行い、市民意識の現状を調査した。アン

ケート調査の概要を以下に示す。調査対象はジェンダーへの配慮の観点から男女同数程度

になるように設定した。また女性の回答者に配慮し、調査員も男女のペアで回るなどの工

夫を行った。アンケート項目は将来の市民防災教育の教育効果を測定するための指標とな

るように設定した。調査は現地傭人により実施した。調査時点ではインフレの進行や経済

悪化などの社会状況から、以前と比べて調査への協力は得にくい状況になっており、規定

のサンプル数を集めるのに想定よりも多くの時間を要した。 

以下にアンケート調査の概要を整理する。 

表 2.3.1 アンケート調査の概要 

目的 将来、防災博物館も関わる市民防災教育効果の計測に資するべく、テヘラン市民

の防災意識、防災教育、市民防災活動等の状況に関し、ベースラインデータを整

備する。 

対象者 テヘラン市 22 区及び周辺地域の成人男女。 

対象年齢・対象人数 18 歳以上、1,300 人程度 

サンプリング方法 センサスデータから人口比に応じ、各区からサンプル数を抽出 

主な調査項目 • 被災経験／地震体験 

• リスク認識 

• 災害及び防災の知識 

• 災害対策の重要性の認識 

• 防災対策 

• 防災教育経験の有無と種類 

• DAVAM（防災ボランティア）や地域活動へ

の参加の有無と種類 

• 防災活動、地域活動への熱意 

• 個人属性・地域性・宗教観由来の諦念 

• 防災博物館へのニーズや期待 

 

(9) 調査結果 

本研究データから、以下のような特徴が認められる。防災教育を受けた経験(0.29)や、

DAVAM への参加経験があること(0.18)は、防災知識が高いことに繋がっている。また、防

災知識が高いと、リスク認識も高い(0.23)。リスク認識が高いと、災害対策の必要性の認識

が高い(0.23)。防災知識が高いと、災害対策の必要性の認識も高い(0.12)。災害経験と対策

の重要性の認識との間に統計的に有意な差は見られなかった。但し、災害経験があれば防

災知識も高い(0.06)。リスク認識が高いと、個人や家庭での災害対策のモチベーションが高

く(0.23)、個人や家庭での災害対策のモチベーションが高いと、災害対策行動につながって

いることが分かった(0.33)。イスラームの宗教観に由来する諦念を持っている人ほど、防災

対策行動をとっている。また、イスラームの宗教観に由来する諦念を持っている人ほどリ

スク認識は低い(-0.14)。また、社会階層が高いほど、イスラームの宗教観に由来する諦念は

希薄であった(-0.37)。 

他国の類似調査の結果の大きな傾向として、被災経験、防災知識、リスク認識、災害準備

の各因子はそれぞれ多かれ少なかれ、2 因子間、あるいは複数の因子間で関係性がみられる

ことが多く、テヘランでも概ね同様の傾向は示されてはいる。今回の調査でテヘランの特

徴的な結果として、諦念が高いことが防災対策行動につながっていることが挙げられる。
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また、既往研究を進め、モチベーションに着目し、さらに細かい複数の因子間の関係性を

調査しており、その結果として防災対策行動に も深く関わっている因子として、個人や

家庭での災害対策のモチベーションが介在していることを明らかにしたことが新しい。 

なお、括弧内の係数は±(0－1)までの値を取り、絶対値が大きいほど、関係が深いことを示

している。 

 

 

図 2.3.2 防災意識調査 分析結果 

テヘラン市の災害対策局では、防災知識が上がれば、防災対策を取ると考えて、防災知識

の向上に力を入れて、防災教育を実施してきた。あらゆる集客につながる手をつくし、

DAVAM グループへの教育も市内で 10 万人以上を 10 年近くかけて実施してきた。テヘラ

ン市としてもこれまでの手法とは異なった新たな市民教育の展開を検討する時期に直面し

ていた。また、外部者として、市民への防災教育カリキュラムをレビューする中で、多忙

な首都の都市住民に 30 時間を超える研修を実施していることや、知識を詰め込みすぎては

いないかとの懸念があった。また、今後の市民教育のマスタープランを改定するにあたり、

費用対効果も考慮し、 も効果的に防災対策に結びつけられる因子は何かを検証する必要

があった。先に述べたように、今回の結果からは、災害対策行動につながる も関連性の

高い因子が災害対策のモチベーションであることを科学的な根拠を持って示せたことから、

市民への防災教育については、モチベーションを上げることを重視した防災教育プログラ

ムを構成することを本プロジェクトでの 大の特徴として打ち出すこととした。 
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2.3.2 【11】過去に実施してきた市民向け防災教育の内容と効果の検証（活動 2-2） 

(1) 概要 

 過去に行われた防災教育の活動記録について調査した。 

 上記の調査結果と【10】で行う防災意識調査の結果を分析した。 

 上記の分析結果を踏まえ、市民教育の方法、内容の改善策を検討した。 

(2) 市民向け防災教育が行われているインタビュー機関の選定 

市民向けの防災教育が行われている以下の組織に対してインタビューを行うこととした。

UNDP については、TDMMO を通じての面会約束取り付けには時間がかかり、数か月して

も進展しなかったことから、JICA 事務所のご厚意により面会をアレンジして頂き、専門家

単独で実施した。UNDP については、担当官が変わったためこれまでの取り組みではなく、

主に新規案件に関する内容を差支えない範囲でヒアリングした。 

・ TDMMO 教育市民参加局および広報・国際局 

・ UNDP 
・ イラン国際地震工学研究所(IIEES) 
・ DAVAM（6 区及び 9 区） 
・ テヘラン市教育局 
・ テヘラン市社会局 
・ テヘラン市消防局 
・ 赤新月社（RCS） 
・ イマーム（宗教的指導者） 

 

(3) 質問項目および実施形式 

質問項目については、以下の項目を中心にヒアリングを行った。 

 活動名、活動年、予算規模、実施主体、共同実施主体、ターゲットグループ、目的、活

動内容、防災教育のカリキュラム内容、防災教材の内容、避難訓練・実地訓練等の内容、

活動計画、過去のイランでの災害（バム、マンジール地震など）の教訓を活動に取り込

んだ場合その内容、活動の効果、活動からの教訓 

 他と性質の異なるイマームについては、防災に関する研修を受けた経験、災害や防災に

ついて礼拝者や講演などで一般向けに話した経験、イスラームの運命論に対する考え方、

イマームの組織、イマームに対する研修の可能性、市民への効果的な防災教育・研修に

ついての意見、宗教指導者に対する防災研修の可能性・意見 

インタビューは TDMMO からレターを送り、TDMMO から関連組織に出向くのではなく、

関連組織が TDMMO を訪問し、質問項目に従ってヒアリングを行う形式であった。イラン

の特殊な事情から、目付け役も同席したため、本プロジェクトの内容について紹介するこ

とは禁じられ、意見交換ではなく、質問票に基づいたヒアリング形式となった。予算規模

や教訓については、通訳がフィルターを掛けるため、意味不明の回答になることが多々あっ

た。また、他機関の活動資料や防災教育教材を目視・入手することは困難な状況であった。 
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(4) ヒアリング結果 

テヘラン市の傘下に防災教育のワーキンググループがあり、座長は RCS、行政の関連省庁、

部局、防災関連組織などの 23 組織がメンバーとなっている。本ワーキンググループは、2008
年テヘラン市議会により制定された条例 94「防災教育の方針の統一とマハレにおけるボラ

ンティアグループの設立に関する計画と予算措置のための指標の決定」に基づいており、

条例の目的の 1 つである市民の災害時の行動についての知識とスキルを改善することを目

指して活動を行っている。現在のテヘラン市での防災教育の全体的な傾向としては、市民

や学生に対して、75 時間（RCS）、54 時間（消防局）などの長時間の訓練を受講した者に

修了書を発行し、正式なボランティアと認定している。短時間の教育プログラムはどの組

織も行っていない。ターゲットグループについてはどの組織も年齢別、職能別に細かく規

定している傾向が見られる。教材については、TDMMO のものしか入手できなかったもの

の、専門的なものでは教科書のようなもの、一般向けでは防災の基礎知識をまとめた冊子、

防災基礎知識については、テーマ毎のリーフレットなどがあり、研修で使用している PPT
教材は、数日かけて行われるものであり、分量も多く、包括的な内容を網羅したものとなっ

ている。昨今の傾向として、どの組織もビジュアル教材を作成する傾向にあり、RCS は CD
を配布して、自主学習を促している。 

【学校】 

学校に対しては、IIEES が 1994 年から（テヘラン市内の学校に対しては 1995 年から）避

難訓練を実施するようになったのが 初である。毎年イラン暦の 11 月 8 日を地震避難訓練

の日として実施を呼びかけている。IIEES は、8 年生の「軍事教育」、5 年生の「生物」、

高校の「地学」および「地理」の教員用のガイドブックの作成にあたった。過去 3 年間の

活動では、教育用ビデオの作成があり、校長、一般教員、生徒のそれぞれ 10 分程度の基本

的な防災知識に関する内容である。 

教育局へのヒアリングでは、避難訓練や防災展示や防災活動のコンテストの実施、救命救

助、応急手当の理論（座学のみ）の研修を教員に対して実施している。学校では救急・救

命、消火、後方支援、安全確保の 4 グループから成る防災委員会を設立することになって

いる。また、教員に対して、訓練の実施方法などを毎年 1 校選んで研修している。これら

の研修は、「軍事教育」の教科で生徒に教えるのに活かされている。 

また、「地学」および「地理」の授業の質の向上のために、教員を対象にした 26 時間の研

修が行われており、講師は TDMMO が担っている。事前情報では、学校は IIEES が単独で

実施しているとの情報であったが、TDMMO も学校に対して、重要な役割を担っているこ

とがわかった。但し、防災教育全体のカリキュラムの見直しや変更までには至っていない。 

赤新月社は赤新月社のボランティア養成のため、テヘラン市の 33 万人の高校生、29 万人の

中学生を対象に自主学習用の CD を配布した。自主学習を終えると、17 時間の応急手当、

さらにそれを終えると 18 時間のトレーニングを受け、赤新月社のボランティアに認定され

る。 

【市民】 

市民に対しては、TDMMO、消防局、赤新月社が実施している。TDMMO は結成から能力

強化を行ってきた市民防災ボランティアグループ DAVAM の養成、防災資機材配備を核として、

消防局は近年増えてきた火災対策のため、家庭で惨事になる前に未然に対処できるような

訓練を、赤新月社は独自のプログラムに則り、赤新月社のボランティアを養成している。
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TDMMO と消防局はテヘラン市を対象に、赤新月社は全国的に、保健施設を活用して、パ

イロット重点地域を決めて実施している。調査時点 2012 年にはマザンダラン州に対して実

施をしていた。 

赤新月社は市民向けの講座として、35 時間のコースを設置しており、毎年全国で 120 万人

程が受講している。赤新月社のボランティアとなるには、さらに 40 時間を受講する必要が

ある。全国で 350 万人程の赤新月社の市民ボランティアがいる。応急手当や救助などの実

践的訓練に加え、災害マネージメントに関する講義を行っている。赤新月社の活動経験か

らは、テヘラン市民は農村部と比べて教育レベルが高いため、テヘラン市民に対する活動

の方がやりやすいこと、また TOT 方式による研修は何層かを経て行われるため、可能な限

り直接研修を行うことの方が有効であること、2012 年のバルザガン地震後には、ボランティ

ア育成活動が奏功し、有効に機能したとの意見であった。なお、赤新月社は大学（学部）

コースを 18 年前から設置しており、既に 1 万名の学生を輩出している。2012 年からは修

士課程も設置している。 

UNDP の活動では、2012 年から 5 か年で実施されるプロジェクトの中で、赤新月社が中心

となって、コミュニティ防災活動の研修の標準化を行う計画である。 

TDMMO の活動としては、DAVAM 以外にも AMAKEN（集合住宅や商業ビルなどは建物

単位の防災管理責任者）、タクシー運転手などに対してもそれぞれ教材やテーマ別のリー

フレットを準備し研修を実施してきた。DAVAM メンバーは、これまで 1 万 5 千人が養成

された。テヘラン市内に 374 ある全マハレのうち、171 マハレで防災マップの作成に取り

掛かっている（32 マハレで作成および住民へ配布済、37 マハレで作成済、102 マハレでは

作成中）。避難訓練の実施、防災資機材配備がさらに進んでいる。防災基地では、ビルボー

ドや電光掲示板の設置を行い、防災意識向上に役立つ内容を発信している。また、30 の防

災教育ショートビデオを作成し、街頭テレビでの放映、学校での防災教育に活用されてい

る。また、子供向けに、すごろくやカードゲームなどの防災教育教材も作成されている。

また、過去のカリフォルニアでのシェイクアウト訓練や東日本大震災の対応などを翻訳し

て独自のレポートを出版しており、自主的な研究活動も行っている。 

標準的な教材には、災害の現象、発生メカニズム、被害の状況、発災時の対処方法、対策

としての家具固定方法、避難行動、災害マネージメント理論やインシデントコマンドシス

テムなどを座学で行う内容や、応急手当、消火、簡易捜索救助、タウンウオッチングなど

の実技が含まれている。 

昨今の新しい動きとしては、行政の 少単位であるマハレで代表者を選挙で選出し、活動

の場としてもマハレハウスを作り（テヘラン市で 374 あるマハレのうち既に 300 超のマハ

レハウスが建設されているとのこと）、マハレハウス内にも防災活動を行う部屋が備えら

れている。地域での防災活動を行う受け皿が整いつつあり、これらのリソースを活用して

防災活動を実施していくことが十分考えられる。 

DAVAM 活動については、今後、DAVAM 知名度の向上、インセンティブの付与、リフレッ

シャー研修の実施、救急救命、簡易捜索救助等の実技訓練用機材の十分な配備、十分な実

技訓練時間数の確保などが課題である。 

イマームのインタビューからは、イランのあらゆる分野の偉大さについての長い前置きの

後、防災に対する基本的な考え方やイマームに対する防災研修に関する意見を伺った。通

常のモスクでの説法では宗教以外のことも 2－3 割は話しており、バルザガン地震後には災
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害のメカニズムや耐震技術などの科学的知識を得ることが必要であると伝えたとのことで

あった。また運命論については、殆どの宗教で運命論は存在しているものの、何もしなく

て良いという意味ではなく、いかに備えるかは必要なことであり、防災は必要なことであ

る、との防災に対する基本的な考えを伺った。防災研修については、テヘランにいる約 1800
人のイマームを統括する組織があり、正式な要請により全てのイマームへの研修が可能で

あること、コーランの知識と防災との関連付け、宗教関連のメディアでの紹介、ブロー

シャーの配布などは可能であるとの意見であった。 

(5) 市民教育の方法、内容の改善策についての提案 

1) 災害経験や教訓の防災教育への盛り込み 

イランでは、1830 年にテヘラン、1990 年にマンジール、2004 年にバム、2012 年にバルザ

ガンで大地震を経験している。特にバムやバルザガンの住民は災害経験を保有しており、

記憶にも新しい。しかしながら、ヒアリング結果からは、どの機関も過去の災害経験や教

訓を市民や学校の防災教育に反映させていなかった。赤新月社の災害対応のレポートには

貴重な情報が書かれているものと想像されたため、収集を試みたが、非公開とのことで、

入手することができなかった。被災者の声や記録を収集する作業もウェブベースで試みた

が、途中でやむなく中止を余儀なくされた。政府機関にとって都合の悪い情報が含まれて

いるため、これらの情報を取りまとめる作業は好ましくない行為として、敬遠されたため

である。このように当事者のメンタリティに関わるため、今後災害経験や教訓を後世に伝

えようとする努力や、防災教育へ活用は、必ずしも円滑に進むとは言えない。 

しかし、C/P の間では必要性やこれらの情報が災害準備のモチベーションにつながることを

十分理解している。また、被災者や当事者の体験談や教訓などの情報整理のためのフォー

マットも準備しており、災害時に役立ったこと、問題点、教訓などを、防災教育教材に活

かしている日本の事例も紹介していることから、今後、少しずつでも博物館のために被災

者の声が収集されるに従い、政府関係者のメンタリティも徐々に変化し、融和が図られ、

イランでの経験や教訓が防災教育にも活かされていくことが必要である。災害経験の教育

への活用は、防災教育の課題の一つの柱である。 

2) 参加しやすいコンパクトな研修メニューの準備 

TDMMO が、これまで養成した DAVAM グループは 1.5 万人である。意識調査結果からは、

地震防災に関する教育を受けた機関として、DAVAM、区防災組織、TDMMO の合計は 4.1%
となっており、学校の 33.8%、RCS の 11.4%には及ばないものの、消防局の 2.7%、IIEES
の 0%よりも影響力のある存在になってきていることがわかった。現在 DAVAM グループ

は、比較的時間に余裕のある主婦層が多く、長時間研修の参加者を募るのは容易なことで

はない。現在のトレーニングは、TDMMO のみならず、どの機関も非常に長時間かけて包

括的な研修を行っている。防災に関心のある人に対しても、都市部で長時間の訓練を継続

していくのは多大な努力が必要である。今後は、多忙で長時間の研修には参加できない層

の存在も意識し、コンパクトな研修も選択肢として設け、参加しやすいようにする必要がある。 

3) 対策につなげる防災教育の実施 

テヘラン市民に対する意識調査結果から、防災知識を高め、リスク認識を高め、災害対策

へのモチベーションを上げることにより、防災対策が取れるようになるという流れがある

ことが分かった。防災教育の 終的な目標は、対策が取られることであり、その前段階と

して、対策に至るモチベーションを上げることが必要である。防災活動に費やす時間がな

い忙しい人々や防災に興味のない人々にも興味を持ってもらえるような内容を盛り込み、
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時間をかけずとも、対策のためのモチベーションを上げられるような防災教育の内容を意

識的に盛り込むことにより、効果的に対策につなげられる防災教育のカリキュラムを構成

する。 

4) 実践的な知識習得のニーズへの対応 

意識調査の結果からは、防災に関する身に着けたい知識として、応急手当、救急救命、消

火の実践的な研修を要望する人が 6－7割いる。このような実践的な研修は、座学ではなく、

機材を用いて、実体験して習得する必要がある。適切なスペース、資機材、講師の確保を

行った上で、実践的研修のニーズにも応えられるよう、実践研修を選択できるようなカリ

キュラム構成とする。 

5) 地震防災教育の究極の目標である耐震建築の知識およびモチベーションの向上 

市民への意識調査では、建物の強化以外に地震被害を減らせる方法があるとの間違った回

答が半数近くあった。地震防災では、建物の耐震化が究極の対策であることが浸透してい

ないことがわかる。TDMMO の教材では、家具固定のやり方に関する詳しい説明は充実し

ているものの、耐震化に関する意識向上に関する内容の教育全体に占める比重はそれほど

多くはない。さらに、テヘラン市民の意識調査からは、地震保険、火災保険への加入の割

合はそれぞれ、2 割、3 割となっていた。家庭ではペルシャ絨毯を相当数保有しているが、

高価なものには保険をかける者もいるという。このような安心安全に対する支出の用意が

ある素地は、耐震建築のための支出も潜在的な可能性としてあると考えられる。耐震建築

へのモチベーションの形成を促す防災教育を行うことで、実際の耐震対策へつなげること

を目指す。 

災害時の対処行動やコンパクトな研修の中にも、耐震建物対策は地震防災の究極の目標で

あることを強調し、さらには耐震建物の必要性について身を持って認識できるような体験

学習を取り入れる。 

6) 防災の基礎知識を広く浅く浸透させるための普及計画の立案と実施 

テヘラン市民への意識調査の結果からは、地震時の適切な行動、非常持ち出し袋の準備の知識

を得たいという声が 6 割以上あり、基本的な知識が浸透していないことが伺える。基本的な

知識や備えまでを系統立ててコンパクトに幅広い市民に伝えていく努力も依然として必要

であり、メディアに対する働きかけや、メディアへの研修も計画し実行する。 

7) 希薄な地域組織を補うマハレハウスでの活動にふさわしい教育プログラムの立案 

テヘラン市民への意識調査の結果からは、防災以外の一般的なコミュニティ活動に関わっ

ている率は非常に低く 13%程度に留まる。また、男女の参加率の比率は男性約 2 割、女性

は約 8 割であった。殆どが宗教的な活動やバシージ（革命防衛隊のボランティアグループ）

の活動である。バシージは組織立っており地域にも根差していることから、地域ボランティ

アとして活用でき、TDMMO もマハレでの重要なグループとして応急対応の役割を定めて

いる。その他、わずかに、スポーツや PTA 活動もあるものの 1%にも満たず、ごく僅かで

ある。地域でのコミュニティ活動は既存組織を活用しにくく、参加者を募るのは容易なこ

とではない。従って、地域での防災訓練や防災イベントなど、一般の住民が興味を引くよ

うなイベントを企画し、参加しやすい教育プログラムを準備していくことが必要である。

また、マハレハウスを地域防災の活動拠点とする動きを捉え、マハレハウスで行う活動も

意識したコンパクトかつモチベーションを向上させる教育プログラムを立案する。 
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2.3.3 【12】既存の市民防災教育マスタープランのレビュー、改善（短期（2～3 年）アク

ションプランの追加を含む）（活動 2-3） 

(1) 概要 

 既存の市民防災教育マスタープランのレビューを行った。 

 【11】で検討した改善策を市民防災教育マスタープランに反映し、マスタープランを改定

した。 

 市民防災教育マスタープランに基づいた短期（2～3 年）アクションプランを作成した。 

 後述の【18】で実施する緊急避難訓練の結果を市民防災教育マスタープランに反映した。 

(2) マスタープランの入手 

プロジェクト開始から長いリクエスト期間を経て、マスタープランを入手した。コーディ

ネーター役が、上長の許可をもらうとの理由で、半年程止めていた。分量は、教育・市民

参加局への当初のヒアリングでは、30 ページ程のものが 3 セットあるとの話であったが、

実際には本編は 5 ページ、資料編は 30 ページ程であった。仮に、提供されていないものが

あるとしても、本編ではなく、資料編の一部であることと判断されることから、大勢には

影響がないと考えられるので、提供されたものを基に分析し、改訂を行った。 

(3) マスタープランレビュー結果 

市民防災教育マスタープランは、テヘラン市条例 94 に基づき 2010 年に策定された。本編

には背景、計画の法的根拠、目的、計画期間（5 か年）、優先事項、市民教育を実施するに

あたっての留意事項が記載されており、付属資料として、市民教育を行うにあたってのス

テップが詳しく記載されており、その中には教育項目、項目毎に参照する出典が明記され

ている。全体的に、マスタープランのもつ意味が日本の感覚とは異なっていた。つまり、

既存のマスタープランと呼ばれるものは、実務者向けの実施手引き書が 40 頁弱を占め、マ

スタープランとしての方向性を示す部分が 3 頁程度で、方向性を示す部分のタイトルを見

ても、その内容として想像される内容が大変異なるものであった。例えば、「優先事項」

の項目には、マスタープランには以下を含めるとして、計画期間、ニーズ、ターゲットグ

ループ、施設や能力、限界、弱点などの単語が列挙されているだけで、具体的に定めるべ

き計画期間（例えば何年から何年まで）や具体的なターゲットグループ（例えば、市民、

学校など）などは全く示されていない。 

三重県、和歌山県、岐阜県、徳島県、高知県の地震対策行動計画の中のコミュニティ防災

や市民教育に関わる部分を事例として構成や内容を紹介した。特に被害想定を市民に公開

し、該当地域がどのように地震災害に見舞われるかを季節、時間、シナリオ地震などのケー

ス別に想定した上で、ケース別に死者数やインフラの被害の状況を記載し、その想定され

る被害の数値を具体的にどこまで軽減することができるかの減災目標を立てている実例や、

基本理念や基本方針のもと、課題を明確にした上で、重点テーマを決め、施策やアクショ

ンを決定している施策の体系、主担当となる機関、協力機関、予算の明示、さらには進捗

管理、評価、見直しを行う責任部署の明示された事例を紹介した。 

イランの事情から、予算や他局や関係機関との協力関係に関する項目は、調整が非常に難

しく、相容れなかったが、上位となる理念や基本方針のもと行動計画を定めていく施策の

体系、できるだけ具体的に達成目標を定めることなどは受け入れられており、大幅に改善
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が図られた。また、ターゲットグループ毎の教育内容についても明確に体系化され整理さ

れた。特に教育内容については、ターゲットグループ毎に実施する重点項目が明確化され、

焦点を絞って教育を行えるようになった。また、社会調査の結果から、教育内容を知識の

習得、リスク認識、スキル、モチベーションの 4 項目に分類し、それぞれのターゲットグ

ループの習得目標、4 項目で押さえるべき内容を明示した。ターゲットグループ毎に教育実

施場所、ファシリテーター、実施主体を明確にした。 

既存のマスタープランの優位点、改善点を以下に示す。 

優位点 
・マスタープランの法的位置づけが明確になっている。 
・ターゲットグループが明確になっており、網羅されている。 
・他機関との連携や協力の必要性が明記されている。 
・市民の防災教育に関わる検討委員会が設立されている。 
・市民に対する防災教育実施のステップが詳細に規定されている。 

 
改善の余地がある点 
・市民教育の目指すべき目標が明確ではない。 
・被害想定結果を活用した市民教育としての具体的な達成目標が定められていない。 
・ターゲットグループ毎の目指すべき目標が明確に記載されていない。 
・市民教育のコンセプトが明確に記載されていない。 
・市民教育の手法について明確に記載されていない。 
・関係機関との具体的な連携について明確ではない。 
・モニタリング評価の手法が明確ではない。 

 
これらの点に重点を置いてマスタープランの改善を図ったところ、C/P は日本側の助言や意

図を非常に良く理解し咀嚼した上で、 大限に取り入れ、自らの現場での経験を基に、テ

ヘラン市民の現実に基づいた説得力のある言葉で、計画を記述した。 

特筆すべき、改善されたマスタープランの主な内容は、以下の通りである。 

 
1. 被害想定結果を具体的な数値として載せている（組織の保有する情報の流出に細心の

注意を払い、特にセンシティブな情報公開を行わないというイランの行政組織の文化

の中では大変に画期的なこと） 
2. 今後 10 年間でテヘラン市の全世帯数 260 世帯に対して、各世帯に 低でも 1 名にあ

たる 260 万人防災研修を実施するとの数値目標を立てたこと。 
3. 新たに具体的な目標を 11 項目にわたり、ターゲットグループを示して教育内容の重

点分野を記載したこと。例えば、家庭では被害防止、 低限の準備、地震発生時の対

処行動を定着させること、マハレレベルでは、ボランティアグループ組織化と育成、

TDMMO、区およびナヒエに対する専門的な研修などである。 
4. 上記の具体的な目標の第 1 項目目に、可能な解決策を市民に示すことが重要であると

明記されたこと。教育内容についてヒエラルキーが与えられた。 
5. 上記の具体的な目標の第 2 項目には、防災教育目標として、耐震建築の必要性を市民

の文化として広く行き渡らせることが必要であるという強い姿勢が示された。特に本

項目では、さらに力強い決意の 3 項目が挙げられており、1 つ目は市民が居住するの

に選択する建物の質を市民がより高い要求するような意識向上の教育を行うこと。2
点目としては、耐震建物は非常に高価で根本的な建替えや耐震改修を伴うものという

メンタリティを改善して、シンプルかつ低価格の適正な耐震改修ができることを教え
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ること。3 点目としては、建築業者の材料の改善、適正な建築過程、建築現場での質

の向上と基準の普及が謳われた。耐震建築に関する教育については、他の項目と異な

り、さらに具体的に包括的な目標が立てられ、より重点が強調された。 
6. 目標―優先的アクション―課題別アクションと施策の体系を示したこと。 
7. 市民教育計画の背景として、市民が地震に直面した際に、対応方法がわからず、困惑

し適切な行動がとれないという基本的かつ重要な課題を明らかにしたこと。 

 

表 2.3.2 策定されたアクションプランの体系および内容 

 

 

また、C/P 側からも TDMMO 上層部に対して、アクションプランの承認に関わる動きを促

進するための行動を起こしていることは特筆に値する。予算については、外国とのプロジェ

クト実施にあたって公表できないが、組織内部では、予算の準備も含めて進んでおり、計

画は十分に実行可能であると考えられる。 

 

  

93 94 95 96
14 15 16 17

1 Creating correct view of personal and group behaviour
1 Disseminating solutions for DRR

1 Conducting DRR festivals for citizens TDMMO Municipality
2 Adopting simple experimental tools in the education programs TDMMO NA

2 Motivating more citizens for DRR
1 Framework of education contents of DRR museum TDMMO NA
2 Preparation of Education Programs of DRR museum TDMMO NA
3 Development of Education Contents of DRR museum TDMMO NA

2  Increasing awareness, preparedness and capacties of residents

1 Promotion of most important vital actions among families
1 Compiling education contents TDMMO
2 Preparing programs for public media (animation, TV movie) TDMMO IRIB etc

3 Conducting public education at Mahalle houses / DRM bases Districts TDMMO
2 Enhancing school teachers, students, parents and children

1 Preparing guidelines for teachers TDMMO Edu. Dep.
2 Training basic DRR for 100 /1000 master teachers elementary and high schools TDMMO Edu. Dep.
3 Training practical trainings for 100 /1000 master teachers of elementary and high schools Fire dep., RCS Edu. Dep.
4 Education house for children (training of children by trained teachers?) TDMMO Fire dep., RCS
5 Organizing emergency management teams at schools Edu. Dep. TDMMO
6 Preparing wall newspapers at schools Edu. Dep. TDMMO
7 Training parents at 1000 elementary & high schools Edu. Dep. TDMMO

3 Being able to respond to natural disasters utilizing available resources
1 Further enhancement and expansion of DAVAM groups

1 Conducting DAVAM competitions for 374 groups Districts TDMMO
2 Meeting with CBOs (Inclusion of CBOs in DAVAM activities) TDMMO Districts

2 Further enhancement and expansion of AMAKEN
1 Training of 100 new AMAKEN groups TDMMO Districts
2 Refresher trainings of existing AMAKEN group TDMMO Districts
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2.3.4 【13】市民教育訓練のツールと教材の作成（活動 2-4） 

(1) 概要 

 既存の市民教育訓練ツールと資料を調査した。 

 ターゲットグループごとに市民教育の目的と内容を明確にした。 

 【12】で改善された市民防災教育マスタープランに基づき、市民教育訓練ツールや資料を

作成した。 

 

図 2.3.3 既存の市民教育訓練教材（左：ブックレット、右：双六）の例 

 

(2) 市民教育訓練ツール、資料の調査 

TDMMO などが作成している防災教育訓練ツールや資料、教材を収集し、内容について整

理した。日本の教材についても総務省消防庁などのｅラーニングの体系、教育項目および

時間数を紹介し、チェックリストとして活用した。また、災害フェーズおよび主体（自助、

共助、公助、外助）の 2 軸により TDMMO の既存の教材の内容を C/P 自らが整理し、過不

足項目を明らかにした。この 2 軸のマトリックスに含まれない、ハザード自体の情報、防

災一般情報、過去の災害や被害の状況については、別立てで整理した。 
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表 2.3.3 災害局面、主体別の教育内容の分析マトリックス 

 
 

この結果、災害の各局面での自助に関する内容は比較的網羅されている。共助に関わる内

容は、実地訓練に関する内容が多い。公助に関する内容は殆どなく、市民の側としても、

公助としてどのような支援がなされ、どのような支援はないのかという情報がないため、

それを補う役割分担としての自助や共助を判断しにくく、災害準備へのモチベーションの

醸成がしにくい。また、復旧・復興の活動が薄く、復旧・復興から準備や被害軽減にフィー

ドバックする一連の防災サイクルの流れに乏しい。 

また、地震災害の根本的な解決策である建物の耐震対策についての教育内容は非常に薄い

こと、災害準備へのモチベーションの向上に繋げることができる過去の災害状況や被災経

験に関する教育内容に乏しいことが特徴であった。また、教育教材は実地研修やビデオを

使いながらのパワーポイントによる講義など、一定の工夫はされているものの、姿勢とし

ては、講師が教える形式が多く、受講者自らが発見する、実感するような教育形態という

発想は殆どなく、特に、伝達形態に工夫が必要な状況であった。 

  

Self-help Mutual cooperation Public help External help

Mitigation

4 Necessity of vulnerability
reduction
5 Neccessity of Self- help
6 Knowing non-structural measures

6 Knowing non-structural measures

Preparedness

1 Familialize with hazards
2 Familialize with EQ
3 Familialize with DM
5 Necessity of self-help
7 Ability to diagnose the safe
corners

3 Familialize with DM
7 Ability to diagnose the safe
corners
16 Familializing with DAVAM & other
DM groups, how to cooperate
18 Participating maneuvers

3 Familialize with DM

8 Right behaviors at EQ
9 Right behavior during 1st hrs and
days
12 Right behavior at fires
15 Familiar with safe emergency
evacuation

11 Familiar with the first aid after
the disaster
13 Learning simple removal of debris

17 Familiar with sanitation principles
in shelters

Recovery

9 Right behavior during 1st hrs and
days
10 Familiarization with tenting
14 Familiarization with disaster
psychology and morals after a
disaster
17 Familiar with sanitation principles
in shelters

Reconstruction
14 Familiarization with disaster
psychology and morals after a
disaster

Hazard 1 Familialize with hazards
2 Familialize with EQ

Disaster
Management

3 Familialize with DM
4 Necessity of vulnerability
reduction

Past disasters

Measures, current situation, limitation, problems, and others

Response
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これらの特徴から、主な改善の方向性を以下に設定した。 

1. 災害準備のモチベーションを高めるための教育内容を盛り込む 
2. 地震防災の究極の目的である、耐震化建築を推進するための教育内容を盛り込む 
3. 伝達形態は、ワークショップや実習などにより、講師が一方的に教えるのではな

く、受講者が自ら学べるような仕組みや成人学習であることを考慮し、難しいこ

とも楽しく、身を持って学べるような伝達形態に変えていく。 

 

表 2.3.4 改善した教育内容 

 

また、ターゲットグループについては、TDMMO 側でこれまでの経験から明確な考えを持っ

ており、基本的にはこれまで市民教育の対象としてきたものを踏襲した。メッセンジャー

として、他のグループや一般市民に教えることになる人達をキーグループと設定した。こ

れらには、イマーム、主婦、学校教員、タクシー運転手、バシージ（革命防衛隊ボランティ

ア組織）、マハレ管理者（行政の 少単位）、アマケン（20 人以上が利用する建物の管理

者：商業ビル、業務ビル、集合住宅など）、建築業者、メディア、ボランティアがいる。

キーグループ以外はターゲットグループと命名し、成人（18 才以上）と子供を設定した。

成人については、これまでの市民教育の実施経験と同じく、中学校卒までのグループ(成人

Measures, current situation, limitation, problems, and others 
 Self-help Mutual cooperation Public help External help 
Mitigation ・ Non-structural mitigation 

・ Building vulnerability and structural mitigation 

・ How to cooperate DAVAM and disaster management groups 

・ Non-structural mitigation 

・ Building vulnerability and structural mitigation 

・ Roles of responsible organizations ・ Roles of responsible organizations 

・ Roles of lifeline companies 

Preparedness ・ Rescue bag 

・ Safe and non-safe place (in house and work places) 

・ Making family disaster management plan 

・ How to cooperate DAVAM and disaster management groups 

・ Development of Mahaleh disaster management plan 

・ Making safety map and town watching 

・ Vulnerable people 

・ Roles of responsible organizations ・ Roles of responsible organizations 

・ Roles of lifeline companies 

Response ・ Behavior at the time of earthquake 

・ Behavior in three days after earthquake 

・ First aid, rescue, and relief 

・ Behavior at the time of fire 

・ Fire fighting 

・ Removal of debris 

・ Emergency evacuation 

・ Disaster psychology and morals 

・ Utilization and limitation of earthquake early warning system 

・ How to cooperate DAVAM and disaster management groups 

・ Disaster psychology and morals 

・ Roles of volunteer (to work for their own community) 

・ Vulnerable people 

・ Roles of responsible organizations 

・ Earthquake early warning system 

・ Roles of responsible organizations 

・ Roles of lifeline companies 

・ Roles of volunteer 

Recovery ・ Sanitation principles in emergency shelters 

・ Disaster psychology and morals 

・ How to make tents 

・ How to cooperate DAVAM and disaster management groups 

・ Sanitation principles in emergency shelters 

・ Disaster psychology and morals 

・ Roles of volunteer (to work for their own community) 

・ Vulnerable people 

・ Livelihood in evacuation shelter 

・ Roles of responsible organizations ・ Roles of responsible organizations 

・ Roles of lifeline companies 

・ Roles of volunteer 

Reconstruction ・ Disaster psychology and morals 

・ Livelihood in temporary shelter 

・ How to cooperate DAVAM and disaster management groups 

・ Disaster psychology and morals 

・ Roles of volunteer (to work for their own community) 

・ Vulnerable people 

・ Livelihood in temporary shelter 

・ Roles of responsible organizations 

・ Reconstruction plan 

・ Roles of responsible organizations 

・ Roles of lifeline companies 

・ Roles of volunteer 

 

Hazard ・ Earthquake as natural phenomenon 

・ Geographical condition in Tehran 

・ Magnitude and Intensity 

・ Liquefaction 

・ Natural environment in Tehran 

Disaster management ・ Principles of disaster management 

・ Disaster management bases 

・ Necessity of self-help 

・ Roles of DAVAM 

・ Disaster management structure in Tehran and responsible organization 

・ Link with natural environment, disasters, and development 

・ Roles of Mahaleh (Mahaleh house) 

Past disasters ・ Historical record of earthquakes in Iran 

・ Overview of past earthquakes (response, recovery, and reconstruction) 

・ Experiences of past earthquakes (livelihood) 

・ Experiences of past earthquakes (lifeline damages) 

・ Experiences of past earthquakes (responsible organizations) 

・ Experiences of past earthquakes (Industry) 
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A)と高校卒業以上の学歴を持つ市民(成人 B)に分け、成人 A は成人 B よりも知識の部分で

わかりやすい説明をつけたり、時間配分をより多く配分する構成にしている。子供につい

ては、発達段階に応じ、学校のカリキュラムを考慮しつつも、過度に細かくなりすぎず、

運用が困難にならない程度に大きく 4-6、6-12、12-18 才の 3 つの枠を設定した。以下は、

ターゲットグループと直接的な関係を持つキーグループの相関図の例である。 

   
 

   

図 2.3.4 ターゲットグループとキーグループの相関図例 
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改善した内容にもとづき、市民防災教育訓練の目標をターゲットグループ別に以下のよう

に設定した。社会調査結果から、防災知識、モチベーション、リスク認識は鍵となる因子

であり、特に、今回明らかになったこととして、モチベーションが防災準備行動に直結し

ていることから、モチベーションを上げることを重視して、防災教育内容を改善したこと

が今回の大きな特徴である。達成目標を 4 つの因子に分解してそれぞれの因子ごとに設定

した。また、既存のカリキュラムは、知識の分量が多く、長時間の研修になっていること

から、今後は幅広い参加者も見込めるよう、短時間で対策につながるような興味を引き付

け、コンパクトに効果的な内容を目指した。 

以下にターゲットグループ別の 4 つの因子別に設定した教育目標を示す。 

表 2.3.5 ターゲットグループ別市民防災教育訓練の目標 

Target group Goal
4-6 years old They can take actions to save their own lives during and after an earthquake
6-12 years old  They can take actions to save their own lives during an earthquake  

 They can motivate their family members to do preparedness measures 
12-18 years old  They acquire basic knowledge on disaster and disaster management and 

can carry out self help and mutual assistance; 
 They carry out measures that can be carried out 

Adult A  
(18 years old or older 
with an educational 
level of junior high 
school graduate or 
lower) 

 They acquire basic knowledge on disaster and disaster management and 
can carry out self help and mutual assistance; 

 They carry out measures that can be carried out 
 They participate in Davam-led community activities 

Adult B  
(18 years old or older 
with an educational 
level of high school 
graduate or higher ) 

 They acquire enough knowledge on disaster and disaster management 
and can carry out self help and mutual assistance; 

 They carry out measures that can be carried out 
 They participate in Davam-led community activities 
 They develop capability and awareness that allow him/her to play a 

central role in the community 
Imam (Religious 
leader) 

In addition of purpose of adult B
 They realize that preparedness for disaster management is necessary 
 They can carry out self help and other people 
 They can motivate the community to measure the preparedness activities
 They can reduce the fatalism factor in people's attitude  

Housewives In addition of purpose of adult A 
 They acquire basic knowledge on disaster and disaster management and 

can carry out self help and family members during and after earthquake 
 They can motivate neighborhood housewives to measure preparedness 

activities  
 They can motivate the neighborhood housewives to participate in Davam 

Teachers In addition of purpose of adult B 
 They realize that preparedness for disaster management is necessary 
 They can carry out self help and their students 
 They can motivate the community to measure the preparedness activities 
 They know about the elements of school safety and can improve it. 
  They can transfer basic knowledge on disaster and disaster management 

to the students and students parents 



業務完了報告書 

127 

Target group Goal
Taxi Drivers In addition of purpose of adult A

 They realize that preparedness for disaster management is necessary 
 They can motivate the passengers to measure the preparedness activities 

Basij In addition of purpose of adult A 
 They realize that preparedness for disaster management is necessary 
 They can motivate the community to measure the preparedness activities 
 They should be encouraged to get complimentary education to carry out 

neighborhood help 
Mahalleh Managers  
(Local Leaders) 

In addition of purpose of adult B 
 They realize that preparedness for disaster management is necessary 
 They can carry out self help and neighborhood  
 They can motivate neighborhood to measure the preparedness activities 
 To be in charge in mentioned activities 

Member of Amaken 
( Such as, Residents of 
complexes, Personels 
of administrative 
buildings and Sellers 
in        Shopping malls) 

In addition of purpose of adult A 
 They realize that preparedness for disaster management is necessary 
 They can carry out self help and other Amaken's people 
 They can motivate  Amaken's people to measure the preparedness 

activities 

Construction specialist 
(Such as Plumbers, 
Welders, Engineers, 
Builders…) 

In addition of purpose of adult B 
 They realize the importance of their jobs in risk reduction 

Media 
(Such as Journalists, 
Authors, Reporters, 
Newsman,…) 

In addition of purpose of adult B 
 They realize that preparedness for disaster management is necessary 
 They can motivate the community to measure the preparedness activities

Volunteers of 
Mahalleh 
(Such as Volunteers of 
Davam, Shahriarane 
Javan, …) 

In addition of purpose of adult B 
 They realize that preparedness for disaster management is necessary 
 They can motivate the community to measure the preparedness activities
 They can transfer basic knowledge on disaster and disaster management 

to the neighborhood 
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表 2.3.6 ターゲットグループ別教育目標 

Knowledge Motivation and interest Risk perception Skill and Ability Target group 
 Hazard (fundamental) 
  Preparedness: Self-help(fundamental) 
Response: self help (fundamental)

 Learning response: self-help
 

 Earthquakes occurrence in Tehran Response: self help 
(fundamental) 

4-6 

 Hazard (fundamental) 
  Preparedness: Self-help(fundamental) 
Response: self help (fundamental)

 Learning preparedness and response: self-help Earthquakes occurrence in Tehran
 Buildings damages in individual level 

 Response: self help 
(fundamental) 

6-12 

 Hazard (Advanced) 
 Disaster management  (fundamental) 
 Preparedness: Self-help(Advanced) 
 Response: self help (fundamental) 
 Mitigation: Self help 
 Response: Mutual cooperation(fundamental) 
 Recovery: Self help 

 Learning preparedness and response: self-help
 Learning response: mutual cooperation 
 Learning mitigation: Self help 
 Taking actions on mitigation: self help 
 Taking actions on preparedness: self help 

 Earthquakes occurrence in Tehran
 Buildings damages in individual level 
 Physical damages in Tehran 
 Capacity of individual level to cope with earthquake  

 Response: self help (fundamental) 
 Response: Mutual cooperation (fundamental) 
 Preparedness: self help (fundamental) 
 Mitigation: Self help 

12-18 

 Hazard (Advanced) 
 Disaster management  (fundamental) 
Response: self help(Advanced) 
 Response: Mutual cooperation (Advanced) 
 Preparedness: Self-help(Advanced) 
 Preparedness: Mutual cooperation (Advanced) 
 Mitigation: Self help 
 Mitigation: Mutual cooperation 
 Recovery: Self help 
 Recovery: Mutual cooperation 
 Reconstruction: Self help  
 Reconstruction: Mutual cooperation 

 Learning preparedness and response: self-help
 Learning response: mutual cooperation 
 Learning response: self help (Advanced) 
 Learning response: Mutual cooperation (Advanced) 
 Learning preparedness: Self-help(Advanced) 
 Learning preparedness: Mutual cooperation (fundamental) 
 Learning mitigation: Self help 
 Learning mitigation: Mutual cooperation 
 Learning recovery: Self help 
 Learning recovery: Mutual cooperation 
 Learning reconstruction: Self help  
 Taking actions on mitigation: self help 
 Taking actions on mitigation: Mutual cooperation 
 Taking actions on preparedness: self help   

 Earthquakes occurrence in Tehran
 Buildings damages in individual level 
 Physical damages in Tehran 
 Physical damages in individual level 
 Capacity of individual level to cope with earthquake  
 Capacity of community to cope with earthquake 
 Capacity of Tehran Municipality to cope with earthquake 

 Response: self help (Advanced) 
 Response: Mutual cooperation (Advanced) 
 Preparedness: Self-help(Advanced) 
 Preparedness: Mutual cooperation (fundamental) 
 Mitigation: Self help 
 Mitigation: Mutual cooperation 
 Recovery: Self help 
 Recovery: Mutual cooperation 
 Reconstruction: Self help  

Adult A 

 Hazard (Advanced) 
 Disaster management  (fundamental) 
Response: self help(Advanced) 
 Response: Mutual cooperation (Advanced) 
 Preparedness: Self-help(Advanced) 
 Preparedness: Mutual cooperation (Advanced) 
 Mitigation: Self help 
 Mitigation: Mutual cooperation 
 Recovery: Self help 
 Recovery: Mutual cooperation 
 Recovery: Public help 
 Reconstruction: Self help  
 Reconstruction: Mutual cooperation 

 Learning preparedness and response: self-help
 Learning response: mutual cooperation 
 Learning response: self help (Advanced) 
 Learning response: Mutual cooperation (Advanced) 
 Learning preparedness: Self-help(Advanced) 
 Learning preparedness: Mutual cooperation (fundamental) 
 Learning mitigation: Self help 
 Learning mitigation: Mutual cooperation 
 Learning recovery: Self help 
 Learning recovery: Mutual cooperation 
 Learning reconstruction: Self help  
 Taking actions on mitigation: self help 
 Taking actions on mitigation: Mutual cooperation 
 Taking actions on preparedness: self help 
Taking actions on preparedness: Mutual cooperation

 Earthquakes occurrence in Tehran
 Buildings damages in individual level 
 Physical damages in Tehran 
 Physical damages in individual level 
 Capacity of individual level to cope with earthquake  
 Capacity of community to cope with earthquake 
 Capacity of Tehran Municipality to cope with earthquake 

 Response: self help (Advanced) 
 Response: Mutual cooperation (Advanced) 
 Preparedness: Self-help(Advanced) 
 Preparedness: Mutual cooperation (fundamental) 
 Mitigation: Self help 
 Mitigation: Mutual cooperation 
 Recovery: Self help 
 Recovery: Mutual cooperation 
 Reconstruction: Self help  

Adult B 

Like Adult BIn addition of adult B 
building  capacity 

Like Adult BLike Adult B Imam 

Like Adult AIn addition of adult B 
building  capacity for family member

Like Adult ALike Adult A 
 

Housewives 

 Training Methodology In addition of adult B 
Motivating capacity buildings

Like Adult BLike Adult B Teachers 

 In addition of adult A
building  capacity 

Like Adult A
 

Like Adult A Taxi drivers 

In Addition of Adult B
 Response: Public help 

 

In addition of adult B
 Learning response: Public help 
 Learning recovery : Public help 
 Learning reconstruction :Public help 
building  capacity

Like Adult B
 

In Addition of Adult B 
 Response: Public help 

Basij 

In Addition of Adult B
 Response: Public help 

 

In addition of adult B
 Learning response: Public help 
 Learning recovery : Public help 
 Learning reconstruction :Public help 

building  capacity

Like Adult B
 

In Addition of Adult B 
 Response: Public help 

Mahalleh 
managers 

In addition of adult B  
 Mitigation: Public help 
 reconstruction: Public help 

In addition of adult B
 Learning mitigation: Self help 
 Learning reconstruction :Public help

Like Adult B
 

In addition of adult B  
 Reconstruction: Mutual cooperation  

Construction 
specialist 

Like Adult BIn addition of adult B 
building  capacity

Like Adult BLike Adult B Media 

In Addition of Adult B
 Response: Public help 

In addition of adult B
 Learning response: Public help 
 Learning recovery : Public help 
 Learning reconstruction :Public help 
Motivating capacity buildings

Like Adult B
 

In Addition of Adult B 
 Response: Public help 

 

Volunteers of 
Mahalleh 
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さらに教育内容のサブトピックスを列挙し、伝達方法を明らかにし、ターゲットグループ

毎に下表に示すようなマトリックスに整理した。下表のサブトピックスは、TDMMO とし

て提供する教育内容の全てを列挙しており、各ターゲットグループ別に必要な項目をハイ

ライトにて示している。下表は成人 A（学歴レベルが高卒以下）の事例を示している。 

表 2.3.7 サブトピックスおよびその伝達方法等の整理（成人 A の場合） 

 

Reasons of occurrence of earthquakes

 Definition of earthquake

 Fault and types of it

 Plate tectonics

 Earthquake’s  features

Unpredictability of earthquake

Types of hazard

Types of natural hazard

Types of man-made and technological hazard

Most important propable hazard in the city of Tehran

 Seismology of Tehran (geological condition of Tehran)

Tehran’s major faults and the map of them

Damage estimation

Landslide

fire

Liquefaction

Tehran status being prone to floods

Tehran status being prone to snow

Tehran status being prone to storms

Proximity to Damavand volcanic mountain

Tehran status being prone to climate change

High ground water levels

Definition of risk

Definition of vulnerability

Definition of disaster

Definition of disaster management

 Comprehensive cycle of disaster management 
(mitigation,preparedness,response,rehabilitation)

Reasons why disaster management is necessary

 Requires elements for disaster management

 Government measures for disaster management

 Necessity of participation of all people in disaster 
management

Introducing the TDMMO

Introduction of disaster management headquarters

Introduction of specialized committees andresponsible 
organizations
Introduction of disaster management bases

Nessecity of self help

 Individual measures (including self and family 
preparedness)

Nessecity of mutual cooperation

Importance of golden time

Who are DAVAM groups and what is their roles?

Who are AMAKEN groups and what is their roles?

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

TDMMOTDMMO

Book-

Movie-

Brochure-

Lecture

Theater- 

Book-  

Game- play- 

Movies-

Experiment

Theater- 

Book-  

Game- play- 

Movies-

Book-

Movie-

Brochure-

Lecture

Book-

Movie-

Brochure-

Lecture-

experiment

Book-

Movie-

Brochure-

Lecture

Inviting 

Victim-- 

Expriment-

Movie-

Brochure-

Lecture

Movie-
Brochure-
Lecture-
Theater

Experiment-

Book-

Movie-

Brochure-

Lecture

Achievement Main subject
Sub topics

TDMMO Expert additions

Respons
ible 

organiza
tion 

Possible 
ways of 
training

Content
s 

provider

Availabil
ity of 

informati
on/mate

Hazard
Natural environment in 

Tehran

Disaster 
Management

 Disaster management 
structure in Tehran and 
responsible organization

Hazard
 Earthquake as natural 

phenomenon

Hazard

Other hazard that is most 
probable in Tehran(Such as 
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Historical record of earthquake in iran( <50 year- >5.5 
Richter)

Affected area of each earthquake

Casualities of each earthquake

Response-Recovery-Reconstruction (Rudbar-Manjil)

Response-Recovery-Reconstruction (Bam)

Response-Recovery-Reconstruction (Varzeghan)

Past Disasters
 Experiences of past 
earthquakes (livelihood)

 Experiences of past earthquakes (livelihood)(Rudbar-
Manjil, Bam, Varzeghan)

TDMMO TDMMO

Past Disasters
 Experiences of past 
earthquakes (lifeline 
damages)

 Experiences of past earthquakes (lifeline 
damages)(Rudbar-Manjil, Bam, Varzeghan)

TDMMO TDMMO

Past Disasters
 Experiences of past 
earthquakes (responsible 
organizations)

 Experiences of past earthquakes (responsible 
organizations)(Rudbar-Manjil, Bam, Varzeghan)

TDMMO TDMMO

Past Disasters
 Experiences of past 
earthquakes (Industry)

 Experiences of past earthquakes (Industry)(Rudbar-
Manjil, Bam, Varzeghan)

TDMMO TDMMO

 Necessity of vulnerability reduction
The importance of  vulnerability of non-structural 
parts
Definition of non-structural parts

How to fix the non-structural elements

To change the order of putting the things in the house

Checking lifelines: electric and gas heating and cooling 
installations and their maintenance

 The types of Tehran’s buildings and the structural 
and non-structural elements
Providing some strategies for people who are going to 
buy or rent a house (for reconstructing or changing the 
structure of the building)
The necessity to improve the buildings (if we are the 
owner)
The relative retrofitting

The necessity to provide some supply stuff

The required equipment for the rescue bag

Diagnosing the safe and non-safe (dangerous) corners

Necessity to change the order of putting the things in 
the house, office,school.

Determining the exit routes

Understanding the need to prepare a family disaster 
action plan

Book-
Movie-

Brochure-
Lecture -
Discussion

induction of famiy disaster management plan & family 
discussions

Theater- 

Book-  

Game- play-

Drill-Movie

Conditions of earthquake times (short time of shakings, 
damages during the escape, not to rush to the doors)

Theater- 

Book-  

Game- play-

Drill-Movie

 How to shelter and  necessity of protecting him/her 
self during earhquake

Drill-

Theater- 

Book-  

Game- play-

Movie
Actions that should be done 3 seconds after an 

th k
Actions that should be done 3 minutes after an 
earthquake
How to use communication devices
Actions that should be done 3 houres after an 

th k
Actions that should be done in three days  after an 
earthquake

Individual behavior for living in temporary shelters

Response (Self-
Help)

Safety confirmation Checking your own and your family health plan TDMMO

Drill- 

Brochure-  

Game- play-

Movie

TDMMO
Availabl
e

Move in smoke and escape from fire
Drill- Game- 

play-Movie-

Field work

methods of preventing fire spread and ignition
Drill- Game- 

play-Movie-

Field work

Four groups of fires

Different types of manual extinguishers

Water taps and hoses- boxes and spools

How to extinguish small fires

Definition of debris

Right behavior after the earthquake about dealing with 
debris

should 
prepare

should 
prepare

Availabl
e

should 
prepare

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

should 
prepare

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Drill- Movie-

Field work-

Game-

Brochure

Drill- Movie-

Field work-

Game-

Brochure

Field work-

Theater- 

Book-  

Game- play- 

Movie
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Brochure-  
Game- 

play-Movie

Expression 
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victims- 
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Movie-
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witness)-

Movie-

Brochure-
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Game-
Movie-

Drill-Book-
Brochure-

Lecture

Movie-
Book-

Brochure-
Lecture

Theater- 
Book-  
Game- 
play- 

Movie-Drill

Mitigation (Self-
Help)

 Non-structural mitigation

Mitigation (Self-
Help)

 Building vulnerability and 
structural mitigation

Preparedness (Self-
Help)

Rescue bag

Past Disasters

Historical record of 
earthquake in iran and  

Overview of them (response, 
recovery, and 
reconstruction)

Response (Self-
Help)

Behavior in three days after 
earthquake

Response (Self-
Help)

 Behavior at the time of fire

Response (Self-
Help)

 Fire fighting

Preparedness (Self-
Help)

 Safe and non-safe place (in 
house and work places)

Preparedness (Self-
Help)

 Making family disaster 
management plan

Response (Self-
Help)

Behavior at the time of 
earthquake

Response (Self-
Help)

 Removal of debris
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Historical record of earthquake in iran( <50 year- >5.5 
Richter)

Affected area of each earthquake

Casualities of each earthquake

Response-Recovery-Reconstruction (Rudbar-Manjil)

Response-Recovery-Reconstruction (Bam)

Response-Recovery-Reconstruction (Varzeghan)

Past Disasters
 Experiences of past 
earthquakes (livelihood)

 Experiences of past earthquakes (livelihood)(Rudbar-
Manjil, Bam, Varzeghan)

TDMMO TDMMO

Past Disasters
 Experiences of past 
earthquakes (lifeline 
damages)

 Experiences of past earthquakes (lifeline 
damages)(Rudbar-Manjil, Bam, Varzeghan)

TDMMO TDMMO

Past Disasters
 Experiences of past 
earthquakes (responsible 
organizations)

 Experiences of past earthquakes (responsible 
organizations)(Rudbar-Manjil, Bam, Varzeghan)

TDMMO TDMMO

Past Disasters
 Experiences of past 
earthquakes (Industry)

 Experiences of past earthquakes (Industry)(Rudbar-
Manjil, Bam, Varzeghan)

TDMMO TDMMO

 Necessity of vulnerability reduction
The importance of  vulnerability of non-structural 
parts
Definition of non-structural parts

How to fix the non-structural elements

To change the order of putting the things in the house

Checking lifelines: electric and gas heating and cooling 
installations and their maintenance

 The types of Tehran’s buildings and the structural 
and non-structural elements
Providing some strategies for people who are going to 
buy or rent a house (for reconstructing or changing the 
structure of the building)
The necessity to improve the buildings (if we are the 
owner)
The relative retrofitting

The necessity to provide some supply stuff

The required equipment for the rescue bag

Diagnosing the safe and non-safe (dangerous) corners

Necessity to change the order of putting the things in 
the house, office,school.

Determining the exit routes

Understanding the need to prepare a family disaster 
action plan

Book-
Movie-

Brochure-
Lecture -
Discussion

induction of famiy disaster management plan & family 
discussions

Theater- 

Book-  

Game- play-

Drill-Movie

Conditions of earthquake times (short time of shakings, 
damages during the escape, not to rush to the doors)

Theater- 

Book-  

Game- play-

Drill-Movie

 How to shelter and  necessity of protecting him/her 
self during earhquake

Drill-

Theater- 

Book-  

Game- play-

Movie
Actions that should be done 3 seconds after an 

th k
Actions that should be done 3 minutes after an 
earthquake
How to use communication devices
Actions that should be done 3 houres after an 

th k
Actions that should be done in three days  after an 
earthquake

Individual behavior for living in temporary shelters

Response (Self-
Help)

Safety confirmation Checking your own and your family health plan TDMMO

Drill- 

Brochure-  

Game- play-

Movie

TDMMO
Availabl
e

Move in smoke and escape from fire
Drill- Game- 

play-Movie-

Field work

methods of preventing fire spread and ignition
Drill- Game- 

play-Movie-

Field work

Four groups of fires

Different types of manual extinguishers

Water taps and hoses- boxes and spools

How to extinguish small fires

Definition of debris

Right behavior after the earthquake about dealing with 
debris

should 
prepare
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prepare
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e

should 
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Availabl
e
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e
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e
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prepare
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Book-  
Game- 
play- 

Movie-Drill

Mitigation (Self-
Help)

 Non-structural mitigation

Mitigation (Self-
Help)

 Building vulnerability and 
structural mitigation

Preparedness (Self-
Help)

Rescue bag

Past Disasters

Historical record of 
earthquake in iran and  

Overview of them (response, 
recovery, and 
reconstruction)

Response (Self-
Help)

Behavior in three days after 
earthquake

Response (Self-
Help)

 Behavior at the time of fire

Response (Self-
Help)

 Fire fighting

Preparedness (Self-
Help)

 Safe and non-safe place (in 
house and work places)

Preparedness (Self-
Help)

 Making family disaster 
management plan

Response (Self-
Help)

Behavior at the time of 
earthquake

Response (Self-
Help)

 Removal of debris
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Emergency evacuation process and types of it(How to 
evacuate)

Evacuation needs during disaster

Necessity of safe emergency evacuation

Map, centers and routes of safe emergency evacuation

Things to do in a place of safe emergency evacuation

Getting familiar with tenting

Utilization and limitation of earthquake early warning 
system

Things to do in time of warning TDMMO
Drill-Movie-

Brochure-

lecture
TDMMO

Availabl
e

Methods of controlling the insects and excreta

How to provide healthy drinking water
How to provide healthy food(Hygiene in cooking, fruit, 
vegtables,…)
How to prevent fire in emergency shelters

How to keep hygiene, WC,…

Davam activities

Activities of other disaster management groups

How to contribute and participate to the activities

How to become DAVAM members

Encouraging the volunteerism

 Necessity of vulnerability reduction
The importance of  vulnerability of non-structural 

t
Definition of non-structural parts

How to fix the non-structural elements( in their  
buildings, Mahalleh,…)

 The types of Tehran’s buildings and the structural 
elements
hazards of old buildings and irregular structures in the 
district
non-technical and hazardous digging and excavation

knowledge of Disaster Weak, Disaster Resources, Key 
and Vulnerable People in Mahalleh

Methods of Preparing Disaster Management Maps

Understanding the strengths and weaknesses in 
Mahalleh

Familiarity with disaster management resources and 
important places may be involved in disaster 
management
methods of preparing safety map & town watching map

Training how to treat the injured people

Training how to stop bleeding
Training the correct way of treating the broken bones 
(splinting)
Training how to carry the injured people
The required first aid after the disaster(for some of  
key groups)

Davam activities TDMMO TDMMO

Activities of other disaster management groups TDMMO TDMMO

How to contribute and participate to the activities TDMMO TDMMO

Phases when disaster psychology is necessary TDMMO TDMMO

Characteristics of symptoms TDMMO TDMMO

Support and handling TDMMO TDMMO

volunteers role in rescue operations and Teriage
volunteers role in sanitation and treating
The role of volunteers in emergency evacuation 
centers.
the role of volunteers in informing the official rescue 
forces

TDMMO
+ Red 

Crecsen
t society

TDMMO
+ Red 

Crecsen
t society

TDMMO TDMMO
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Movie- 
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      Movie- 

Brochure-
Lecture

Recovery (Self-Help)
 Sanitation principles in 

emergency shelters

Mitigation (Mutual-
Cooperation) 

/Preparedness 
(Mutual-

Cooperation)

 How to cooperate DAVAM 
and other disaster 

management groups( such as 
Amaken)

Mitigation (Mutual-
Cooperation)

Non-structural mitigation

Response (Self-
Help)

 Emergency evacuation

Response (Self-
Help)

Utilization and limitation of 
earthquake early warning 

system

Response (Mutual-
Cooperation)

First Aid, Rescue and Relief

Response (Mutual-
Cooperation)/Recov

ery (Mutual-
Cooperation)/Recon

struction(Mutual-
Cooperation)

How to cooperate DAVAM 
and disaster management 

groups

Response (Mutual-
Cooperation)/Recov

ery (Mutual-
Cooperation)/Recon

struction(Mutual-
Cooperation)

Disaster psychology and 
morals

Mitigation (Mutual-
Cooperation)

Building vulnerability and 
structural mitigation

Preparedness 
(Mutual-

Cooperation)

 Development of Mahaleh 
disaster management plan 
and Vulnerable people and 

key people

Preparedness 
(Mutual-

Cooperation)

Making safety map and town 
watching

Response (Mutual-
Cooperation)

 Roles of volunteer (to work 
for their own community)

TDMMO TDMMO
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Movie- 
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Definition of vulnerable people and special needs TDMMO TDMMO

Definition of key people and their special abilities TDMMO TDMMO

Individual sanitation in emergency evacuation centers
sanitation of food and water in emergency evacuation 

t
Correct method of disposal in emergency evacuation 
centers
the public sanitiation in emergency evacuation centers

Volunteers play a role in establishing livelihoods

The role of volunteers in emergency evacuation 
centers

Volunteers play a role in identifying vulnerable people 
and injured

Identify the set of activities required in emergency 
evacuation centers

Formation of working groups on nutrition, health, 
safety, security and emotional support

Methods of distribuion of facilities

Identify the set of activities required in emergency 
temporary settlement

Formation of working groups on nutrition, health, 
safety, security

Clarify the role of the responsible organization to 
develop guidelines and standards for prevention and 
risk reduction
Clarify the role of responsible organizations in 
renovation and retrofitting of old (traditional) zones 
(urban decay)
Clarify the role of responsible organization for 
preparation of hazard zonning maps
Clarify the role of responsible organization for 
preparation of disaster management maps
Clarify the role of responsible organization for the 
inclusion training materials in the curriculum of schools 
and universities
Clarify the role of the responsible organizations for the 
creation and design of early warning systems
Clarify the role of responsible organization in 
strengthening and retrofiting of infrastructure and 
lifelines

Clarify the role of responsible organization in training 
improving of knowledge and skills of staff
Clarify the role of responsible organization of training 
awareness
Clarify the role of responsible organizations for the 
preparation and updating of equipment and facilities
Clarify the role of responsible organization to identify 
and mobilize evacuation centers and settlement
Clarify the role of responsible organizations for the 
coordination and maneuvering

Clarify the role of official organizations in the early and 
rapid response (search and rescue, emergency 
evacuation, rescue and first aid, etc)
Clarify the role of official organizations in the 
secondary response (debris collection, management, 
health, etc.)

How inform and warn to the people

emergency evacuation

Warning critical infrastructure

Cooperation and partnership with official forces in the 
initial response (search and rescue, emergency 
evacuation, rescue and first aid, etc)
Cooperation and partnership with official forces in 
secondary responses (debris collection, management, 
health, etc.)

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

TDMMO TDMMO
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Movie
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Roles of volunteer (to work 
for their own community)

Recovery (Mutual-
Cooperation)

 Livelihood in evacuation 
shelter

Reconstruction(Mutu
al-Cooperation)

Livelihood in temporary 
shelter

Response (Mutual-
Cooperation)/Recov

ery (Mutual-
Cooperation)Reconst

ruction(Mutual-
Cooperation)

Vulnerable people and key 
people

Recovery (Mutual-
Cooperation)

 Sanitation principles in 
emergency shelters

Response (Public-
Help)

 Roles of volunteer(NGO,..)

Mitigation (Public-
Help)

 Roles of responsible 
organizations

Preparedness 
(Public-Help)

Roles of responsible 
organizations

Response (Public-
Help)

 Earthquake early warning 
system

 Roles of responsible 
organizations

Response (Public-
Help)

TDMMO

TDMMO TDMMO

TDMMO TDMMO
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Clarify the role of responsible organizations in 
temporary settlement
Clarify the role of Responsible Organizations in 
restoring jobs
Clarify the role of Responsible Organizations of 
psychosocial support
Clarify the role of Responsible Organizations for the 
management of health and sanitation

Cooperation and participation with official forces in 
temporary settlement

Cooperation and participation with official forces in job 
restoration

Cooperation and participation with official forces in 
psycholocial support
Cooperation and participation with official forces in 
health and sanitation management

Clarify the role of the responsible organizations for the 
repair and reconstruction of damaged infrastructure 
and Lifeline
Clarify the role of responsible organizations for 
residential rehabilitation and financial support
Clarify the role of responsible organizations for the 
revival of economical activities
Clarify the role of responsible organizations for 
psychological support and rehabilitation of people 
injured

Mitigation(External-
Help

 Roles of volunteer(NGO,..)
Participation in research activities about vulnerability 
and risk reduction

Participation in public training about risk reduction

Clarify the role of formal organizations in identifying 
informal, non-governmental sources and institutions

Clarify the role of formal organizationsto encorage 
informal & Non governmental institution & resources to 
participate in mitigation & preparedness activities

Clarify the role of official & responsible organization in 
managing of communication between informal and 
NGOs involved in the crisis
Clarify the role of official & responsible organization in 
managing of coordination between informal and NGOs 
involved in the crisis

Collection, management and distribution of non-
governmental aid
Participation in the needs assessment and informing 
NGOs

Participation & Cooperation with official forces in need 
assessment and informing NGOs

Participation and Cooperation with official forces in 
managing of allocation of non governmental resources

Clarify the role of responsible organization in need 
asseement and informing  non official and non 
govermental organization
Clarify the role of responsible organization in managing 
of allocation of non official and non govermental 
resources
Clarify the role of responsible organization in 
rehabilitation of lifelines and infrastructures
Clarify the role of responsible organization in use of 
Non governmental and non official abilities and 
rehabilitation of damage buildings and complexes

Clarify the role of responsible organization in 
restoration of economical activities

Clarify the role of responsible organization in 
psycological support & rehabilitation of casulties

Clarify the role of responsible organization in managing 
of financial support from private insurance companies

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e

Availabl
e
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Movie

Lecture-
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Movie

Lecture-
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Movie

Recovery (Public-
Help)

 Roles of volunteer(NGO,..)

Reconstruction 
(Public-Help)

 Roles of responsible 
organizations

 Roles of responsible 
organizations

Recovery (Public-
Help)

Recovery and 
Reconstruction 
(External-Help

Roles of volunteer

Recovery(External-
Help

 Roles of responsible 
organizations and lifeline 

companies

Reconstruction(Exter
nal-Help

 Roles of responsible 
organizations and lifeline 

companies

Mitigation and 
Preparedness 
(External-Help

 Roles of responsible 
organizations and lifeline 

companies

Response(External-
Help

  Roles of responsible 
organizations and lifeline 

companies

Response(External-
Help

Roles of volunteer
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2.3.5 【14】防災博物館の基本概念、展示計画、展示シナリオ、配置計画、必要スペース、

展示機器計画、展示設計図の作成、 終化（活動 2-5） 

防災博物館の設立については、TDMMO 側では市民防災教育の一環として重視しているこ

とから、本プロジェクトではその計画策定のための技術支援を行った。プロジェクト開始

当初、TDMMO 側では、特に防災博物館の建物を中心に考え、建設を急ぐ傾向があった。

しかし、本来防災博物館の設立に当たっては、その博物館のもつべき機能と展示内容を十

分検討したうえで、施設計画を進めるべきものであり、その方がより基本理念にかなった

施設計画となる上、博物館の運営・維持管理が容易な施設とすることが可能となることか

ら、まずは防災博物館の基本概念、機能、展示コンセプトの検討等から改めて実施した。 

一方で、本プロジェクト開始時より、テヘラン市側ではこの防災博物館の設立を優先プロ

ジェクトとしていたが、TDMMO 側には希望している規模の防災博物館の施設及び展示の

設計を内部でまとめる体制は無いことが確認された。そのため、開始当初より、実施に向

けた体制（設計コンサルタントの雇用、施工業者への発注等を含む）の構築につき C/P と

検討を行った。その結果、施設設計及び展示設計に関しては設計コンサルタントを雇用す

ることとなり、本プロジェクトでは、基本構想の策定後、設計コンサルタントを雇用する

ための仕様書作成等の支援を行うこととした。 

なお、テヘラン防災博物館の建設については、テヘラン市開発 5 か年計画の中に含まれて

おり、予算も確保されていることがプロジェクト実施中に確認されている。 

防災博物館の計画の策定に当たっては、イラン国内に事例が無いことから、日本を含む世

界各国の事例検討を基に、博物館の基本概念、機能、展示コンセプトの検討、展示構成、

展示内容の作成等を行い、その後日本における C/P 研修及び TDMMO 独自の外国事例視察

に基づく見直し、調整等を行った。また、博物館の開館に向けた準備や運営管理等を学ぶ

ため、テヘラン市内の博物館（同じテヘラン市管轄下で 2012 年に開館した Holy Defense 
Museum）の見学、博物館運営側へのヒアリング等も実施した。 

(1) 防災博物館の基本概念 

本防災博物館の基本的なフレームについては、テヘラン市の管轄ではあるもののイラン国

内唯一の防災博物館であること、またテヘラン市では近年大規模災害の経験がないこと（大

規模地震発生の可能性はあるものの）から、その基本的なフレームは以下のとおりとなっ

た。 
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表 2.3.8 テヘラン防災博物館のフレーム 

設立理念 イランの人々に防災/減災の重要性を普及させる 

ゴール  自然災害、特に大地震の怖さについて市民に認識してもらう。 
 地震及び減災のための取組を人々に身近に感じてもらう。 
 震災後に発生しうる各種問題について、防災活動上鍵となるターゲッ

トグループに理解してもらう。 
 来館者に自然災害がどのようなものか体験・体感してもらうこと 
 過去の災害からの教訓を学び、災害対策の責任者の意思決定能力の向

上に役立てる 

活動目標・戦略  過去の災害の教訓と自然科学の情報を提供することでイランの人々に

防災/減災に関する知識の普及を促進する。 
 一般市民に防災・減災方法についての 新情報を提供し、対策を促す 
 防災教育を提供する（DAVAM、学校、政府機関等） 
 展示やワークショップ、及び災害のシミュレーションを通じて、防災・

減災に関する具体的・実践的な対策を学ぶ場を提供する 
 イランとテヘランにおける災害、防災に関する情報のデータベースを構

築し、情報センターとなる 

展示対象 イラン全土の自然災害全般 

対象者 イラン国民及び海外からの来訪者 

 

(2) 博物館機能 

防災博物館のもつ機能については、防災対策上の機能を有することも考えられたが、基本

的には「展示・情報提供」と「教育・普及」を中心とする以下の 4 項目で構成することと

なった。 

「調査・研究」については、イラン国内では IIEES（イラン国際地震工学研究所）や大学等

が中心に行っているが、TDMMO 内にもすでに研究機能があることから、他と重複しない

範囲で、そのあり方を模索していく予定である。 

「収集・保存」に関しては、これまでイランでは大規模災害の被災状況を示すものを保存す

るような場所は存在していない。そのため、他地域における大災害も含め、その収集につ

いては現在取り組みを開始したところである。 
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図 2.3.5 防災博物館の機能、構成 

(3) 防災博物館の展示フレームワークの作成 

1) 展示ストーリーの検討 

展示計画に当たっては、上記活動目標に基づき、来館者のターゲットグループを定めたう

えで（「2.3.6」参照）、その展示の構成とシナリオの検討を行った。 

本防災博物館のミッションを達成するための展示の 3 本の軸は以下の通り。 

 

  
自然災害の怖さを伝

え、注意喚起する 
 

   
自然災害と防災の知識の

提供 
 

   
防災教育・訓練の提供 

 

この 3 本の軸を中心に、展示は以下の４ゾーンで構成することとなった。 
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表 2.3.9 ４ゾーン構成による展示 

カテゴリー 内容 

[I] イランにおける過

去の自然災害 
‐過去の自然災害か

ら学ぶ 

1) 過去の自然災害史  

2) 主な展示対象災害： 
 

 バムの震災 
 バルザガン震災 
 ルードバー＆マジル 震災 
 シラコン（ロレスタン）震災 
 ブーインザハラ 震災 
 ゴレスタン洪水 
 ゴム 洪水 

3) 世界の自然災害  

4) 日本コーナー  

[II] 自然災害の科学的

解決 
‐自然災害発生のメ

カニズムを学ぶ 

1) 地震 

 

 地震発生のメカニズム 
 地震の計測方法 
 断層の動きと位置 
 地盤液状化現象 

2) その他 

 

 洪水 
 地滑り 
 雪崩 
 砂嵐 
 火山噴火 
 その他（強風、森林火災等） 

[III] 災害対策手法 
‐災害対策の手法に

ついて学ぶ 

1) テヘランの自然災害  

2) テヘランの被害想定  

3) 災害対策  個人でできる災害対策 
 建築物の耐震対策 
 災害時の情報伝達システム 
 災害時の避難経路 
 災害時の緊急対応 
 捜索救助器具 
 災害時シェルター 
 災害用備蓄 
 防災拠点と DAVAM の活動 
 仮設住居 

[IV] 体験・実践・ワー

クショップ 
自然災害・対策の体験コー

ナー 

 

 地震体験 
 火災体験 
 煙体験 
 応急処置・救出体験 
 緊急通報体験 

ワークショップ  模型製作による耐震構造を学ぶ 
 各種防災対策道具の使い方 
 災害対応策の実践 

 

なお、上記 III 災害対策手法と IV 体験・実践・ワークショップについては、相互に関係性

が高いものであり、その配置、動線計画に当たっては、留意する必要がある。 
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2) 展示項目と項目ごとの内容の検討 

展示構成の検討に当たっては、展示項目の検討と、各展示項目における具体的な展示シナ

リオについても検討し、展示メニュー一覧を作成した。またこの展示項目ごとにターゲッ

ト来館者別の整理を行った。 

 

図 2.3.6 展示項目別ターゲットグループの整理 （第一段階サンプル） 

具体的な各展示項目については、C/P の旧 3 部門：教育・市民参加部門、減災・リスク軽減

部門、技術・建設部門との協議を繰り返し、各展示項目ごとに、展示したい内容、伝えた

いメッセージ、想定される展示手法と展示したい情報等をまとめて展示項目シートの形で

取りまとめた。 

 

図 2.3.7 展示項目別シート１  (展示内容のイメージとメッセージサンプル) 

特に科学的情報コーナーや防災対策コーナーなど、防災教育の中心的コンテンツの部分の

展示手法については、出来るだけハンズオンタイプの展示とワークショップを取り入れる

ことを計画している。これにより災害の経験のないテヘランの住民、特に子供たちにも災

害・防災を身近に感じてもらうと共に、具体的な理解を促す効果を期待している。 

3) 展示物・情報の収集 

本防災博物館の展示に関しては、過去の大自然災害に関する展示コーナーを計画している

もの、展示すべき情報及び展示物はまだ収集されていない。 

資料収集の必要性と重要性については、本プロジェクト開始の初期段階より伝えており、

テヘラン市では大規模地震等の経験がないことから、1 年次のうちに C/P チームが過去に大

地震等のあった大都市を訪問し、各防災局への協力の依頼を開始した。協力の快諾は概ね

得られたものの、行政の側ではそのような災害の記憶を残すような遺品、物品、書類等の

収集は行っていないことから、収集作業から行う必要があることが確認された。 
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そのため、被災体験や救援体験、被災した物、等の収集について、収集方法、収集後の分

類方法等につき収集の際の注意事項（寄贈/貸与/購入、展示することの承諾のとりつけ等）

も含め、TDMMO 側とフレームを作成し、災害救助の経験を持つ NGO の協力を経て情報

収集を行うことを計画した。 

実物を展示することの重要性については、国内支援委員の阪本真由美委員に来イ頂いた際

にも TDMMO 側にご説明いただいており、C/P には十分理解されたものの、TDMMO 内で

の理解を得ることに時間を要しており、実施に向けて準備を進めている段階である。改め

て被災経験を有する大都市の防災局への協力呼びかけを行い、情報、物品等の収集を依頼

することを計画している。 

また並行して、テヘラン大学防災学科の教授のアドバイスの元、過去の災害において被災

後の救援活動に参加してきた NGO 等の協力を得て、収集を行う予定である。 

収集の流れは概ね以下の通りであり、実物の収集、一部購入、或いは写真・計測等による

記録と展示物の取捨選択等には時間を要するため、早めの取組が必要である。 

 

 

図 2.3.8 展示物・情報収集の流れ 

4) 博物館敷地 

a.旧敷地(17区) 

防災博物館の敷地については、当初はテヘラン市 17 区内 Velayat Park の博物館ゾーンの

敷地が予定されていた。1 年次においては、この公園内の博物館地区の敷地にて、基本計画

案の作成を行った。敷地面積約 1ha、駐車場は公園内他施設と共有、高さ制限 20m であっ

たが、この高さ制限については途中から 14ｍまで下げられた。 
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図 2.3.9 当初の防災博物館予定地 Velayat Park 内敷地 

b.新敷地(22区) 

テヘラン市側の意向により、2013 年 1 月になり防災博物館の敷地は 22 区の新規開発地区

の敷地（3ha 傾斜地）に変更されることが急遽決定された。当該敷地は、テヘラン市内の新

規開発区域である 22 区内にあり、遊園地や 5 つ星ホテルを含む大規模複合開発“千夜一夜

City”に隣接している。南側には湖や大規模な公園が広がるほか、敷地東側には Waterfall 
Park が建設されるなど、将来的には行楽地として期待される地域である。 

敷地面積は 3 倍となり、高さ制限はなくなったが、傾斜地であり、施設計画については改

めて計画し直すこととなった。 

 

図 2.3.10 博物館新敷地  傾斜地 

5) 防災博物館施設計画 

防災博物館の設立理念やゴール、活動目的に基づき、施設設計及び展示設計のデザインコ

ンセプトは以下のとおり設定された。 

 Symbol of the resilience to natural disasters 
 Earthquake resistance building 
 People’s friendly – universal design for building and exhibitions 
 Center of the disaster management education – database and the 

cutting-age technology 
 Interactive exhibition – Hands-on type exhibition 
 Practical knowledge – opportunities for trial/experiences 
 Environmental friendly – Green Building Concept 

 

Velayat Park 

Site for DMM 
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上記展示項目及び内容の検討に基づき、博物館内の動線計画、ゾーニングと必要諸室と必

要面積の検討を行い、概略フロアプランの検討を行った。 

a.展示施設計画 

展示部分の構成については、４カテゴリーの構成を中心とするが、III 災害対策手法と IV
体験・実践・ワークショップについては、内容的に関連性の高いものが多いことから、動

線上工夫をする必要がある。来館者の動線計画については、強制動線ではなく、テーマと

興味に応じた自由度をもつ半強制動線とすることとなった。 

 

 

図 2.3.11 防災博物館の展示構成と見学の流れ 

この他、コンファレンスルームや会議室、図書室等、展示以外の機能に関する諸室につい

ては、外部から直接アクセスする必要がある。 

b.動線計画 

動線計画については、固定/強制巡回型と自由回覧型（広場タイプ、廊下接続タイプ含む）

の両極端のタイプの動線について比較検討を行った。その結果、本防災博物館については、

両タイプの折衷案、各ゾーンの中では来館者の興味に応じたフレキシビリティを持たせる

タイプの動線計画とすることになった。 
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図 2.3.12 動線計画 

c.コンセプトプラン  

上記、設計と動線のコンセプトに基づき、防災博物館の平面計画案を旧敷地（17 区）及び

新敷地（22 区）に関して作成した。 

 

Zoning map  

 

 
Exhibition floor plan  

図 2.3.13 旧敷地でのコンセプトプラン 
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図 2.3.14 新敷地でのコンセプトプラン 

 

d.主な平面計画・展示計画 

各展示コーナーにおける基本的な平面構成及び、展示イメージについて、具体的なスケッ

チ等を交えて検討を行った。 

a) エントランスホール：イラン全土の地図及び自然災害を示すスクリーンで構成。 

 

図 2.3.15 展示イメージ（左：エントランスホールのイメージ、右：展示開始部のシアター） 

b) イランの自然災害：博物館の見学は、自然災害に関する 4D シアターから開始する。イ

ランの自然災害、特に過去の主な自然災害の紹介部分については、各災害において学ん

だことを中心に映像、模型、被害者の声を交えて紹介する。 
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イランにおける自然災害の歴史 

 

 
過去の主な自然災害 

バム：被災前と被災後 
 

バム：被災した住宅の状況 

図 2.3.16 イランの自然災害 展示イメージ 

c) 科学情報コーナー：各自然災害の発生メカニズム等に関する科学情報のコーナーは、パ

ネル等における解説と同時に、模型や実験コーナーによる体験型の学習ができるように

する。 
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図 2.3.17 科学情報コーナー 展示イメージ 

d) 災害対策コーナー：各種防災対策について具体的な手法やテヘラン市、関連機関の取組

を紹介すると共に、来館者各自ができる取組みについて、紹介すると共に体験できるよ

うにする。また、自宅や職場の位置、避難ルートや避難場所について学べるようなジオ

ラマ、地図を用いた説明等も導入する。 

e) 体験コーナー： 地震体験、煙体験、消火体験、緊急電話、及び応急手当の体験ができ

るコーナーを設置する。 

6) 基本設計・詳細設計 

本博物館計画の敷地や予算の確保等が具体的に進行したことを受け、施設及び展示設計に

関してはそれぞれ設計コンサルタントを雇用することとなった。上記展示シナリオ、必要

諸室の検討等を前提条件として整理し、施設設計コンサルタント雇用のための仕様書の作

成等を行った。 

施設設計については、博物館等の経験を有する設計事務所の中からNaghshe Jahan Pars 社
が選定され、2013 年 6 月より業務が開始された。業務は大きく 2 段階に分かれており、第

一段階では情報収集と基本設計、第二段階にて建築の実施設計と展示の実施設計を実施し、

当初の予定では 2014 年 6 月には全ての設計業務が終了する予定で進められていた。 

基本構想案の提案（2013 年 11 月）後、TDMMO 側による基本構想案の選定と Tehran 市

側の承認に時間がかかったことから、基本設計案作成業務は 2014 年 4 月よりようやく再開

された。地震の断層をイメージした下記の案が承認された。しかし、その後当該敷地の地

滑りの可能性が指摘され、設計作業をストップして地盤状況の調査が進められている。調

査結果が出るのが遅れているが、その内容を設計に反映する必要がある。 

  

図 2.3.18 テヘラン市長に承認されたコンセプトデザイン案 
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7) データベース及び収集資料の分類計画 

本博物館では、防災に関する情報のデータベースの作成、関連図書等に関するデータアー

カイブの作成を予定している。そのため、データの分類方法、展示用資料作製のための記

録すべき情報について、そのデータベースの構築のフレームワークを作成した。 

8) 実施スケジュール 

実施工程、必要工期については、設計内容に応じて検討する必要があるが、設計コンサル

タントが検討している工期は 26 か月程度を予定している。上記敷地の検討に伴う設計作業

の遅れにより、開館予定は早くても 2018 年後半以降となると想定される。 

表 2.3.10 防災博物館 実施スケジュール 

 

展示に関してもコンサルタントを雇用する予定ではあるが、展示の製作に関しては、展示

手法に応じてその発注形態、その製作に必要な情報のインプットの提供方法、学術的な監

修の必要性、TDMMO 側の関わり方などが異なってくる。そのため、ディスプレイ、シミュ

レーター、模型、映像、グラフィックパネルの各展示手法毎に展示項目を分類し、それぞ

れに関する製作までの流れを整理し数度にわたり技術移転を行った。（全体工程について

は、表 2.3.16 参照） 

9) 日本コーナー 

TDMMO 側からの要望も有り、防災博物館内に日本コーナーが設置されることとなり、そ

の内容の検討を行った。 

この日本コーナーは、博物館の中の[I] 過去の災害から学ぶ（各国の自然災害 コーナー）

の一部として設置される予定であり、日本における大災害の被災経験の共有と（I）イラン

の防災分野における日本からの支援（II）の 2 つで構成される予定である。 
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表 2.3.11 日本コーナーの展示構成 

 目的 アイテム 展示手法 
I. 日本における

大災害の経験 
 

地震多発地域である日本の大

規模災害の経験を共有する。

 日本の防災管理システ

ムの整備 
 （防災関連の法整備、行

政機関、自治体組織、コ

ミュニティ組織、等） 
 被災地域再建の道のり 
 行政やコミュニティに

よる防災の取組 

(1) 災害と防災管理システ

ムの整備の歴史 
年表  
グラフィッ

クパネル 
 

(2) 過去の大災害からの教

訓 (阪神淡路大震災、東

日本大震災。再建プロセ

スを含む) 

映像 
グラフィッ

クパネル 
タッチパネ

ル 
(3) 近年の防災・減災の取組  

グラフィッ

クパネル 
 

II. イランの防

災に関する日本

の支援 

イラン及びテヘラン市に対す

る防災関連の日本の支援を紹

介する。 
 

(1) イラン全体に関する各

種支援活動 
グラフィッ

クパネル 
(2)  テヘラン市に対する

JICA の 4 プロジェクト 
1) マイクロゾーニング 
2) マスタープラン 
3) 72 時間 
4) 災害リスク軽減 

 
 
グラフィッ

クパネル 
 

 

 

図 2.3.19 日本コーナー 展示空間のイメージ 

開館まで 3-4 年の時間があることから、本プロジェクトにおいては、この日本コーナーに関

して全体フレームを作成し TDMMO 側と合意するに留めることとなった。この日本コー

ナーに関しては、2014 年 9 月の終了時評価時に、プロジェクト評価調査団と TDMMO の

間の協議議事録にて、今後も継続して情報共有、検討を続けることが合意されている。 
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博物館工事の進捗に応じて、具体的な検討・展示準備が行われることとなるが、具体的な

展示内容の検討、展示物・情報（写真や年表、遺品など）の提供元の選定を行い、協力を

依頼すること、また展示内容の監修体制（大学教授等への依頼）の構築を行うこと等が重

要となる。 

また、特に、C/P 研修の際に視察した日本の防災館・防災博物館で上映される映像の印象が

強かったらしく、イラン側からは被災体験からの教訓と今後の備えに関する映像（Video、
Film 等）への期待が高く、災害の悲惨さを伝えるだけではなく、災害の発生メカニズム、

被災時と被災後の状況、被災後の復興に向けた取組、教訓等が含まれるものを提供してほ

しいとの要望があった。しかし、日本において防災館・博物館等で上映されている映像は、

映像権等の問題、及び上映料の支払い等が必要となっている。イランで上映可能な映像の

検討として、上映可能な映像の放映権の購入・交渉、あるいは新たな制作（あるいは既成

のものの加工）も含めて検討が必要となる。 

上記の他、展示の各コーナーにおいても、防災関連全般に関する日本の技術や経験等の紹

介を取り入れることが予定されている。このような日本コーナーの設置は、防災博物館の

展示内容を充実させるためにも有効である上に、日本とイランの協力関係を示すうえでも

有効であり、是非充実した展示内容としたいコーナーである。 

 

2.3.6 【15】防災博物館で実施する市民教育計画とプログラムの作成（活動 2-6） 

(1) 教育目標 

防災博物館における市民教育の目標を以下のように設定するとともに、以下に示すように、

防災知識の習得→リスクの理解→対応策の重要性の理解→防災対策へのモチベーションの

醸成→防災対策の実施の流れを意識した市民教育の方針とした。 

· 自然災害、特に地震に関する市民への注意喚起を行う 

· 地震のコンセプト、継続的な脅威である地震への被害軽減策や事前準備の効果を市民

が知り、地震後の課題についての知識を得ること。 

· 自然災害、特に地震の経験や実感を体験できる場を提供する。 

· 過去の被災経験や教訓を得て、防災担当官の意思決定力の向上のための場を提供する。 
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図 2.3.20 市民教育計画の方針 

(2) 市民教育計画とプログラムの作成 

各ターゲットグループの市民教育計画とプログラムを以下の教育内容を柱として作成した。 

 過去のイランでの災害の経験と教訓（他国の事例も含む）

 地震の知識（地震メカニズム、地震波伝播、地震動、ハザード、リスクマッ

プ等）

 被害想定、災害準備、防災、被害抑止策

 災害時の適切な行動、応急対応行動（消火、救命救急、救援・救助等）の習

得

防災博物館の利用者は、一般的なターゲットグループと特別なターゲットグループに大別

した。一般的なターゲットグループは年齢別に 1)4-6 才、2)6-12 才、3)12-18 才、4)成人 A
（中卒以下）、5)成人 B（高卒以上）とし、特別ターゲットグループとして、1)防災関係の

専門家、2)それ以外としている。特別ターゲットグループとは、DAVAM、防災専門家、建

築業者など防災に関わる専門家、トレーナーなどの防災に関する専門的かつ特別研修を行

うグループである。その都度、必要に応じて適宜プログラムを構成する。

子供に対しては発達段階に応じて、現象などに関する難しい内容を減らし、対応の方に重

点を置いている。

Individual level 

Family level Awareness

Social level 

Knowledge transfer 

Understanding the risks 

Understanding the importance to 

take measures 

Taking measures 

Motivating for disaster risk 

reduction 
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一般的なターゲットグループ別の目標は、下表に示すように市民教育のマスタープランを

踏襲している。 

表 2.3.12 ターゲットグループ毎の目標 

ターゲットグループ 目標 
4-6 才  地震発生中、後に自らの身を守ることができる。 
6-12 才  地震から身を守れる。  

 家族に事前準備を促すことができる。 
12-18 才  災害や防災の基本知識を得て、自助、共助が行える。 

 防災対策を講じられる。 
成人 A  
(18 才以上の中卒以

下の学歴レベル) 

 災害や防災の基本知識を得て、自助、共助が行える。 
 防災対策を講じられる。 
 DAVAM によるコミュニティ防災活動に参加する。 

成人 B  
(18 才以上の高卒以

上の学歴レベル) 

 災害や防災の基本知識を得て、自助、共助が行える。 
 防災対策を講じられる。 
 DAVAM によるコミュニティ防災活動に参加する。コミュニティで中

心的な役割を果たせるような能力向上が図れる。 
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表 2.3.13 ターゲットグループ別、実施内容 

 

1

1.1

1.1.1

1.1.2

1.1.3

1.1.4

1.1.5

1.1.6

1.1.7

1.2 Past Natural Disasters in IRAN

1.2.1

1.2.1(1) Bam Earthquake (Kerman)

1.2.1(2) Varzeghan Earthquake (East Azarbayjan

1.2.1(3) Roodbar & Manjil Earthquake (Gilan)

1.2.1(4) Silakhor Earthquake (Lorestan) 

1.2.1(5) Sistan And Balochestan Drought

1.2.1(6) Golestan Flood
سيل استان گلستان

* Photos / Images

* Left Items / found from the damaged area

* Reproduction of the damaged area

* Recital of survivors

* Detailed information

1.2.2 Experience of rescue/relief activities
تجربه فعاليتھای امداد و نجات
1.2.2(1) Bam Earthquake (Kerman)

1.2.2(2) Varzeghan Earthquake (East Azarbayjan

1.2.2(3) Roodbar & Manjil Earthquake (Gilan)

1.2.2(4) Silakhor Earthquake (Lorestan) 

1.2.2(5) Sistan And Balochestan Drought

1.2.2(6) Golestan Flood
سيل استان گلستان

* Person who worked for relief/rescue

* Machines/equipment/instruments used fo

* Episode of rescue team / relief activities

* Relief activities

1.2.3 Road to recovery from the earthquake

1.3

* Chronological Table of Disaster

* Outline of natural disasters

* Location/Area affected

* Japanese Corner

2 Scientific Information on Natural Disasters

2.1 Earthquake

2.1.1 * Mechanism : how the earthquake occur

2.1.2 * Muasuring system of the earthquake

2.1.3 * Fault  : mechanism, location

2.1.4 * Ground liquefaction

2.2 Other Natural Disasters

2.2.1 Flood 
سيل

2.2.2
رانش زمين

2.2.3
بھمن 

2.2.4 Volcano
آتش فشان

2.2.5 Strong Wind

Mechanism
مکانيزم

موارد

Natural Disasters in IRAN : Learn from the experience of 
past disaster

حوادث طبيعی در ايران: درس گرفتن از تجارب گذشته

Major Serious Natural Disasters in the Past

Youth (12-18 
years old)

Adult A (18 years old or 
older with an 

educational level of 
junior high school 
graduate or lower)

Adult B (18 years old or 
older with an 

educational level of 
high school graduate or 

higher )

Construction Specialist 
(Such as, Plumbers, 
Welders, Engeneers, 

Builders)

Others

Items 
General Groups Kea Groups

4-6 years old 6-12 years old

حوادث طبيعی شديد و مھم گذشته
Chronological Table of Disaster

جدول ترتيب زمانی وقوع حوادث
Location, and area

    

منطقه تحت تاثير
Photographs

    

منطقه و محل
Area Affected



    

عکسھا
No. of Death, Serious Injured Persons

    

شمار تلفات و افراد با جراحت جدی
No. of Destroyed Houses

    

شمار خانه ھای ويران شده
News Articles



     

مقاله ھای خبری     

زلزله ھای گذشته در ايران
Damages by the Natural Disasters

خسارات ناشی از بحران

زلزله بم (کرمان) 

زلزله رودبار و منجيل (گيلان) 

زلزله ورزقان (آذربايجان شرقی)

خشکسالی استان سيستان و بلوچستان

زلزله دشت سيلاخور (لرستان)

 
عکسھا و تصاوير

   

  بازنمايی منطقه آسيب ديده

اشياء باقی مانده يا يافت شده از منطقه آسيب ديده

  

     

   اطلاعات مفصل

روايت ھای نجات يافتگان

 

     

زلزله بم (کرمان) 

زلزله ورزقان (آذربايجان شرقی)

زلزله رودبار و منجيل (گيلان) 

خشکسالی استان سيستان و بلوچستان

زلزله دشت سيلاخور (لرستان)

افرادی که در زمينه امداد و نجات کار کرده اند



     

  بخشی از فعاليتھای گروه امداد و نجات

ماشينھا و تجھيزاتی که برای امداد و نجات استفاده شده.

  

    

مسير بھبودی پس از زلزله

Natural Disasters in the other countries

  

فعاليتھای امداد

  

    

حوادث طبيعی در ديگر کشورھا

جدول ترتيب زمانی وقوع حوادث 

 

     

محل و منطقه تحت تاثير

طرح کلی حوادث

  

   

  

تجربه ژاپنی ھا در زمينه نمايشگاه       

زلزله

ی                اطلاعات علمی درباره حوادث طبيع

   سيستم اندازه گيری بزرگی زلزله

مکانيزم: زلزله چگونه رخ ميدھد.

 

     

روان گرايی خاک    

گسل: مکانيزم و محل

 

    

حوادث طبيعی ديگر


Landslide      

    

Avalanche
     

     

تند باد
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また、イランでの過去の災害に関する情報収集作業に関しては、人と防災未来センター等

へのヒアリングや国内支援委員のご講義などにより、プロジェクトの比較的早い段階で情

報共有を図り、経験や教訓より学び、また課題を後世に伝えるうえでも重要であること、

失われる前に収集することの必要性につき理解促進に努めた。 

イラン国の防災博物館で提示する防災教育コンテンツの素材は、自国の出来事として身近

なものとして感じ、より多くのビジターが、災害準備に我が事意識として目覚められるよ

うに、イラン国のものを同国が独自に収集する必要がある。また、自ら災害経験を後世に

伝えていく役割を担っていくことが防災文化を醸成することにもつながる。博物館のコン

テンツは、防災教育の要となり、根幹をなすものであり、これらの素材をイラン側が確実

に収集できるよう、例を示した。 

伝承（地域に伝わる災害・災害対応の知識、被災状況、共助の工夫、教訓など）、被災状

況（地域の電気・水・ガス・下水道・道路・橋・鉄道・空港などのインフラの被災状況な

3 Disaster Management

3.1 Earthquake / Natural Disaster in Tehran
زلزله و حوادث طبيعی در تھران
3.1.1 Earthquake / Natural Disaster in Tehran

3.2 Seismic Damage Estimation in Tehran

3.2.1 Seismic Damage Estimation in Tehran
اگر حادثه رخ بدھد

3.3 Disaster Prevention/Mitigation in Tehran
مديريت و پيشگيری از بحران در تھران

Before Disaster

قبل از وقوع بحران

3.3.1 Personal preparation

آمادگی فردی

3.3.2 Building reinforcement / retrofitting

تقويت و مقاوم سازی ساختمان

If disaster will happen
اگر حادثه رخ بدھد

3.3.3 Information System
سيستم اطلاعات

3.3.4 Evacuation Route
مسير خروج

3.3.5 Emergency response services (Ambulance, Fire F
خدمات واکنش اضطراری (آمبولانس، آتش نشانی و ..)

3.3.6 Search and Rescue Equipment
تجھيزات جستجو و نجات

3.3.7 Shelter for Evacuation
پناھگاه تخليه

3.3.8 Center(Base for Disaster Management 
مرکز (پايگاه) مديريت بحران

3.3.9 Stock for emergency case ( public )
ذخيره برای مواقع اضطراری (عمومی و فردی)

3.3.10 Temporary houses
خانه ھای موقت

JICA  Project

4 Trial / Experiences

4.1 Earthquake

* Earthquake Simulation 

شبيه سازی زلزله

4.2 Fire

آتش
* Smoke simulation
شبيه سازی دود
* Training of fire fighting 

* How to use the public fire distinguissure

4.3

* How to make a emergency call 

4.4 First Aid Training
 آموزش

First Aid Training

4.5 Workshop

Disaster Management

Maquette making

ماکت سازی

Emergency evacuation and sheltering

تخليه اضطراری و اسکان

Utilization of Search and rescue

بھره برداری از تجھيزات جستجو و نجات

Painting/drawing

نقاشی

Structural retrofitting

مقاوم سازی سازه ای

Non-structural reinforcement

مقاوم سازی غير سازه ای

مديريت بحران

  زلزله و حوادث طبيعی در تھران   

   
براورد خسارات ناشی از لرزه در تھران

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

     

تجربه وآموزش

پروژه جايکا    

زلزله 



    

    

 

    

آموزش آتش نشانی    

   

 

چگونه از آتش خاموش کن ھای عمومی استفاده شود
Emergency Call / Announcement

     

چگونگی برقراری تماس اضطراری   
تماس اضطراری و اطلاع رسانی

  

ه آموزش کمکھای اولي     

کارگاه

  

     

مديريت بحران             
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ど）、対応状況（避難場所の開設、避難場所での支援の状況、支援活動内容、問題点、印

象的な活動など）、体験談（被災者としての体験、支援者としての体験、印象的な活動な

ど）、教訓（震災前にやっておくべきこと、備えておくべき重要なもの、震災を経験して

改善したこと、他者に伝えたいこと、防災や災害リスク削減に関する役立つ知識、工夫、

コツ、あるべきシステムなど）などを含めた防災教育コンテンツとして必要な素材の項目、

詳細な内容、質に関する日本の事例の整理、収集項目と可能な展示内容、作成可能な映像

などの例を示した。 

 

2.3.7 【16】防災博物館の運営・管理計画の作成（活動 2-7） 

博物館の運営管理計画に関しては、開館が早くとも 2018 年末以降であることから、時期尚

早の部分があり、具体的な内容の検討、決定には至れない部分があるものの、博物館の設

立に向けて必要な作業内容と枠組み、項目等についての検討を行った。日本及び各国の事

例のほか、イランにおける他の博物館へのヒアリング等をもとに検討を行っている。 

(1) 防災博物館の設立理念、機能等の確認 

本防災博物館の設立準備、及び運営・管理計画の作成にあたっては、まず本博物館のミッ

ションや活動目標の明確化を行うことが重要となる。以下の概念図に示すとおり、このミッ

ション及び活動目標を基に、博物館機能や各機能における活動内容、運営計画、そして、

施設展示計画へとつながるべきものである。（防災博物館のミッション、活動目標は 2.3.5
参照） 

 

図 2.3.21 防災博物館計画の構成 

(2) 博物館設立準備室の設置 

博物館の設立に関しては、博物館の活動内容、展示、運営、施設設計と建設、人材、広報

等の多様な分野の準備を進める必要がある。そのため、その準備に当たっては、博物館設

立準備室を設立する必要があるが、まずはその前段として、TDMMO 内にて設立準備チー

ム（成果２博物館担当の C/P として）が設立された。 
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この設立準備チームは、旧組織における技術・建設部門の他、教育・市民参加部門及び減

災・リスク軽減部門のメンバーから構成されていたため、フレームの検討は部門横断的に

行うことができた。 

しかし、今後、防災博物館の設立に向けた具体的な準備を推進していくためには、設立準

備室を正式に立ち上げる必要があると考えられ、その必要性について TDMMO 側に提案し

ている。この設立準備室は、設立準備チームをコアとして、他の部署、例えば広報、財務

等関係部門など、博物館開館後はその博物館運営に関わる各部門からの担当者が入ること、

専任のスタッフを置くことが望ましいと考えられる。その理由は、開館後の一般市民への

広報活動、財務会計の検討（例、有料ゾーンと無料ゾーンの配置）、人員配置計画等も含

めて総合的な検討を開館準備段階から行うことで、それを展示計画や施設計画等に反映さ

せることができ、防災博物館をより利用しやすく、運営しやすい施設、かつ防災教育上効

果的なものとすることができるためである。 

設立準備室が中心となって設立までに準備すべき具体的な事項は多岐にわたっており、主

に以下の項目がある（防災博物館設立までの作業計画案は、表 2.3.16 参照）。 

設立準備体制の構築 ・ 防災博物館設立準備室の設立 
・ 防災博物館アドバイザリー委員会（外部）の設立 

全体運営管理計画の検討 ・ 運営・管理計画の作成（具体の検討） 
・ 施設・展示計画との調整 
・ オペレーションマニュアルの作成 

博物館施設の整備 ・ 施設基本設計、詳細設計、入札、建設工事 
・ 展示基本設計、入札、設計、製作 

展示情報収集・保管 ・ 災害関連資料（物/情報）の収集、評価、保管 
・ 展示用資料の選定、手続き、展示準備等 

運営体制 ・ 組織体制と責任範囲の明確化 
・ 幹部人材雇用と業務文章の確認 
・ スタッフの雇用とスタッフトレーニング 

展示運営 ・ 展示教育プログラムの準備 
・ イベント計画の準備 

広報・コミュニケーション ・ 広報・コミュニティ戦略の策定 
・ 広報マテリアルの作成 
・ テナント検討、防災博物館グッズの開発等 

 

更に、学術関係者及び防災関連他機関によるアドバイザリー委員会を設置することで、防

災博物館の展示内容の準備のサポート、監修等を受けることができるようにすることも重

要であり、その設立も提案した。 
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図 2.3.22 防災博物館設立のための体制 

(3) 運営組織計画 

テヘラン市により、防災博物館は TDMMO の管理下、総裁の直轄組織となる予定であり、

その組織図（案）は以下のとおり計画されている。基本的には、TDMMO 内各部署に対応

する形の組織となっており、TDMMO 内各部署からの兼任スタッフ及び、防災博物館用に

雇用する専任スタッフとから構成される予定である。上記防災博物館準備室のメンバーが

開館後は各部署の責任者となって継続的に担当することが望ましい。 

 

図 2.3.23 防災博物館運営組織図（案）  
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さらに、上記組織図と併せて、各部門の役割・担当業務についてまとめた業務分掌（案）

も作成されているが、今後組織図の 終化に合わせてより具体化させていく必要がある。

例えば、展示準備・収集・製作部門（Developing and Collecting and Producing the Content）
では、展示ゾーンごとの分担、具体的な作業内容の明確化、内容に応じた外部からの委員

会メンバーの選定と責任範囲の明確化等が必要となる。 

(4) 人材計画 

上記組織図（案）が承認されていないため、具体的な数字まで詰められていないが、今後、

下記スケジュールに基づき、人材の雇用及びトレーニングを実施する計画となっている。 

 

 

図 2.3.24 防災博物館のための人材雇用・育成スケジュール 

 

トレーニングについては、対象者別・テーマ別に内容を検討しており、内容に応じて文化

遺産研究所や消防等、内容に応じて国内関連機関の協力を依頼することも検討している。 
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表 2.3.14 対象者別・テーマ別トレーニング内容 

 

 

(5) 他の機関との協力・分担計画 

本防災博物館においては、運営は TDMMO が中心として行うが、その展示準備及び運営に

関して消防、赤新月社等、防災に関わる各機関の協力を得る予定である。主に協力を得る

のは、展示内容の準備、運営上のサポート（消火器の使い方の指導や応急処置の指導等、

各コーナーへの人材の派遣）の予定である。 

表 2.3.15 協力を得る予定の他機関 

 展示準備 トレーニング 運営上 
消防 災害時の消防の活動に関す

る展示 
 消火訓練の指導員（OB

の派遣依頼） 

警察 災害時の警察の活動に関

する展示 
  

赤新月社 災害時の赤新月社の活動

の紹介 
 応急処置の指導員（OB

の派遣依頼） 

文化遺産  学芸員 
資料の分類・整理・取

扱い 

 

 

(6) 財務計画 

本防災博物館については、その設立趣旨から、基本的にはテヘラン市からの予算で賄われ

る予定であるが、イラン国内の博物館及び、各国の事例を基に検討し、多少の入場料を課
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す計画としている。ただし、7 歳以下や 70 歳以上、児童・生徒、学生、政府機関等、入場

料を課さない、或いは半額とする規定も併せて設ける予定で検討を行っている。ただし、

施設の継続性や活動のフレキシビリティを考慮し、レストランやショップ、イベントの開

催等、一部収入源となる部門の計画も検討している。 

(7) 来館者の管理 

本防災博物館の来館者の管理に関しては、1)団体客、2)ガイド付き見学、3)自由見学（リピー

ター等）の 3 種類に分けて運営することを予定している。 

平日は基本的に団体客（児童・生徒、政府職員、民間企業職員、DAVAM グループ等）の

利用が中心となり、曜日によって対象を設定する予定である。団体見学は予約制とし、平

日は午前と午後に 2 回、週末は一日 3 回の団体客を受け入れるなど、具体的な検討を行っ

ている。 

この来館者の管理、チケットの仕組み等は、施設・展示計画にも反映されるべき事項であ

り、優先して具体化の検討を進めている。 

その他、広報・宣伝計画、アメニティ計画、メンテナンス計画等については、現時点では

担当者も未定であり、フレームのみの検討に留まっているが、表 2.3.16 の工程に示す通り

の日程で、順次検討が行われる予定である。各種準備作業は相互に調整されるべきもので

あり、施設建設及び展示準備の工程と併せて、開館までの準備を進める必要がある。 
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表 2.3.16 防災博物館全体工程(2014 年 12 月時点) 

 
 

出典：JET 作成 
注）2014 年 12 月時点で作成したスケジュール案 

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

-54 -53 -52 -51 -50 -49 -48 -47 -46 -45 -44 -43 -42 -41 -40 -39 -38 -37 -36 -35 -34 -33 -32 -31 -30 -29 -28 -27 -26 -25 -24 -23 -22 -21 -20 -19 -18 -17 -16 -15 -14 -13 -12 -11 -10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0

建築 地盤調査 敷地準備

基本設計 基本設計

詳細設計 詳細設計

入札 入札図書 入札 開館準備

敷地準備　建設工事 敷地準備 建設工事

展示 基本設計 清掃・開館準備

詳細設計

製作・製造 試運転

納入・展示

展示物

シミュレーター

模型

１：１スケール模型

縮尺模型

機械式模型

 映像

ハードウェア―

ソフトウエア―

グラフィックス

教育計画

教育プログラム・ワークショップ準備 教育プログラム準備

資料（被災物、写真、

書類、エピソード、新聞等）

の収集と保存

運営

人材育成

運営計画作成

2017 2018

開館予定までの月数

広報・コミュニケーション

教育プログラム検討

2015 2016

製作

設置台設置製作制作図展示方法検討
展示物

状況確認

製作制作図 試運転・調整機械仕様書作成

制作図

設置製作

制作図 試運転
製作 設置展示方法・運転方法検討

試運転設置

製作スクリプト作成シナリオ作成ストーリー、シーンの検討

スクリーン、モニターサイズ システム図

設置

内容とレイアウトの概略検討

グラフィックフォーマット レイアウトデザイン 印刷

図表の作成

説明書き準備

写真準備

◉● ●●

●●●

●
◉

●

●

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉◉ ◉

◉◉◉

●

◉ ◉◉

◉◉

◉

●

● ●

●

照明調整

清掃・準備

サイン 製作 納入・設置

納入・設置

◉ ◉

家具 購入
◉

機器類 製作 納入・設置

◉◉

納入・現場製作

◉

製作

◉ 照明

清掃・最終調整

照明設置

スタッフ雇用(幹部) スタッフ雇用

マネージャートレーニング

管理部門担当者トレーニング

トレーニングの内容準備 トレーニングマニュアル作成

組織体制検討

組織別業務分掌

スタッフ計画

ウェブサイトの開発

開館前宣伝

来館者の動線・誘導計画/ 運営マニュアル

運営計画(フレームワーク）作成

広報戦略の作成

ブランディング/ シンボルマーク等準備

イベント計画

データ入力

データベース開発

資料（情報・物）の収集

収集資料（情報・物）の評価と記録

来館者の管理方法の検討

アメニティ、サービス計画

E-ラーニング

イベントプログラムの策定

▼

▼

防災博物館グッズ開発

マーケティング

観光開発との連携

財務計画 （方針）

運営シミュレーション

展示説明・教育担当者トレーニング

Simulation 

試運転

展示内容、説明シナリオ、記述準備

◉

展示項目のレビュー

展示資料・情報内容の選定

掃除

ショップ、レストランの計画

運営計画

◉

展示シナリオ

開館前宣伝イベント 開館前宣伝イベント

資料（情報・物）の購入

財務詳細計画財務基本計画

清掃・最終調整

照明調整

最終調整

設置

広報戦略の作成
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2.3.8 【17】C/P職員を対象にしたコミュニティ防災に関するセミナーやワークショップの

開催（活動 2-8） 

(1) 概要 

以下のテーマでセミナーやワークショップを開催した。 

【セミナー】 

 防災博物館の事例紹介および災害の記録、被災状況、被災者の体験、被災現場や聞き取

りなどから得られた 1 次資料の重要性 

 テヘラン市民の防災意識に関する分析 

【ワークショップ】 

 防災教育マスタープランのレビューおよび日本の防災教育計画の事例紹介 

 防災カリキュラム、防災教育事例紹介 

 防災教育の伝達方法 

 アクティブ・ラーニングツールの紹介 

 防災教育 TV 番組シナリオ検討 

 シナリオ作成、防災訓練実施、評価方法のガイドライン 

 イランの過去の震災に関するデータ検討、教訓、被災者インタビュー 

 日本の防災意識調査の紹介、データ活用方法の提案 

 メディアの役割 

 本プロジェクトで開発された教育ツールを用いた指導方法のトレーニング 

 防災博物館における市民教育計画 

 

外部関係者に対して発表しても差し支えない防災意識調査結果については、TDMMO のみ

ならず、外部関係組織、NGO、大学など幅広い関係者を招待した。 

(2) セミナー・ワークショップの開催 

本プロジェクトでは、C/P が主体となって活動を実施した。日本人専門家は、日本の経験、

参考となる関連情報を提供し、C/P が自ら考えられるような側面支援を行った。日々の活動

の中で、ワークショップとして取り組む活動に応じたテーマを設定して実施した。日本側

から設定するテーマに加えて、C/P からのリクエストに応じて行うテーマもあった。C/P は、

日本側の提供する情報を良く理解し、参加者間で議論を行い十分に消化した上で、自らの

テヘランでの経験や社会条件を加味して、関連する活動を実施し、成果品を作成させた。

日本人専門家側が当初期待していた以上の成果品ができた。 
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イラン特有の事情から、情報は組織内部に留めておくものとして扱われているものの、防

災意識調査に関するセミナーの開催については、社会調査の結果、防災行動に影響を与え

る因子や関係性について明確になったという良い結果が出ていることもあり、日本側の粘

り強い説得とタイミングにより、市の計画局、社会福祉局、消防局のフォーカルパーソン、

各区の防災担当官、大学、IIEES などの研究機関、防災や社会福祉を担う NGO などの外部

関係機関を招いて結果を共有することができた。セミナーでは、社会調査結果を踏まえた、

防災教育の方向性についても触れ、体験型教材なども紹介した。社会調査結果については、

参加者にとって興味深かったようで、自らの市民への防災教育を実施した経験と照らし合

わせた多くの質問が挙がり、防災教育を今後実施していく方針についても参加者間で議論

が行われた。研究機関や NGO からは、モチベーションをあげるための体験学習や体験学習

教材について多くの関心が寄せられた。 
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表 2.3.17 セミナー・ワークショップの開催概要 

 セミナー・ワークショップ名 開催日 
セミナー 防災博物館の事例紹介および 1 次資料の重要性 3.2.2013 

テヘラン市民の防災意識に関する分析 4.12.2013 
ワーク
ショップ 

マスタープランのレビューおよび日本の防災教育計画
の事例紹介 

20.11.2012 

既存の防災カリキュラム、防災教育事例紹介 
改定方針検討、改訂カリキュラム検討 

30.10.2012 
4.11.2012 
7.11.2012 

11.11.2012 
12.11.2012 
14.11.2012 
27.01.2013 
30.01.2013 

6.2.2013 
16.2.2013 

防災教育の伝達方法 4.2.2013 
1.9.2013 

アクティブ・ラーニングツールの紹介 1.9.2013 
23.11.2013 
21.1.2014 

防災教育 TV 番組シナリオ検討 2.12.2013 
9.12.2013 

シナリオ作成、防災訓練実施、評価方法のガイドライン 26.11.2013 
27.1.2014 

イランの過去の震災に関するデータ検討、教訓、
被災者インタビュー 

12.2.2013 
18.2.2013 

日本の防災意識調査の紹介、データ活用方法の提
案 

3.12．2013 

メディアの役割 2.9.2013 
被災事例・教訓に関するディスカッション
クロスロードゲーム検討・作成 

2.2.2015 
8.2.2015 

本プロジェクトで開発された教育ツールを用い
た指導方法のトレーニング 

22.11.2014 
25.11.2014 

研修 日本のカードゲームの使い方 15.12.2014 
博物館での防災教育コンセプトに関するトレー
ニング 

17.2.2015 

博物館運営管理計画 17.2.2015 

 

 

図 2.3.25 コミュニティ防災に関するセミナーの枠組み 

育成セミナー

プログラムの

作成 

セミナー 

実施 

セミナー 

実施 
評価 

利害関係者用

セ ミ ナ ー プ ロ

グラムの作成

セミナー 

プログラムの

改善

簡易アンケート、ヒアリングを基に評価 

講師・ファシリテーターの育
成 

利害関係者の意識啓発 
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また、2014年10月18－23日にテヘランのミラッドタワーの展示ホールにて第1回Festival 
of Prepared City Hello Resilient Tehran が開催され、テヘラン市内の学校や DAVAM な

どの他、一般市民が 1000 人規模で参加した。これに先駆け、CP は学校の生徒、防災トレー

ナー、NGO、DAVAM、区防災担当官などに対して、今回作成した防災教材を用いた防災

教育を実施した。 

 

  

図 2.3.26 第 1 回 Festival of Prepared City Hello Resilient Tehran 
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2.3.9 【18】選定されたマハレにおけるパイロットプロジェクトとしての緊急避難訓練の

実施（活動 2-9） 

(1) 概要 

 マハレ規模での緊急避難訓練の全体像を TDMMO、区、ナヒエ、マハレ、NGO などの

地域の関係機関と共有した。 

 緊急避難訓練を実施するマハレ（1 区オズゴルマハレ）を決定した。 

 避難経路、避難場所を検討した。 

 市民、DAVAM、地域組織、行政や男女の役割を検討した。 

 地域として準備すべき資機材を検討した。 

 上記活動に基づき、緊急避難訓練を実施し、その状況を記録した。 

 上記記録に基づき、市民の避難行動と行政の避難誘導を分析した。 

 上記分析結果を踏まえ、上記検討を見直し、緊急避難訓練を 9 区にて再度実施した。 

(2) 緊急避難訓練の実施 

TDMMO によれば、テヘラン市では防災関連行政官、住民、行政と一部住民を参加させる

ものなど、数種の実地訓練が実施されている。住民を対象としたものは、先の JICA プロジェ

クトでマハレを対象に実施した発災対応型の防災訓練を踏襲しており、関連機関について

も消防、赤新月社、交通警察、宗教警察、近隣の学校などと連携して実施しており、2008
年以降 5 つのマハレで行われた。しかし、数百~千人の大規模のスケールのため、交通規制

を伴い、交通警察や宗教警察などの動員も必要であり、実施には相応の準備と予算を必要

とする。 

このような大がかりな訓練も必要であるが、一方で意識調査結果からは、市民は発災時の

行動を知らない者が多く、日頃から災害発生時の行動から直後、数時間後などの時系列に

よる想定される対応行動を知り、地域の避難場所の周知、非常時の避難場所の機能や住民

の役割についても慣れ親しみ実践的な訓練を重ねておくことが重要である。このようなこ

とから、マハレ以下の地域や通りのレベルなどさらに小さなユニットでもマハレが主体と

なって、地域での訓練をもっと気軽に、頻繁に行える仕組みづくりを各地で促進させるこ

とを目指した。この仕組みでは、マハレハウスなどの活動の場を活用し、区や NGO や地域

組織がマハレを支援していく。 
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図 2.3.27 マハレ内での防災訓練実施体制 

このような体制のもと、2 か所の社会条件の異なる地域にて防災訓練をパイロット活動とし

て実施し、実施体制の検証を行うとともに、住民レベルでも活用可能な訓練実施のガイド

ラインを作成した。コンセプトとしては、実施内容に持続性を持たせるための楽しめる内

容を盛り込み、実施体制もできるだけ住民主体となって NGO や地域組織を活用して実施し

た。訓練後の評価に関しては改善の余地があることから、評価チェックリストを準備し、

この質問に沿って、改善点を挙げられるような内容とした。 

第 1 回目の訓練は、社会経済レベルの高い 1 区にて DAVAM の育成や地域の建物のデータ

ベースの整理を TDMMO および区から委託を受けて実施している防災 NGO である Iran 
Rescue House が区、ナヒエ、マハレと協働で DAVAM や住民を支援して、関係機関との

連絡調整、シナリオの作成、訓練準備、リハーサルなどを経て、当日の訓練を実施した。

また、防災訓練実施ガイドラインの作成については、課題、今後の改善の方向性、これら

を踏まえたガイドラインに盛り込むべき内容に関し、専門家の助言に基づき、素案を

TDMMO が作成し、準備段階の状況を適宜反映させて、ガイドラインの各項目をブラッシュ

アップさせた。第 1 回目の訓練結果からは、以下のような改善提案が出された。 

■改善提案 

 訓練実施の目的の正確な理解の促進（強み・弱みの発見、完璧さを求めるものではな

いこと） 
 DAVAM に対する高度な訓練の実施、更なる知識の向上 
 市、区、ナヒエ、マハレの各レベルの様々なレベルの職員に対する防災研修の実施 
 市の全ての管理レベルでの ICS の計画 
 DAVAM メンバーへの災害フェーズ別のより正確な役割、期待の定義 
 マハレ、ナヒエ、区からの訓練に際しての期待への配慮 
 市民の防災意識の向上を図るため、若年層への参加呼びかけ、DAVAM グループへの

男性の参加促進。 
 DAVAM メンバーの中からリーダーとなるべく人材を選出し、より高度な訓練や災害

マネージメント研修の実施。 
 さらに DAVAM の災害対応能力を高めるための資機材準備 
 マハレ内の急速な変化に対応するため、DAVAM グループによる避難マップの情報の

更新・改訂の必要 

TDMMO

マハレ

住民

区防災関係機関
-警察
- 消防
- 緊急サービス

区役所

NGO
地域組織

関係機関
- 赤新月社
- その他

DAVAM

必要であればサポート

サポート

責任者
必要であればサポート

監督

監督

指導、監督

実施、評価

計画
実施
評価
改善
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 参加者の防災への能力向上、調整能力の向上のため、繰り返し異なるテーマで行う訓

練の必要 
 DAVAM が訓練の主要部分を担えるようになるための経験、地域の筆頭防災ボラン

ティア組織としての自信を持たせる必要 
 他のマハレの DAVAM との連絡、連携 
 DAVAM の組織強化、能力向上 
 訓練参加者の調整能力・意思決定力の向上 
 訓練実施の周知と参加精神の向上 
 マハレでの DAVAM の認知度の向上、参加意識の醸成 
 マハレでの活動の改善の必要性の喚起 

 

第 2 回目の訓練結果からは、以下のような改善提案や評価が出された。第 1 回目、第 2 回

目の訓練に共通する課題として、DAVAM メンバーに対する適切な役割の配分が必要な状

況であることがわかる。普段の DAVAM 活動ではなかなか見えてこない、実践を経て得ら

れた教訓から、今後 DAVAM グループが地元の状況に応じた改善を検討していく必要があ

る。また、継続的な実践訓練に基づき、効率的な運営を目指していくことが期待される。 

■改善提案 

 訓練実施のための余裕を持った準備時間の確保 
 市民の役割、地域での責任、取るべき行動についての周知、市民教育 
 疑似怪我ペイントなどへの適切な時間配分の必要 
 DAVAM メンバー内での仕事配分のアンバランスさの是正 

 

■評価された点 

 マハレ住民の多数の出席 
 マハレの長（ショラヤリ）、マハレマネジャ－の出席 
 全ての企画、調整をマハレ、DAVAM ハウス、ショラヤリで実施可能であったこと 
 コミュニティにとって魅力的な教育内容および訓練を提供できたこと 

 

さらに、訓練実施ガイドラインについては、以下に示すようなプロセスにより完成させた。 

 

図 2.3.28 防災訓練の計画及び実施プロセス 

訓練計画の 
作成 

関係機関と
の共有 

ガイドライン

の作成 訓練実施 訓練実施
計画・準備マニュ

アルの改善 

訓練記録、ヒアリングを基に評価 

訓練実施能力の向上プロセス 
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なお、ガイドラインは、以下のような構成となっている。目次立ての構成について当初話

し合いを行い、その後は C/P 自らが作成し、日本側からの助言や訓練に適用する中での自

らの気づきにより、少しずつバージョンアップを図った。 

今後、イラン側で防災訓練を他地域に展開していくに当たっての留意点としては、各区の

防災担当官に実施ガイドラインについて口頭での説明会を実施し、実施しやすい訓練の詳

細について正しい知識を持ってもらい、モチベーションを高めることが第一に必要である。

区担当官や DAVAM が中心となって実施していくことになるため、DAVAM のマスタート

レーナーとしての能力強化、モチベーションの維持、結束力の強化が必要である。その過

程では、DAVAM へのリフレッシャートレーニングを行いつつ、住民の意見を取りまとめ

る住民代表としての DAVAM の自主性を高めながら、行政としても地域に配備する資機材

をより地域ニーズに即したものにしていくなどの質の向上と量の配備を併せて行っていく

ことが必要である。 

表 2.3.18 ガイドラインの構成 

章 タイトル 記載内容 

1 章 コンセプト 導入 

適応 

用語説明 

ガイドラインの目的 

2 章 計画、プログラム 訓練シナリオ 

関係者と役割分担 

DAVAM メンバーの訓練計画 

マハレレベルの情報伝達計画 

必要な活動の決定 

関係者別役割分担表の作成 

3 章 訓練実施 緊急避難の段階 

安全な緊急避難訓練のプロセス 

防災運動会の開催 

4 章 訓練評価 評価のプロセス 

別添資料  シナリオ 例 

訓練での関係者別役割 例 

避難者登録フォーム 

避難訓練参加よびかけ広報資料 

非常時の適切な行動 

非常時役割分担表 

防災運動会種目別説明 

訓練評価質問票 
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 成果 3に関する活動 2.4

2.4.1 【19】早期警報システム（QD&LEシステムを含む）の改善計画の作成（活動 3-1） 

(1) 概要 

TDMMO は JICA の前技術協力プロジェクト「地震後 72 時間緊急対応計画構築プロジェク

ト」において、テヘラン市内に 10 地点の地震観測点を配置して強震観測ネットワークを構

築、地震発生後数分以内に強震観測データに基づいてテヘラン市内の建物および人的被害

を推計する QD&LE システムを構築した。本活動は、既存 QD&LE システムおよびその入

力データとして使用される強震観測ネットワークを含め、本プロジェクトの他の活動の成

果を反映して、地震早期警報システムに関する包括的な改善計画を立案するものである。

ここで言う地震早期警報システムとは、緊急地震速報システムだけではなく、地震時緊急

対応のための警報システム全般を取扱う。 

早 期 警 報 (Early warning) と は 、 Unitied 

Nations Office for Disaster Risk Reduction 
(UNISDR)によれば, “The provision of timely 

and effective information, through identified 
institutions, that allows individuals exposed 
to hazard to take action to avoid or reduce 
their risk and prepare for effective response” 
と定義されており、これらは次の 4 項目の密

接な統合により実現するものとしている。①

Risk Knowledge 、 ② Monitoring and 
Predicting、③Disseminating Information、
④Response。本プロジェクトの活動項目と対

応すれば、3-2,3-3,3-5,3-6 は②に、3-4,3-7,3-8
は③に相当する。①および④は活動 3 では直

接的に取扱わないが、3-1,3-8 の一部が該当す

る。 

早期警報の情報が関係者に伝達される仕組みが機能するためには、①早期警報の情報が準

備され、②伝達するべき関係者と伝達のタイミングが特定され、③伝達手段が確立してい

なければならない。 

早期警報の情報の準備としては、実験的地震早期警報システムと震度速報システムを開発

し、今後のアクションプランを立案した。伝達するべき関係者と伝達のタイミングおよび

手段は災害情報マトリクスにより整理し、耐震性の高い通信システムを用いた通信ネット

ワーク改善計画を立案した。これらを反映させ、イラン国の防災基本法等も考慮して地震

早期警報システムの包括的な改善計画を立案した。 

(2) 活動の詳細 

1) 早期警報システムの全体像 

TDMMO の考えている早期警報の全体像を共有した。TDMMO では、図 2.4.1 に示す

Package-A から Package-D までのプロジェクトを考えていた。Package-A は地震の検知部

で、前プロジェクトで配置されたテヘラン市内の強震計ネットワークの増設による高密度

化とカバレージの拡大、P 波検知による早期地震警報システムの構築が含まれる。本プロ
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ジェクトでは活動項目 3-2,3-3,3-6 に該当する。Package-B は通信インフラの部分であり本

プロジェクトでは活動項目 3-4 通信システムの耐震性の向上が含まれている。Package-C
は QD&LE を含む解析部分であり、活動項目 3-5 の推計項目の追加が含まれる。 Package-D
は災害情報管理の部分であり、活動項目 3-7,3-8 の地震後情報の収集・利活用や二次災害の

予測・検知・警報システムが含まれている。 

 

 

図 2.4.1 成果 3 の活動項目とイラン側プロジェクト（Package A-D）との関係 

2) 緊急対応に係る既存の法規、指揮系統、緊急対応関係機関の役割・責務、基本作業フロー、情

報の収集・分析・共有方法、意思決定方法 

テヘラン市に災害が発生した場合の TDMMO の役割は 2004 年 8 月 11 日に施行された法

律、”THE CONTENT OF THE SANCTIONED LAW FOR ESTABLISHMENT AND 

OPERATION/USE OF DISASTER MANAGEMENT SYSTEM OF CITY OF 
TEHRAN(160-557-10163)”により明らかである。即ち TDMMO が災害対応の中心となって

活動し、他の機関の責任者が TDMMO に参集し防災対策本部を構成する。災害情報はここ

で共有され、各機関に伝達される。従って、災害対策本部が設立された後は、防災上の詳

細な情報は直接伝達／集約することができるため、早期警報システムに要求されるのは災

害対策委員会が設立される前の段階の必要かつコンパクトな情報の確実な伝達、および、

災害対策本部が設立された後の TDMMO と防災拠点との情報共有となる。 

3) 緊急時の初動計画（災害対策本部の設置、災害対策要員の確保、被害情報の収集・分析・伝達、

関連諸機関との連携を中心とした災害応急活動体制の確立） 

緊急時には、消防、警察、軍、病院、赤新月社等、広範な関係機関との調整が不可欠であ

る。以前のプロジェクト時には、TDMMO と他機関との協働関係が不安視されていたが、

総裁が警察出身者に変わったため、緊急時の実際の運用は現実的なものになってきた。テ

ヘラン市内に災害が発生した場合、既述のように TDMMO が主体となって関係機関と災害

対策本部を設立して緊急活動にあたる。早期警報システムは関係機関の意見を集約してよ

り効果的なものにしなければならないが、姿のないものに対する有効な意見は出て来ない
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ことから、不十分なものでも試験的に運用を開始し、運用を通じて継続的に関係機関との

意見交換等により、意見を集約してより効果的なものに改善していくことが望ましい。 

 

2.4.2 【20】緊急地震速報システム（EEWS）の将来の稼動を考慮した、テヘラン市内の

地震計ネットワーク改良計画の作成（活動 3-2） 

(1) 概要 

前プロジェクトで供与した 10台の地震観測システムを用いたテヘラン市強震ネットワーク

は、TDMMO により継続して運用されている。また、地震計設置に関する技術移転は既に

成功している。一方、現状の 10 台では観測点密度が絶対的に不足しているため、TDMMO
では独自予算によりこの強震ネットワークに対し 15 点増設し合計 25 点にすることを計画

していた。また、イラン側は日本の気象庁で運用されている緊急地震速報の導入を強く要

望しており、テヘラン市に影響を与える可能性のある震源断層(下図）の近傍に緊急地震速

報機能を持った地震計を設置することを希望していた。 

 

図 2.4.2 テヘラン周辺の断層 (http://atlas.tehran.ir/Default.aspx?tabid=240a) 

本プロジェクトでは、将来の EEWS の運用も視野に入れ、テヘラン市内全域の地震観測網

を拡充するため、既存の 10 地点に追加する地震観測点設置場所を選定した。また、その計

画に基づき、TDMMO の予算により 4 点の観測点を新たに設営し、既存の観測網に追加し

た。 

加えて、2014 年（イラン暦 1393 年）にスタートしたテヘラン市５カ年計画に基づき、上

記の既存 10 地点＋新設 15 地点を含むテヘラン市内合計 30 地点の地震観測網を計画した。

ここでは、他機関例えば BHRC(Building and Housing Research Center) の観測点の位置

も考慮に入れた。あわせて将来の EEWS 観測地点計 20 地点の試案を作成した。 
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計画立案作業は C/P と共同で実施することにより現実に即した有効な地震計ネットワーク

改良計画を立案すると同時に、地震計ネットワークの配置・設計に関する技術を移転した。 

表 2.4.1 に TDMMO からの技術的な協力要請事項と、専門家の提案事項およびプロジェク

トの成果を時系列にまとめた。 

活動内容は、下記のとおりである。 

１）地震観測網の計画作成（初版 15 地点） 

２）新設地震観測点 4 箇所の設置 

３）テヘラン市 5 カ年計画に伴う地震観測網整備計画の追加検討 

４）地震計ネットワークの観測点設置の優先順位設定 

５）EEWS 用の市外域観測網試案作成 

以下に活動内容を記述する。 

 

表 2.4.1 地震計ネットワークに関する活動概要一覧 

項目 

実施時期 
上段：西暦、下段：イラン暦 

2012 年 4 月~ 
2013 年 3 月 

2013 年 4 月~ 
2014 年 3 月 

2014 年 4 月~ 
2015 年 2 月 

1391 年 1392 年 1393 年 
TDMMO から

の要請事項 
市域で合計15観測点の

計画作成 
4 点の整備地点選定 地震観測網整備 5 ヵ年計

画のための、観測点網計

画作成(合計 50 点) 
専門家による

提案、支援等 
観測点候補を選定し、

ノイズテストなどの評

価を支援し、地震計設

置に適した15地点を提

案 

TDMMO で整備する４

点の観測点を選定と、

詳細設計支援 

テヘラン市域で 30 点、

市外で 20 点の観測網計

画を提案 

成果 
（TDMMO の

活動含む） 

・観測点設置候補地で

ノイズテスト実施 
・15 点の観測網計画 

・新規 4 観測点の地点

決定、詳細設計完了、

工事着手 

・4 点の新規観測点を設置

し試運用開始 
・5 ヵ年計画として、市

域および市外の地震計観

測網計画作成 
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(2) 活動の詳細 

1) 地震観測網の計画作成 

プロジェクト開始当初、TDMMO は独自予算で 15 点の追加観測点の整備を計画していた。

その観測点位置選定について、技術的な支援を行なった。本地震観測網は主として地震直

後にテヘラン市内のどの場所が大きな被害が生じているか、どの地点に緊急対応に要する

資源を集中させる必要があるかを判断する基本情報として、地表における 大加速度分布

（あるいは震度分布）を把握するための観測網である。従ってテヘラン市内に均等に配置す

る必要がある一方、予め大きな被害が想定されている場所においては観測点が欠落するこ

とのないようになるべく密に配置する必要がある。また、地震観測の基本として可能な限

り振動ノイズや電気的ノイズの大きな場所や地表の振動に影響を与えるような大規模な建

造物近傍を避けて設置しなければならない。さらに、観測された実地震データの蓄積は被

害推計システムや地震早期警報システムの細部の調整や改良に有用な情報を提供すること

を考慮するべきである。例えば、QD&LE システムで用いている地盤の増幅特性の妥当性

を評価し改良に繋げていくためには基盤岩上にいくつかの観測点があるとよい。費用対効

果を考えれば既存の観測網との将来的な相互利用を考えることは当然のことであり、盗難

等のセキュリティ上の問題がないことも設置場所選択の条件となる。 

以上から観測点選定の方針は、以下の通りとした。 

① テヘラン市内全域に観測点配置が概ね均等となるように配置する。 

② 人口密集地や古い建物が多く存在する地域など、地震被害が大きくなりやすい地域には、

優先的に配置する。 

③ 将来の EEWS の整備を念頭において、市の外縁部の活断層に近い地点にも４－５点の観

測点を配置する。 

④ 増幅特性の検討が可能となるよう基盤岩上に１－２点の観測点を配置する。 

⑤ 増幅度が特に大きいと指摘されている地域には、なるべく観測点を設置する。 

⑥ BHRC(Building and Housing Research Center)など他機関の地震計ネットワークの配

置を考慮し、将来的に相互補完が可能なように設置する。 

また、具体的な地点選定に際しては、運用上次の条件を考慮した。 

① 防災拠点（DMB：Disaster Management Base）やテヘラン市管轄の敷地など、長期

間にわたって使用可能であること。 

② 周辺の振動ノイズが大きくないこと。 

③ 電源およびデータ通信手段が備えられているか、近くに存在すること。 

④ 地震時に被災する可能性が小さいこと。（不安定な壁や建物、斜面の付近は避ける） 

⑤ 盗難や損壊に対するセキュリティが高いこと。 

⑥ 地下構造物や高層ビルなど、特異な振動特性を示す可能性のないこと。 

⑦ 高圧電線や変電所など、電気的なノイズのないこと。 
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以上の点を考慮して、C/P と協議を重ね表 2.4.2 に示す 23 点の候補地を抽出し、その後、

各候補地について、ノイズ測定や周辺環境に関する現地調査と既往資料による机上調査を

行った。そして、各地点の地震観測点としての適性を評価し、 終的に図 2.4.3 の黄緑色と

黄色の丸印で示す 15 点（表 2.4.2 中の緑色系と黄色系のハッチング部）を選定した。 

ノイズ測定による適正評価は前プロジェクトでの評価方法を踏襲した。 

地盤増幅度は、既往のマイクロゾーニング報告書（2000 年 JICA）と 2011 年の IIEES の

地盤増幅度に関する報告書から確認した。 

さらに、都市計画図や現地踏査により、電気・通信施設、周辺構造物や地形、施設のセキュ

リティ、土地所有者や管理者などを確認した。 
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Fig. 1      List of Stations Relateed to Improvement of thTable 1    Check Sheet of Stations for Additinal Seismograph Network 06 Mar 2013 (18. 12. 1391)

name latitiude longitude district basecode basetype Category alter_for owner
ambient
noise

(Z comp)
open_space electricit telephone security

underground_facilities

near by

ground
anormally

Fill/Cut
based on DEM

bitween
IY1343 &
IY1374

SoilAmplif_
JICA

SoilAmFa
ct_IIEES

evaluation
issues to be

attention

Ozgol 35.790192 51.496457 1 01-09-02-1 dedicated proposed ---- TDMMO 0.011 available ready ready ready ok naural/fill 0 1.0 1.6 ok

Shahrdari 2 35.776797 51.366117 2 02-01-01-0 multi purpose proposed ---- TDMMO 0.023 l im ited ready ready ready ok natural/cut 0.17004- 1.0 1.5 small space

Mellat Park 35.777944 51.406794 3 ----

out of

service/return to

DMS in several nominated ---- Tehran M ??? available ready Tunne l??? natural Tunne l route
Shariati Water

Museum
35.772900 51.441700 3 ---- ---- alternative Mellat Park Tehran M ???? available ready ???? ???? ok natural 0.1676- 1.5 1.6 re-open or shatdown

Saghdoosh Street 35.759753 51.467609 4 04-03-01-0 multi purpose proposed ---- TDMMO 0.055 available ready ready ready
Metro Line ≒

150m(UnderConst.)
Fill but

excavated
2 1.0 1.5

construction yards
relaated to Metro 3

Babai Highway 35.737855 51.628287 4 04-00-01-2 state proposed ---- TDMMO 0.07 available ready ready ready ok natural No Data No Data No Data high voltage elec

Sazman Barnameh 35.723979 51.300522 5 05-04-01-0 multi purpose omitted ---- TDMMO 0.11 available ready ready ready natural 0 1.0 1.5 ????

Bulvar Laleh 35.747506 51.297754 5 05-07-02-0 multi purpose proposed ---- TDMMO 0.055 available ready ready ready ok natural/fill 1 1.0 1.5 ok

Shahin 35.763917 51.316718 5 05-07-01-0 multi purpose omitted ---- TDMMO 0.023 available ready ready ready Metro Line>150m cut?? 2- 1.0 1.5 ---

Parvaz Park 35.788886 51.357587 5 ---- ---- omitted ---- TDMMO ???? available --- --- ???? ok Fill 1m 1 1.0 1.5 Fill

Azad Islamic
University

35.795840 51.315425 5 ---- ---- nominated ---- private ???? ???? --- --- ???? ????
depend on

exact location
61 No Data No Data Permission

Kuhsar Park 35.782987 51.283245 5 ---- ---- alternative
Azad Islamic
University

???? 0.03 available no no ???? ok
depend on

exact location
55 1.0 1.0 no facilities

Laleh Park 35.709626 51.391284 6 06-02-01-1 dedicated proposed ---- TDMMO 0.023 available ready ready ready Metro Line>150m natural 0.4281- 1.0 1.6 ok

Bagheri Highway 35.727712 51.509454 8 08-01-01-0 multi purpose omitted ---- TDMMO 0.03 l im ited ready ready ready cut?? 1.20508- 1.0 1.5 not suitable

Fath Square 35.678715 51.337144 9 09-02-01-0 multi purpose omitted ---- TDMMO 0.09 available ready ready ready cut?? 1.4342- 1.0 1.6 ---

Beryanak 35.670588 51.375718 10 10-01-01-0 multi purpose proposed ---- TDMMO 0.055 available ready ready ready ok natural/cut 0 1.2 1.5 ok

Vahdat Park 35.704804 51.483294 13 13-02-02-1 dedicated proposed ---- TDMMO ???? l im ited ready ready ready
basement floor ≒

20m
natural 0.74585- 1.0 1.6

acceptable ,  no
al tanat ive

Zeytoon Park 35.662221 51.463414 14 14-05-01-0 multi purpose proposed ---- TDMMO ???? available ready ready ready Metro Line>150m natural 0.28455- 1.2 1.8 ok

Khavar Shahr 35.556071 51.560691 15 15-00-02-0 multi purpose omitted ---- TDMMO 0.03 available ready ready ready natural No Data No Data No Data ok

Qiam Dasht 35.522192 51.643260 15 15-00-01-0 multi purpose proposed ---- TDMMO 0.023 available ready ready ready ok natural/fill No Data No Data No Data ok

Shahrak Sharifi 35.616068 51.343545 19 19-00-01-0 multi purpose proposed ---- TDMMO 0.055 available ready ready ready ok natural/fill 2 1.0 0.0 ok

Tehransar 35.702781 51.265141 21 21-01-01-1 dedicated proposed ---- TDMMO 0.03 available ready ready ready ok natural/fill 0.34375- 1.0 1.8 ok

Vardavard 35.733395 51.131115 21 21-03-01-2 state proposed ---- TDMMO 0.055 available ready ready ready ok natural No Data 1.0 1.8 ok

表 2.4.2 地震計ネットワーク拡充のための観測点設置候補地評価一覧 
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図 2.4.3 地震計ネットワーク拡充計画 既設観測点と提案点配置図 
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2) 新設地震観測点 4箇所の設置 

a.地点選定 

TDMMO では本プロジェクトの開始時には 15 地点の機材の予算を確保していたが、イラン

リアルの暴落等により、新たに購入できる地震計機材は 4 機に減少した。 

上述した 15 点の観測点候補地から、第１優先地点の 4 地点を新設地震観測点として選定し

た。これら４点の観測点を増設することによる効果は、以下のとおりである。 

① 観測網を市域全域に広めることができ、QD&LE の対象をテヘラン市全域に広げるこ

とができる。 

② Qiam Dasht 観測点の近傍には、南東－北西に延びる Parchin 活断層が、Azad 
University 観測点の近傍には North Tehran 断層が東西方向に延びており、EEWS の観

点からも補助的な地震データを取得できる。 

③ Azad University 観測点は基盤岩上に位置するため、QD&LE で用いているテヘラン市

内の地震増幅度の妥当性を検討することができ、限られた観測点の地表 大加速度デー

タからテヘラン全域の 250m グリッドの地表 大加速度の分布を計算する上で精度改良

に寄与するデータを取得できる。 

2013 年 10 月に、TDMMO により、上記４地点の増設計画は承認され、観測点設営が決定

した。 

b.観測施設の設計・建設 

観測施設の詳細設計および建設は、前プロジェクトでの地震観測点詳細設計を踏襲し、専

門家の助言を得ながら、TDMMO 側が主体的に進めた。 

既設観測点の一部で、降雨や地下水の浸入によるトラブルが認められたため、以下の改良

を施すように指導した。 

 地震計台座に水が溜まらない様に、傾斜を設けるか排水溝を切る。（図 2.4.4 参照） 

 地震計設置用ハンドホールに配水管を設け（図 2.4.4 参照）、近傍に排水施設を併設す

る。 

 地震計設置箇所にはできる

だけ屋根を設ける。 

 シグナルケーブル用の配管

はシンプルな構造とし、屈曲

部のハンドホールは設けな

い。 

 

 

また、ソーラーパネル電源を併設して、長時間の停電時にも動作するようにした。 

図 2.4.4 地震計台座の設計図 
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新設観測点の Azad University については、他の３地点とは異なり、近傍に地震計付属の

電気機器を収納できる建造物が無い。このため、以下の特徴を持つ設計とした。 

 限られた敷地（5.5m×5.5m）内に、地震計台座、観測機器収納局舎、無線通信用アンテ

ナタワー、太陽電池パネルを設置する。 

 フェンスで敷地を囲み、外部からの進入を防ぎ、安全を確保する。 

 電源は約１km 離れた大学内の配電盤から電線を敷設する。 

 停電時に備えて、太陽電池を配備する。 

 観測機器を収納する局舎は、サンドイッチパネルで覆われた断熱構造とするが、空調用

電気機器は備えない。 

 センサー用ハンドホールは防水、排水機能を備える。 

なお、この基本設計は、本プロジェクトの EEWS 用観測点と同様である。 

図 2.4.5 に Azad University 観測点の建設状況を示す。 

2014 年 7 月に、4 地点の観測施設の建設がほぼ完成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.5 Azad University 地震観測点の建設状況  

Azad University New Station
18m height antenna tower

Concrete base and its concrete case
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c.地震計の設置 

2014 年 11 月末に地震計機器が TDMMO に入荷され、現在、運用準備中である。 

TDMMO が購入・配備した４地点用の地震観測機器は、既存 QD&LE システムに追加でき

るように、既設観測点の機器と同じメーカーで、同等の仕様の地震計が選択されている。 

TDMMO が配備した地震計の主な仕様を表 2.4.3 に示す。 

表 2.4.3 新規地震観測点に設置された地震計の仕様 

項目 機器名および型番 仕様 
センサー CMG-5TC 

5TC-MAA1010000
25L 

Strong motion feedback accelerometer 
Three components  
Full-scale sensitivity from 0.1 to 4.0g 
Peak output±10V differential 
Weight 1.3kg 

デジタイザー CMG-DM24S3
DM-24035P0U005
11 

3 channel broadband digitizer 
24bit ADC 
Input voltage range: ±10V differential 
Absolute accuracy: 0.5% 
DSP sampling rate: 32kHz 

収録処理機 CMG-EAM 
EAMU-03SP0UE0
124 

Embedded Acquisition Module 
OS: Linux 
HDD: 40GB 
Communication: Ethernet Serial, Wi-Fi  
Seismic protocol: SEED, MiniSEED, CD1.1, 
GCF, GDI, SCREAM 

 

地震計は、以下の段階を経て、各観測点に設置され運用される予定である。2015 年 10 月

現在（活動終了時）、下記⑥の段階にある。これらの作業は TDMMO 側が実施し、JICA
専門家がこれを支援した。 

① 納入物品の検収 

② CMG-EAM の初期設定 

③ TDMMO 観測点でのテスト観測と性能確認 

④ QD&LE システムへの登録 

⑤ 機器の観測点への設置 

⑥ データ通信、作動試験 

⑦ 試験測定 
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3) テヘラン市地震観測点整備 5カ年計画とそれに伴う観測網計画の追加検討 

テヘラン市が策定した 2014 年（イラン暦 1393 年）からの５カ年計画の中に、地震観測点

の整備に関する内容が含まれている。その概要は以下の通りである。 

5 ヵ年の期間：イラン暦 1393 年～1397 年 

配備計画：合計 50 点の観測点からなる地震観測網を整備する。 

この内容を受けて TDMMO では下記のような地震観測網整備を予定している。 

 テヘラン市内に合計 30 箇所の観測点を設け、市内の QD&LE システムの充実を図る。

なお、この 30 箇所には、既存の 10 箇所および当初 TDMMO が計画していた 15 箇所（う

ち４箇所は本プロジェクト中に整備済み）を含む。 

 EEWS の配備を主な目的として、テヘラン市外部に合計 20 点の観測点を設ける。なお、

この 20 点には、本プロジェクトで設置する 4 箇所の EEWS 用観測点は含まれない。 

上記の 5 カ年計画のうち、テヘラン市内の 30 箇所の地震観測網の配置ついて、10 点の既設

および 4 点の新設を含む 30 箇所の地震計ネットワーク計画を作成した。 

追加候補５地点のうち未調査であった 4 地点を踏査した。その結果、22 区の 1 箇所（Azad 
Shahr）は背後に不安定な急傾斜地があるうえ、敷地が狭いなどの不適な条件が認められた。

このため、同じく 22 区の緊急避難施設（Emergency Residence Complex of District 22）
内の医療センター（24hour Medical Center）近傍に観測点を設ける計画に変更した。 

現地踏査の結果を表 2.4.4 にまとめる。 

提案したテヘラン市内 30 点の地震計ネットワークの観測点分布図を図 2.4.6 に示し、その

うち 10 点の既設観測点を除いた 20 点の一覧を表 2.4.5 に示す。表中の色は図中のサークル

の色に対応している。 

表 2.4.4 新規観測点設置候補地の踏査結果 

地点名 施設番号 経緯度 
現地踏査による地点評価 

総合評価
広さ 

構造物、

地盤 
ノイズ

環境 
セキュ

リティ 
Sardaran 
Park 

05-02-01-0 35.758035°N 
51.285214°E 

ok ok ok ok 適切 

Khalij 18-00-01-0 35.657960°N 
51.270429°E 

ok ok ok ok 適切 

Abdol Abad 19-02-01-1 35.634563°N 
51.362783°E 

ok ok ok ok 適切 

Azad Shahr 22-05-01-0 35.733649°N 
51.191062°E 

狭い 背 後 に

急斜面 
ok 不十分 不適 

Chitgar Park 22-04-08-1 35.74220°N 
51.19068°E 

ok ok ok Ok 適切 
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表 2.4.5 既設 10 点以外の観測点候補地一覧 

 

（色は図 2.4.6 の色に対応） 

Planning 20 Observatories for the Storong Seismometer Network in Tehran

name latitude longitude district basecode basetype Category Remark

1 Ozgol 35.790192 51.496457 1 01-09-02-1 dedicated
proposed in

2013 ok

2 Shahrdari 2 35.776797 51.366117 2 02-01-01-0 multi purpose
proposed in

2013 ok

3

Shariati Water
Museum

35.772900 51.441700 3 ----
not DMB but

park under TM
t l

nominated
again

re-open or
shutdown

4
Saghdoosh

Street
35.759753 51.467609 4 04-03-01-0 multi purpose

proposed in
2013

construction yards
related to Metro 3

5
Babai Highway 35.738124 51.628293 4 04-00-01-2 state

Under
construction

complete 1393

6
Sazman

Barnameh
35.723979 51.300522 5 05-04-01-0 multi purpose

nominated
again

Slightly high
ambient noise

7
Azad Islamic
University

35.793390 51.318482 5 ---- ----
Under

construction
complete 1393

8 Sardaran Park 35.758035 51.285214 5 05-02-01-0 multi purpose
newly

nominated
ok

9 Laleh Park 35.709626 51.391284 6 06-02-01-1 dedicated
proposed in

2013
ok

10 Fath Square 35.678715 51.337144 9 09-02-01-0 multi purpose
nominated

again
ok

11 Beryanak 35.670588 51.375718 10 10-01-01-0 multi purpose
proposed in

2013
ok

12 Vahdat Park 35.704804 51.483294 13 13-02-02-1 dedicated
proposed in

2013
ok

13 Zeytoon Park 35.662221 51.463414 14 14-05-01-0 multi purpose
proposed in

2013
ok

14 Qiam Dasht 35.522412 51.643065 15 15-00-01-0 multi purpose
Under

construction
complete 1393

15 Khalij 35.657960 51.270429 18 18-00-01-0 multi purpose
newly

nominated
ok

16 Shahrak Sharifi 35.616068 51.343545 19 19-00-01-0 multi purpose
proposed in

2013
ok

17 Abdol-Abad 35.634563 51.362783 19 19-02-01-1 dedicated
newly

nominated
ok

18 Tehransar 35.702781 51.265141 21 21-01-01-1 dedicated
proposed in

2013
ok

19 Vardavard 35.728994 51.146474 21 21-03-01-2
aiding

provinces

Under
construction

complete 1393

20 Chitgar Park 35.742200 51.190680 22 22-04-08-1
Medical
Center

newly
nominated

ok
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図 2.4.6 テヘラン市地震計ネットワーク拡充 5 ヵ年計画の提案するためのテヘラン市内 30 点の地震観

測点分布図 
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4) EEWS用の市外域観測網試案作成 

前述のように、テヘラン市の 5 カ年計画に基づいた TDMMO の地震観測網整備計画では、

EEWS の充実を目的として、市域外に 20 箇所の観測点を設置することになっている。この

20 地点の配備計画については、テヘラン市が別機関に周辺断層の調査とともに観測点配置

計画の立案を依頼している。EEWS に関する詳細は 2.4.3 に既述する。 

JICA 専門家と C/P は、将来の EEWS の将来の稼動を考慮して、市周辺部に EEWS 用観測

点配置試案を作成した。 

観測点の配置では、以下の方針に基づいた。 

① 地震観測点総数を 20 箇所とする。 

② テヘラン市内外の主な断層位置を配慮し、断層を挟むように観測点を配置する。 

③ 観測点で初動を観測してから市中心部に主要動が到達するまで、 短でも 10 秒の時間が

掛かるように、市中心から観測点までの距離を 30km 以上とする。 

④ 本プロジェクトで整備した 4 点の EEWS 用地震観測点と、2015 年に新設された Qiam 
Dasht 観測点を含めて観測網配置を検討する。 

⑤ IGUT などの他機関の観測点位置についても考慮する。 

 

提案した 20 点の観測点配置図を図 2.4.7 に示す。各地点の座標は同図中に示すとおりであ

る。 

なお、本計画は試案であり、実験的 EEWS の 終評価に基づいて修正・変更すべきもので

ある。 
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 図 2.4.7 EEWS 用地震観測点配置計画図 



業務完了報告書 

187 

(3) 技術移転について 

地震計ネットワークに関しては、前プロジェクトでは主として地震計設置の実務に関して、

地震計設置箇所の選定、地震計の設置方法、観測点の保守、データ品質管理などについて、

技術移転を行なってきたのに対し、本プロジェクトでは、地震観測網の設計や計画に主体

を置いて技術移転を行うとともに、前プロジェクトのフォローアップ的な活動を実施した。 

主な技術移転はほぼ完了しているので、今後、テヘラン市で実行に移される地震計ネット

ワーク拡充 5 ヵ年計画では、TDMMO の職員が中心になって実行できるものと考えている。 

しかし、TDMMO は行政組織であり研究組織ではないため、運用面での技術的な問題は少

ないが、新たなシステムの開発や既存システムの改良といった面では内部での技術継承の

仕組みは未熟であり、マニュアル整備等により支援を行なったが、特定の個人のスキルは

向上しているものの、組織的に技術を発展させていける環境が整っているとは言い難い点

が課題として残っている。TDMMO が技術に対してより高い価値を認め、技術者を厚遇し、

スタッフを多く配置して、より技術的な組織に発展する必要がある。 

(4) 今後の課題 

今後の地震観測網拡充における課題を列挙する。 

① 十分な密度の観測点配置を実現するため 5 カ年計画で着実に観測網を整備すること。 

② 全ての観測点が機能的に運用されシステムが停止しないように機器の保守・維持管理、

システムの改修などを常に行うこと。特に定期的なメンテナンスにより早期にシステム

障害等の問題点を把握し、重大な問題が生じる前に迅速に対応すること。 

③ QD&LE システムでは人口や建物の定期的なデータベースの更新が必要で、被害推計の

方法も改良の余地があり、EEWS や震度速報はプロトタイプの域を出ていないため、

QD&LE、EEWS、震度速報のソフト（データ更新を含む）面についても、管理・改修

を続けること。 

④ BHRC など、他の地震計ネットワークとの相互接続により、地震計が設置されていない

区域を無くし、地震データの共有と充実を図ること。 

⑤ 地震観測網で得た情報について、IGUT を代表とする研究・観測期間やガス・電力・鉄

道・道路・病院・警察などの機関や企業と共有を計り、地震災害の軽減に直接的に繋が

る活用方法を具体的に作成すること。 

⑥ 一般市民への情報提供について、IGUT との協議を進め、市民防災に活用されること。 
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2.4.3 【21】実験的地震早期警報システムの導入、及び将来の開発に向けたアクションプ

ランの作成（給水、電気、ガス、石油パイプライン、消防・安全対策、地下鉄等の

関係機関による必要な措置を含む）（活動 3-3） 

(1) 概要 

TDMMO では、テヘラン市で地震が発生した場合の被害を如何にして軽減するかが大きな

課題である。本プロジェクトに含まれる活動以外にも、建物の耐震化や住宅密集地からの

転居／避難路確保のためのセットバック等、地震に強い街づくりも進めている。しかし、

これが完了するのには 40 年を要するため、TDMMO は、それまでの間に少しでも被害を軽

減することができるものとして地震早期警報システムを考えた。想定される地震早期警報

システムのユーザーは日本と同様であり、大きく分けて、①防災組織、②その他の公共機

関、③市民に分けられる。防災組織では緊急対応に利用し、公共機関では例えば鉄道の自

動停止等に用いる。市民には災害時の自助の支援システムという位置付けとなる。地震早

期警報システムで国家的に実際に運用されているものは日本の気象庁が運用する緊急地震

速報システムの他はなかったため、TDMMO にはこれを導入したいとの強い意向があった。

しかしながら、気象庁緊急地震速報は極めて高度かつ複雑なシステムであって、その開発

には国鉄の時代から数えて 40 年ほどの年月を要している。気象庁で運用しているシステム

を持って来てもすぐに運用ができるものではない。また気象庁のシステムは主として海洋

のプレート境界での大地震を想定したもので、テヘランで想定される直下型の活断層に起

因する地震に適用するにはテヘランの状況に応じたアルゴリズムの 適化改良を要する。

加えて、システムが正常に稼働するには、十分な通信インフラと多数の稠密な観測点が必

要である。さらに、ソフトウェアで使用するパラメーターには極めて多くの日本国内での

地震記録によって得られた値を用いているためテヘラン周辺の地質環境に適用できるかど

うかの判断の材料がない。 

そこで、本活動では、限られた観測点による実験的地震早期警報システムを開発し、その

開発過程を通して、システム開発の技術移転を行うとともに、気象庁緊急地震速報システ

ムの詳細な理解を促した。同時に、テヘランの状況に適したアルゴリズムの開発を進め、

将来のテヘラン市に適用可能な実用システムを開発するための課題を抽出しアクションプ

ランをまとめた。 

具体的には以下の 14 項目の活動を実施した。 

① 地震早期警報システムの原理の理解を促進するための講演およびワークショップ 

② 観測点処理及びセンター処理の詳細アルゴリズムの理解を促進するためのウィー

クリーセミナーの開催 

③ 観測点配置の検討、計画 

④ 地震計、周辺機材、通信システムの仕様の策定 

⑤ 観測点処理ソフトウェア及びセンター処理ソフトウェアの仕様の策定 

⑥ 地震計および処理機の調達（供与） 

⑦ 周辺機材、通信システムの調達支援 
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⑧ 観測点処理ソフトウェア及びセンター処理ソフトウェアの開発に係る技術監理 

⑨ 地震計設置準備工事及び通信用タワー等の工事の支援 

⑩ 地震計、周辺機器、通信システムの検査とインストールの支援 

⑪ ソフトウェアの検査支援 

⑫ 観測点とセンター間の通信試験 

⑬ 試験運用期間のシステム評価 

⑭ アクションプランの作成 

活動の時期を表 2.4.6 にまとめた。 

表 2.4.6 実験的地震早期警報システムに関する活動記録 

年次

活動項目 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

①   地早期警報システムの原理の理解を促進するため

の講演およびワークショップ

②   観点処理及びセンター処理のアルゴリズムの理解

を促進するためのウィークリーセミナーの開催

③   観点配置の検討、計画

④   地計、周辺機材、通信システムの仕様の策定

⑤   観点処理ソフトウェア及びセンター処理ソフト

ウェアの仕様の策定

⑥   地計および処理機の調達（供与）

⑦   周機材、通信システムの調達支援

⑧   観点処理ソフトウェア及びセンター処理ソフト

ウェアの開発に係る技術監理

⑨   地計設置準備工事及び通信用タワー等の工事の支

援

⑩   地計、周辺機器、通信システムの検査とインス

トールの支援

⑪   ソトウェアの検査支援

⑫   観点とセンター間の通信試験

⑬   試運用期間のシステム評価

⑭   アションプランの作成

1年次 ２年次 ３年次
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図 2.4.8 に観測点と TDMMO の位置関係を示す。 

  

図 2.4.8 実験的地震早期警報システム観測点と TDMMO の位置関係 

図 2.4.9 に地震早期警報システムの構成を、図 2.4.10 にソフトウェアの構造を、図 2.4.11
に観測点側ソフトウェアのフローチャートを、図 2.4.12 にサーバー側ソフトウェアのフ

ローチャートを示す。図 2.4.13〜図 2.4.17 に観測施設を示す。図 2.4.18 に供与した地震観

測システムを、図 2.4.19 に納品検査の状況を示す。図 2.4.20 に通信ネットワークの構成を、

図 2.4.21 に通信機材を示す。 

 
図 2.4.9 地震早期警報システムの構成（４地点の観測点、中継地、TDMMO） 

  

60km 

TDMMO 

EEWS-2 

EEWS-1 

EEWS-3 
EEWS-4 
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図 2.4.10 ソフトウェアの構造 

  





イラン国テヘラン地震災害軽減プロジェクト 

192 

 

図 2.4.11 観測点側ソフトウェアのフローチャート 

 

 

図 2.4.12 サーバー側ソフトウェアのフローチャート 

 



業務完了報告書 

193 

 

図 2.4.13 観測点施設 EEW-1(Lar Dam Gate) 

 

 

図 2.4.14 中継点施設 Rep-1(Polour Residential Area) 

 



イラン国テヘラン地震災害軽減プロジェクト 

194 

 

図 2.4.15 観測点施設 EEW-2(Imam Zadeh Mountain) 

 

 

図 2.4.16 観測点施設 EEW-3(Damavand TV tower) 
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図 2.4.17 観測点施設 EEW-4(Rudehen Mammadagi Park) 

 

   

図 2.4.18 供与した地震観測機材 

（左上：センサー、右上：GPS アンテナ、下：処理器） 
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図 2.4.19 地震観測機材の納品検査の状況 

 

 
図 2.4.20 通信ネットワークの構成 
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図 2.4.21 使用する通信機材 

（左上：チャンネルセパレータ、中：無線通信機 ER45e、右：ヤギアンテナ） 

 

以下に活動の詳細をまとめる。 

(2) 活動の詳細 

1) 気象庁緊急地震速報システムの理解とアルゴリズムの提供 

気象庁の公開している「緊急地震速報の概要や処理手法に関する技術的参考資料」（2008
年）を中心に、その他の文献等による情報も合わせて、開発の歴史から理論的背景、実装

の方法、運用実績、詳細なアルゴリズムまで、C/P に講義した。加えて、2012 年 9 月 24
日には TDMMO が主催してワークショップを開催、政府機関等の関係者を一同に招待して

地震早期警報システムに関する講演を行った。 

詳細なソフトウェアのアルゴリズムの提供は、ウィークリーセミナーを 4 回実施して、気

象庁地震早期警報システムの理論から実装までを説明し、具体的な処理はエクセルシート

上でシミュレートして提供した。 

2) ハードウェア：4機の地震計と処理機の供与 

EEWS では、加速度地震波形のうち振幅の小さな P 波初動付近を用いて地震の大きさと震

源の位置を推定するため、使用する地震計は、ダイナミックレンジが十分に大きく微小な

信号も精度よく安定に捉えられるものでなければならない。特に本プロジェクトでは日本

以外で気象庁のアルゴリズムを適用する世界 初のケースであるため、ハードウェアに依

存する不確定要素は極力排除することが望ましい。従って使用する地震計の機種選定は慎

重に行う必要があった。当初は既に実績もありその性能も明らかな前プロジェクトで供与

した地震計と同じ機種を採用する計画だったが、国際的な経済制裁が強化され、当初計画

されていた機種を調達することができなくなった。そのため、新たに業者の選定、性能試

験（振動台および地震・微動観測）を経て、地震早期警報システムに適用可能な機種とし

て、スイス国 GeoSIG 社製 GMSPlus+AC73 を選定した。機材は JICA イラン事務所が主

体となって調達し専門家が技術面から支援した。供与は結局当初予定より 4 ヶ月ほど遅延

することとなり 2014 年 5 月に納品された。 

3) ソフトウェア：観測点側およびサーバー側ソフトウェア仕様の提供 

気象庁地震早期警報システムでは観測点側ソフトウェアとサーバー側ソフトウェアの開発

が必要である。要求仕様書 SRS(Software Requirement Specification)を作成し、提供し
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た。これに基づいて TDMMO はソフトウェア開発業者に開発を外注した。観測点側ソフト

ウェアは 2014 年 10 月に完成し、サーバー側ソフトウェアは 2015 年 1 月に完成した。 

4) 通信システム構築支援 

観測点は TDMMO から 60km 程度の距離にあり、山間部で通信回線が不十分なため、テヘ

ラン大学地球物理学研究所が運用している全国版地震観測網で多数使用実績のある、

400MHz 帯の長距離無線通信システムを利用することとした。無線通信システムでは基本

的には見通せる２地点間でしか通信が成立しないため、観測点配置ではなるべくそれぞれ

が見通せる位置を選択する必要がある。どうしても見通せない場合は中継地点を介して通

信する。通信周波数の許可申請、通信機材の調達、無線通信シミュレーションを用いた観

測点および中継基地の配置計画の立案を支援した。 

2014 年 12 月 16 日に、観測点（EEWS-2）から TDMMO へ簡易的な通信試験を行い、通

信できることを確認した。2015 年 8 月 2 日〜4 日に全地点から TDMMO への連続通信試験

を実施し、設計通りの性能が出ていることを確認した。 

5) 観測点配置、設置工事計画支援 

観測点配置は以下の基準で設計した。 

・テヘラン市内からある程度の距離があり（地震早期警報システムは P 波と S 波の時間差

を利用するため震源があまりに近いと適用できない）、マイクロゾーニング調査（1998～
2000）で採用されたシナリオ地震のうち も大きな地震が想定されているモシャ断層の周

辺をターゲットとする。 
・地震波の到来方向が正しく計算されているかを評価できるように、断層を挟む形に配置

する 
・地震波の到来時刻の差が効果的に利用できるようにそれぞれ 10km 程度の距離を離す 
・TDMMO のタワーが見通せる地点を少なくとも 1 カ所選定し主中継点とする 
・主中継点から見通せる地点に観測点を配置する 
・見通せない場合はさらに中継点を増設する 
・セキュリティが確保できる地点とする。 

以上から、EEWS-1からEEWS-4までの４地点と 1地点の中継点を選定した。なおEEWS-2
は主中継点（TDMMO との直接通信）を兼ねている。 

表 2.4.7 に観測点および中継点の一覧を示す。図 2.4.8 に観測点と TDMMO の位置関係を

示す。 

表 2.4.7 観測点および中継点一覧 

 

観測点および中継点施設の設計は、専門家が概念を説明し TDMMO が設計原案を作成、双

方で協議して具体化した。 
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6) 試験運用期間のシステム評価 

2015 年 5 月より試験運用を継続している。幸いにも現在までに観測点から 100km 以内を

震源とする地震が 5 回以上発生し、実際の波形を観測することができた。これによりシス

テムの動作が確認できた他、日本の気象庁の地震早期警報システムのテヘランへの適用性

を検討するための重要なデータを得ることができた。得られた地震波形記録と実際のシス

テムの動作記録を用いて、地震検知性能、出力送信タイミング、震源方位推定性能、マグ

ニチュード推定性能、P 波 S 波認識性能、推定マグニチュード更新タイミング等を評価す

ることができた。日本国気象庁の緊急地震速報アルゴリズムの特徴である B-Δ法による震

源距離とマグニチュードの推定で用いている係数は日本国内の地震データを用いて決定さ

れたものであり地殻構造の異なったイラン国での適用性を評価する必要があるが、今回得

られた結果からは適用性を否定する情報は得られなかった。 

7) アクションプランの立案 

地震早期警報システムの実用版開発のためのアクションプランを作成した。図 2.4.22 に全

体スケジュール（ロードマップ）案を示す。 

本プロジェクトで開発したシステムは単なる実験的システムであり、これを評価してテヘ

ランで実際に運用できるものにするために不足している部分や修正の必要な項目を抽出し

て分析しその解決方法を見出す。その結果を受けて実用版 EEWS の詳細仕様を策定する。

同時に将来のユーザー側で必要なタスクおよび機材を特定する。それに基づきそれぞれの

ユーザーに対するアクションプランを策定する。アクションプランに沿ってそれぞれの

ユーザーが行動する。同時に実用版 EEWS の開発を進める。実用版 EEWS の初版をテス

トし評価し 終版に向けて修正作業を行う。並行して社会に対して EEWS の理解を促し、

EEWS の警報にどう対応すべきかを教育する。同時に法制化を進め運用準備する。３年程

度の試験運用を行い、問題点を抽出し本格運用のために必要な作業を行う。これらは日本

における緊急地震速報の本格運用に至る過程に基づいており、社会に対して警報を出す上

で必要不可欠な手続きと言える。 

 

図 2.4.22 実用版地震早期警報システム開発のロードマップ（案） 

Action Plan for Practical Applicat ion of EEW S

--continued
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(3) 技術移転 

地震早期警報システムは技術的に極めて高度かつ複雑なため、技術移転するのは容易では

なかった。TDMMO のアドバイザーで地震早期警報が専門のテヘラン大学の地震学の教授

は、理論は理解するが実装方法やソフトウェア開発のための仕様書を理解しない。TDMMO
の IT グループはソフトウェア開発のためにどのような仕様書を書けばよいかは理解するが、

地震学や地球物理学の理論や実際に使う防災関係者が何を必要とするのかを理解しない。

主たる C/P である TDMMO の技術者は、ほぼ全容を理解したが、技術的な細部はあまりに

高度なため完全とは言えない。 

しかし、４回のウィークリーセミナーや数十回におよぶ技術会議の実施やエクセルを用い

ての手作業での処理の追跡を通して、プロジェクト開始当初の状況に比較すれば格段に理

解が進んでおり、技術移転は進んだ。今後は要所要所で日本側が支援することにより、そ

れぞれの専門家が協力して実用版の開発を進めることができるものと考えられる。 

(4) 今後の課題 

本プロジェクトで開発した地震早期警報システムは実験的システムに留まっており、数年

の試験運用を経て、課題を抽出し実用版開発のための具体策を検討しなければならない。 

今後 1〜2 年の間に実施すべき課題をまとめる。 

①観測点ソフトおよびサーバーソフトの精査を継続しバグを修正する。 
②維持管理を徹底し、定期的に観測点に記録されている地震波形を回収し評価する。 
③5.8GHz 長距離無線 LAN と現有 400MHz 無線通信により通信を多重化する。 
④B-Δ法の適用性について、イラン国内の特にマグニチュードの大きい地震データを収集

し検討する。 
⑤観測点ソフトおよびサーバーソフトの改良点を検討し改良を継続する。 
⑥現在は SMS とインターネットしか警報発信手段がなく、双方とも即時性において問題が

あるため、 適な警報発信手段（インフラ）の開発について検討する。 

実用版の開発にあたっては、下記項目について検討する必要がある。 

①気象庁アルゴリズムのイラン（テヘラン）への適用性 
B-Δ法による震源距離とマグニチュードの推定方法が地殻構造の異なるイランで適用で

きるかどうか。システムで使用する多数のパラメータがイランで適用できるどうか。 
② 適な観測点の配置 

テヘラン市を守る防御システムとして実現可能で技術的観点だけでなく費用対効果を含

めた 適な EEWS 観測点の配置。 
③警報発信のタイミングと宛先機関およびそれに対するレスポンス 

どの機関にどのような情報をどのタイミングで発信するか、またそれに対して配信先は

どう対応しなければならないか。 
④ 適な通信システム 

地震観測データをデータサーバー側へ送信するために 適な通信システム、および遅延

なく警報を発信しユーザーに届けるための 適な通信システム。 
⑤本格運用のための法的根拠の検討および立法措置 

社会に対して警報を発する法的根拠づけと責任範囲の明確化。 
⑥運用までの試験期間の長さおよび試験の内容 

地震発生頻度が日本と比較して著しく低いテヘラン周辺の状況での試験運用期間の長さ

および試験運用期間を短縮するための試験の内容。 
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⑦教育あるいは広報 
市民の早期地震警報システムに対する理解と警報に対する正しい対応方法の周知徹底。 

⑧受信装置の開発 
ユーザーが警報を受けとるための受信装置の開発。 

⑨整備すべきインフラの抽出と整備計画 
本格運用システムで必要な通信やデータサーバー側で必要な計算機等のハードウェアや

インフラおよび要員の整備計画。 
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2.4.4 【22】通信システムの調査、適切なシステムの提案、バックアップ回線の構築によ

る、既存 QD＆LEシステムの通信システムの強化（活動 3-4） 

(1) 概要 

QD＆LE システムの通信システムに要求される事項はリアルタイム性と頑健性である。転

送するデータ量は 64kbps で十分で、これは現在の通信技術からすれば少ない量と言える。

しかし、毎秒必ずデータが転送されるリアルタイム性と地震災害時でも遮断されることの

ない頑健性が極めて重要である。 

災害時緊急対応においてバックアップ回線の確保は 重要課題の一つである。TDMMO は、

現 QD&LEシステムおよび市内の防災拠点との通信ネットワークに使用している MPLS回

線（日本での ISDN に近い）の脆弱性を理解し、耐震性のある通信回線によるネットワー

クを構築しようとしている。本活動ではテヘラン市内の通信回線の現状を調査し、耐震性

の高い通信システムを用いた通信ネットワーク改善計画を作成し、提案した通信システム

を、実際の地震計ネットワークの観測点２地点と TDMMO との間の通信ネットワークに適

用した。 

(2) 活動の詳細 

1) 通信システムの調査 

テヘラン市内で利用可能な通信システムとしては、下記７種類が上げられる。 

①占有周波数帯無線通信 
②一般周波数帯無線通信 
③交通管制センターの光ファイバーネットワーク 
④３G モバイル通信 
⑤一般用 MPLS あるいは ADSL 
⑦ 般用 WiMAX⑦衛星モデムによる通信 

このうち、⑤に関しては通信ケーブルが建物壁伝いに引き回されており地震時に建物が崩

壊すると通信も遮断する構造となっていて地震に対して脆弱であるため、⑥については

ネットワークが不安定なため、⑦については情報通信規制局からの使用許可が得られない

可能性があるため、検討対象から除外した。なお、①、②は初期費用としてアンテナ建築

や機材の購入が必要だが専用通信回線なので通信料金は発生しない。運用経費としては電

気代や定期的なメンテナンス料となる。③はテヘラン市の所有する回線なので初期費用も

通信料も発生しない。④は民間のサービスなので通信料が発生する。 

①占有周波数帯無線通信 

テヘラン大学地球物理学研究所が運用するイラン全国地震観測網では 400MHz 帯を用いた

通信ネットワークを使用している。ここでも第一候補として上がったが、テヘラン市内で

の 400MHz 帯の周波数の割り当ては既に飽和状態であり、新たな割り当ては不可能である

とのことを CRA(Communication Regulatory Authority) が言及したことから、400MHz
帯の使用は断念せざるを得ない結果となった。この 400MHz 帯の無線通信に関しては、テ

ヘラン郊外では使用可能との情報を得たため地震早期警報システムの通信回線として使用

することとなった。 
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②一般周波数帯無線通信 

テヘラン市内ではライセンスフリーの 2.4GHz 帯または 5.8GHz 帯長距離無線 LAN の利用

が多く見受けられる。2.4GHz 帯については既に飽和状態にあるが、5.8GHz 帯は飽和状態

にはなく高速通信ができることから、地震データの伝送のみならずビデオ会議、電話等へ

の利用も可能である。機材はイラン国内で容易に調達可能であり、ネットワーク構築のノ

ウハウを持った業者がいくつか存在している。 長でカタログ上では 100km の通信が可能

というアンテナもあり、テヘラン市内の通信ネットワークには十分である。①で使用する

400MHz に比べて 10 倍以上周波数の高い電波を使用するためアンテナの指向性が強く、地

震時の揺れによる通信断の危険を考慮する必要がある。 

③交通管制センター等の光ファイバー網 

交通管制センター(TTC)はテヘラン市内の道路交通管理のため約 600 個のデジタルビデオ

カメラを交差点等に配置し光ファイバー網でネットワーク化し常時モニタリングしている。

光ファイバーケーブルは基本的に地下に敷設されており、またサーバーのビルは堅牢な構

造となっており耐震性が高い。高速通信ができ、地震データだけでなくビデオ会議、電話

等への利用も可能である。ただし、別組織による管理のため設定や障害対応が自由にでき

ないという点に注意する必要がある。 

④３G モバイル通信 

近年、イラン国でも携帯電話網による高速データ通信サービスの提供が活発化してきてお

り、簡易なシステムで高速通信が可能となってきている。テヘランにおいては RighTel 社

による 3G サービスエリアが拡大している。表 2.4.8 は RighTel 社の 3G サービス状況(信号

強度等)を 2013 年と 2014 年に調査したものである。2013 年はサービスエリア外であった

Qiam Dasht でもサービスエリア内となっており、ほぼテヘラン市全域で 3G 回線の利用が

可能となっている。3G サービスは、通常の携帯電話の契約と大きく変わらないため、初期

費用が少なく、短時間である程度の高速回線ネットワークを構築することができる。しか

し、災害時には同時に多数のアクセスが集中するため回線が飽和すること（輻輳の発生）

が想定され、また、コスト面では伝送量に応じた従量性課金により運用経費が増大するな

どの問題点も含んでいる。通信料などの運用経費を低く抑えるためには、伝送する情報を

極力少なくする工夫が必要である。 

  



イラン国テヘラン地震災害軽減プロジェクト 

204 

表 2.4.8 RighTel 社の 3G サービスエリア調査結果 

dBm ASU dBm ASU

1 TDMMO 35.73 51.34 2013/5/8 -85 15
2 D1 35.72 51.33 2014/4/27 -71 21 hsdpa+*42.2mbps data connected
3 Jamshidieyh Park 35.82 51.46 2014/5/3 -87 13 gprs*55kbps disconnected
4 D2 35.76 51.37 2014/5/3 -61 26 hsdpa*7.2mbps data connected
5 D3 35.77 51.4 2014/5/3 -65 24 hsdpa*7.2mbps data connected
6 D4 35.72 51.33 2014/4/27 -99 7 umts*384kbps data connected
7 Babai Highway 35.64 51.41 2013/5/8 -107 3 2014/5/20 -103 5 umts*384kbps data connected
8 D5 35.73 51.31 2014/5/11 -91 11 hsdpa*7.2mbps data connected
9 D5.Azad Univ. 35.8 51.32
10 D6 35.72 51.33 2014/4/23 -83 15 hsdpa*7.2mbps disconnected
11 D7 2014/4/23 -87 13 hsdpa*7.2mbps disconnected
12 D8 2014/4/23 -91 11 hsdpa*7.2mbps disconnected
13 D9 2014/4/26 -85 14 hsdpa*7.2mbps data connected
14 D10 2014/4/26 -101 6 hsdpa*7.2mbps data connected
15 D11 2014/4/26 -103 5 hsdpa*7.2mbps data connected
16 D12 2014/4/26 -97 8 hsdpa*7.2mbps disconnected
17 D13 35.7 51.48 2014/5/6 -87 13 hsdpa+*42.2mbps data connected
18 D14 35.67 51.47 2014/5/6 -95 9 umts*384kbps data connected
19 D15 35.62 51.47 2014/5/6 -83 15 hsdpa*7.2mbps data connected
20 Golshan Park 35.62 51.49 2013/5/8 -83 17 2014/5/10 -63 25 hsdpa*7.2mbps data connected
21 Qiam Dasht 35.52 51.64 2013/5/8 2014/5/10 -77 18 hsdpa+*42.2mbps data connected
22 D16 35.64 51.41 2014/5/19 -87 13 hsdpa*7.2mbps data connected
23 D17 35.65 51.37 2014/5/19 -75 19 hsdpa*7.2mbps data connected
24 D18 35.65 51.34 2014/5/7 -73 20 hsdpa*7.2mbps data connected
25 Park Ghaeem 35.65 51.32 2014/5/7 -85 14 hsdpa*7.2mbps data connected
26 D19 35.63 51.36 2014/5/7 -51 31 hsdpa*7.2mbps data connected
27 D20 35.75 51.3 2014/5/21 -95 10 hsdpa*7.2mbps data connected
28 D21 35.7 51.27 2014/5/14 -79 17 hsdpa*7.2mbps data connected
29 Vardavard 35.7 51.15 2013/5/7 -65 24 2014/5/14 -57 28 hsdpa*7.2mbps data connected
30 D22 35.74 51.25 2014/5/14 -69 22 hsdpa*7.2mbps data connected
31 Shahid Bagheri 35.75 51.2 2013/5/8 -93 10 2014/5/14 -93 10 hsdpa*7.2mbps data connected
32 Kuhsar Park 35.8 51.3 2013/5/7 -85 14
33 Parvaz Park 35.8 51.4 2013/5/7 -77 18

No. Signal Strength
Location

Name Latitude Longitude
Survey
Date

out of service

2014
Signal Strength

Net Type Data State
Survey
Date

2013

 

2) 改善計画 

C/P との数十回にわたる個別の技術会議や現場での通信試験の共同作業により、通信システ

ムの要件の明確化と選択可能な通信システムの技術的特徴および初期費用・運用経費に対

する理解を共有し、テヘラン市内で利用可能な耐震性の高い通信システムとして、光ファ

イバー網、5.8GHz 帯長距離無線 LAN、３G モバイル通信網を選定し、改善計画を立案し

た。 

その骨子は以下のとおりである。 

①MPLS から光ファイバー網への移行 

TTCの光ファイバー網が利用可能な地域との通信には主回線としてMPLSを光ファイバー

網に置き換える。管理している TTC と運用に関する協定等を終結し、災害発生時には 優

先で通信回線が確保できるような環境を整える。 

②5.8GHz 帯長距離無線 LAN の利用 

光ファイバー網が利用できない地域では主回線として、光ファイバー網が主回線として利

用できる場合はバックアップ回線として 5.8GHz 長距離無線 LAN を利用する。タワーの建

設が必要だが、TDMMO が自ら所有し運用する通信網として主体的に運用管理が可能で機

材が容易に入手できるため、 優先で設備導入する。 
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③代替回線としての３G モバイル通信網 

5.8GHz 帯長距離無線 LAN を主回線として利用する場合のバックアップ回線として、また

光ファイバー網が主回線でタワーの建設が不可能な場合等 5.8GHz帯長距離無線 LANが適

用不可能な場合に代替の回線として利用する。災害時に 優先で通信を確保できるように

サービス業者と協定書等を交わす。 

3) 改善計画立案に伴う活動 

改善計画立案に伴って実施した内容を以下に示す。 

a.5.8GHz帯長距離無線 LAN のシミュレーションによる調査 

計画立案にあたっては、接続すべき観測地点／防災拠点から直接TDMMOと接続できるか、

それとも中継地点を介して接続しなければならないかを予め検討する必要がある。無線通

信システムでは使用周波数、送信出力、送受信アンテナの性能、アンテナ間距離、障害物

の有無等によって通信の可否を判断する。ここでは、シミュレーションソフトウェア(Radio 
Link)で各地震観測点と TDMMO 間の伝搬状況を調査した。シミュレーションのパラメー

ターは表 2.4.9 のとおりである。使用した地形情報は、SRTM3 を使用している。 

表 2.4.9 シミュレーションソフトウェアで使用した主なパラメーター 

0.5W
28.5dBi 60cmデッシュ
0.2dBm アンテナ直下で2mの同軸

TDMMO 70m
Site 20m/6m

アンテナ高

送信機出力
アンテナゲイン
ケーブルロス

 

シミュレーションの結果を表 2.4.10 に、出力画面例を図 2.4.23 に示す。こ Vardavard、
Shariati Water Museum、Saghdoosh Street、Qiam Dasht、Ozgol 及び Vahdat Park は

見通し外であり、TDMMO との直接の通信は不可能で、中継所を設置し、これを経由して

伝送する必要があることがわかる。 
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図 2.4.23 5.8GHz 伝搬シミュレーション出力画面例 

表 2.4.10 シミュレーション結果 

Latitude Longitude
Distance

(km)
Rx level
(dBm)

Rx level
(uV)

Rx level
(dBm)

Rx level
(uV)

1 TDMMO 35.725 51.33981
2 Jamshidieyh Park 35.82508 51.46441 15.81 -56.2 347.03 -49.8 727.03 Good
3 D04 (Police Park) 35.76043 51.54176 18.64 -54.0 447.92 -58.5 265.54 Good
4 D07 (Parsa Street) 35.72673 51.43172 8.29 -49.9 718.36 -51.4 600.09 Good
5 D12 (Imam Khomeini Square) 35.68514 51.42328 8.74 -50.8 644.68 -44.2 1377.63 Good
6 D15(Golshan Park) 35.62025 51.495 18.21 -52.8 513.57 -49.9 718.02 Good
7 D16 (Shahid Rajayi Park) 35.63042 51.41154 12.34 -49.2 772.45 -48.0 895.23 Good
8 D18(Qaem Park) 35.65108 51.32858 8.28 -51.0 629.03 -43.6 1477.62 Good
9 D20 (Shahrdari) 35.5881 51.42448 17.02 -51.0 628.30 -51.0 630.91 Good
10 D22(Shahid Bagheri) 35.75937 51.20175 13.03 -52.7 517.55 -57.4 300.31 Good
1 Vardavard 35.73339 51.13111 18.85 -95.7 3.65 -99.9 2.27 Bad
2 Shahrdari 2 35.77681 51.36611 6.23 -66.0 112.06 -67.3 96.67 Good
3 Shariati Water Museum 35.7729 51.4417 10.62 -110.1 0.70 -112.7 0.52 Bad
4 Saghdoosh Street 35.75975 51.46761 12.16 -100.6 2.08 -104.2 1.38 Bad
5 Babai Highway 35.73785 51.62829 26.06 -65.4 119.60 -110.6 0.66 Good/Bad
6 Bulvar Laleh 35.74751 51.29775 4.54 -43.7 1465.89 -43.7 1462.18 Good
7 Azad Islamic University 35.79584 51.31543 8.17 -48.7 825.73 -48.6 834.78 Good
8 Beryanak 35.67059 51.37572 6.86 -41.5 1884.12 -42.3 1709.93 Good
9 Zeytoon Park 35.66222 51.46341 13.15 -51.3 611.92 -50.3 682.76 Good
10 Qiam Dasht 35.52219 51.64326 35.46 -116.2 0.34 -119.8 0.23 Bad
11 Shahrak Sharifi 35.61607 51.34354 12.11 -46.5 1054.90 -62.9 160.60 Good
12 D01 (Ozgol) 35.79019 51.49646 12.11 -92.5 5.34 -95.4 3.80 Bad
13 D06 (Laleh Park) 35.70963 51.39128 4.95 -45.5 1191.90 -44.1 1389.93 Good
14 D13 (Vahdat Park) 35.75975 51.46761 12.16 -100.6 2.08 -104.2 1.38 Bad
15 D21 (Tehransar) 35.70278 51.26514 7.17 -46.7 1032.80 -45.4 1204.53 Good

E
xi

st
in

g 
S
it
e

P
la

n
n
in

g 
S
it
e

Antenna Height 6mAntenna Height 20mLocation
Site NameNo. Result

 

シミュレーション結果に基づいたネットワーク構成図(案)を図 2.4.24 に示す。中継所の案を

表 2.4.11 に示す。 
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図 2.4.24 5.8GHz 帯長距離無線 LAN ネットワーク構成図(案) 

 

表 2.4.11 中継所案 

中　継　所 中継を必要とする地震観測点
D22(Shahid  Bagheri) Vardavard

D20(Shahrdari) Qiam Dasht

D12(Imam Khomeini Square) D13(Vahdat Park)

D13(Parsa Street Saghdoosh Street

Jamshidieyh Park Shariati Water Museum、D01(Ozgol)  

ここでは、地震観測点のアンテナの高さは 20m と 6m の二種類についてシミュレーション

したが、建物の影響は考慮されていない。実際の導入にあたっては通常想定される建物高

さを加えた 30m〜40m の高さのアンテナタワーを建設することが望ましい。 

b.5.8GHz長距離無線 LAN 現地試験 

D22 観測点と TDMMO の間で 5.8GHz 帯長距離無線 LAN の現地試験を実施した。その結

果、前面に障害物のない場合は、十分なシグナル強度が得られることが確認された。また、

揺れによりアンテナ方位がずれた場合の通信性能を確認した結果、アンテナの角度を 8 度

程度ずらすとリンク断（通信不可能な状態となること）となるが 4 度程度では S/N（Signal 
to Noise ratio)は正常時と比較して 20dB 低下した 10dB となり、スループット（実効通信

速度）は 100kbps 程度となるもののリンク断は発生しなかったことから、ある程度の揺れ

に対しては通信が可能と判断した。 

c.D22観測点および Azad 大学への 5.8GHz 帯長距離無線 LAN の導入と運用 

2014 年 5 月に TDMMO は既設地震観測点の D22 に 5.8GHz 長距離無線 LAN を設置、通

信ネットワークを確立した。地震観測データが QD&LE システムに入力され、現在まで平
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常時には特に問題なく稼働している。また、2014 年 9 月には増設観測点である Azad 大学

に 5.8GHz 長距離無線 LAN を設置し通信ネットワークを確立した。 

 

図 2.4.25 D22 の近傍のビルでの試験の様子 

 

d.砂塵嵐時の 5.8GHz通信状況の解析 

2014 年 6 月 2 日の夕刻に砂塵を伴う突風（砂塵嵐）が発生した。風速は、

100km/Hour(27.8m/s)で、死者 4 名、負傷者 30 名を超える被害が発生した。この異常気象

時における D22 と TDMMO 間の 5.8GHz 長距離無線 LAN に与える影響を調査した。この

調査結果を図 2.4.26 に示す。これは、D22 からの毎秒 PGA の 1 分間の受信数を表すもの

で、 悪時の受信率は 3.3%と、かなりの影響を受けることがわかった。伝搬パス上に強い

降雨、砂塵などの障害物があると電波が散乱され、受信局における十分な電界強度が得ら

れず、極端に S/N が低下することによるものである。このような現象発生時に備えるため

のバックアップ回線の必要性が確認された。 
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図 2.4.26 砂塵嵐時の D22 の毎秒 PGA の受信状況 
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e.3Gモバイル通信網の通信試験 

RighTel 社の 3G モデムを用いて次に示す各種試験を支援した。 

①既設地震観測点 D15 の地震計を接続し、TDMMO への伝送試験を行った結果、データそ

のものは問題なく伝送されるが、ネットワーク経路の設定においてプライベートアドレス

の使用ができず、RighTel 社の持つグローバルアドレスを用いなければならなかった。 

②マルチポイント(各地震観測点)からポイント(TDMMO)の通信が必要なことから、

TDMMO の構内において試験を行った結果、2 点から 1 点のリンクの確立を検証した。 

③2014 年 11 月 19 日、EEWS の地震計設置点である Roudehen で 3G モデムを使用した接

続試験を実施した結果、TDMMO に設置した同モデムとの間のリンクは確立できたが、ping
テストではパケットの欠落は発生しなかったものの、応答時間は 良状態で 90ms であった。

この特性から見て、EEWS での使用は困難であると評価した。 

(3) 技術移転 

TDMMO の C/P はプロジェクト開始当初はそれぞれの通信システムに対する技術的理解が

不十分で、業者任せの状態であった。技術的な理解が不十分なため業者に対する要求や質

問が的外れなものが多かった。技術会議を繰り返して理解を促し、また実際の通信システ

ムの導入を共同で実施する過程での OJT により、以下のような技術移転を行った。 

1) 発注仕様書の作成方法（技術的内容の理解） 

5.8GHz 長距離無線 LAN 及び EEWS のための 400MHz 機材の仕様書作成方法及び取り付

け調整・検収等。 

2) 電波伝搬シミュレーション 

無線ネットワークの回線設計としてのシミュレーションソフトウェア(Radio Link)を提供

し、その使用方法、シミュレーション結果の考察等。 

3) 無線機材取り付け後の確認・検査方法 

受注者による無線機材の取り付け調整後の各種確認事項及び検査方法等。 

(4) 今後の課題 

今後の課題としては、立案した改善計画をもとに予算化し実行に移すこと、また、運用面

では TTC や RighTEL との協定書の終結が望まれる。技術的課題としては、通信システム

に付随するネットワーク設計の技術が不足しているため、せっかくの通信機材が効率的に

ネットワーク内で運用されていない、あるいは設定が複雑になり過ぎていることにより

ネットワーク障害が多発する、あらたなノードを追加するのが容易でない等の問題がある。

効率的でフレキシブルで頑健なネットワークの設計と構築が今後の課題となるであろう。

そのためには高度なネットワーク設計の専門家の助けが必要である。長い国際制裁の中、

イラン国内で人材が不足していることも想定され、その場合には日本側のさらなる支援が

必要となる。 
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2.4.5 【23】建物と人的被害推計以外の情報表示項目の QD&LE システムへの追加（活動

3-5） 

(1) 概要 

前プロジェクトの時から、被害想定項目を多数開発したいという TDMMOの方針があった。

しかし、被害想定手法とシステム開発手法の議論に時間を要した結果、PGA 分布推定、建

物被害推定、人的被害推定の 3 項目が開発された。その後も項目を増やしたいという方針

は継続されたが、本プロジェクト開始時の 2012 年 4 月迄は項目が増えていなかった。 

本プロジェクトでは、TDMMO が検討していた 14 項目について、データの入手可能性、被

害計算手法の有無、初動での有効性を検討した。その結果に基づき、病院被害推計、橋梁

被害推計、がれき量推計を選択し、QD&LE システムへ追加した。 

加えて、効率的に QD&LE システムへ機能を追加する手法を検討した。前プロジェクトか

ら機能が一切追加されていなかった理由は、全機能を一つのプログラムとして開発を進め

ていた点にあった。追加項目はすべて独立性の高いモジュールとして設計することで、追

加が容易な QD&LE システム化を進めた。 

被害推計手法の検討、データの収集、コーディング、被害推計エンジンの試験等、各作業

を C/P と共同で実施することにより、QD&LE システムへの機能追加に関する技術を移転

した。 

(2) 活動の詳細 

1) 開発項目の選定 

詳細設計調査の時点で TDMMO 側から追加 QD&LE 項目が提示されていたが、2012 年 4
月 14 日に、以下の候補が改めて提示された。 

1. 震災後のがれき推計 

2. 病院被害推計 

3. 橋梁被害推計 

4. 震災後緊急対応資源リソースの推計 

5. 地震シミュレーション手法の変更と更新 

6. 地震後の地盤工学的危険の推定（液状化、地下配管・建物の被害を引き起こす不等

沈下、地滑り、断層破壊等） 

7. 交通システムの被害推計 

8. 上下水システムの被害推計 

9. 天然ガスシステムの被害推計 

10. 電力システムの被害推計 

11. 地震後火災の被害推計 
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12. ウェブシステムを活用した地理情報システムのクライアント・サーバ出力の仕様策

定 

13. 地震後の危険物質放出に伴う被害推計 

14. 直接的および間接的経済被害の推計 

これら全てを同時並行で検討し開発することは大変困難であることから、順次開発してい

くこととした。そのために、まず、優先開発項目の選定基準を検討し、上記の候補を比較

し選定することとした。 

開発項目選定基準の検討結果を表 2.4.12 に示す。緊急対応活動での必要性という基準に加

えて、本プロジェクト期間内での実現可能性についても配慮した点数配分とした。 

表 2.4.13 に、各候補の点数を示す。この検討に基づき、活動 3-5 に相当する項目の中で点

数が高かった病院と橋梁の被害推計を開発することとなった。 

一方、がれき量推計は、TDMMO と JICA 専門家で意見が異なった。JICA 専門家は、緊急

対応完了後にがれきの本格撤去が開始され時間的な余裕があることから、地震動と国外の

被害関数に基づく被害推計ではなく、人命救助等の過程を通じて収集可能な実被害情報に

基づく高精度の推計が好ましいと、また、震災対応計画の作成のための被害推計は、実地

震動データが入力されれば自動で計算される QD&LE システムではなく、様々な感度計算

が可能なよう人が計算を行うよう助言した。しかし、TDMMO 側の強い要望により QD&LE
開発対象に選定された。なお、TDMMO 側は、強く要望した原因を 後まで明確にしなかっ

たが、震災対応計画の更新のための被害推計に用いようとしていた可能性などが考えられ

る。 
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表 2.4.12 優先開発項選定基準 

評価項目 評価 点数 
A. Activity defined in 

PDM  
Activity 3-5 3
Activity other than 3-5 2
Not defined 1

B. Data Availability in 
TDMMO 

Updated data is ready 2
Old data is ready 1
Not ready 0

C. Data Access 
Permission 
Possibility for JICA 
Expert 

Permission is ready 2
Permission is not ready, and data source is 
TDMMO 

1

Permission is not ready, and data source is other 
than TDMMO 

0

D. Calculation Model 
Availability 

Ready 2
Old model is ready 1
Not ready 0

E. Usage of Quick 
Estimation of 
Probabilistic 
Damage 

Useful for quick response, even probabilistic 
information 

3

Useful for quick response, but probabilistic 
information would mislead emergency response 

2

Lower risk in Tehran 1
Not for quick response 0

F. Priority requested 
by TDMMO on 14, 
Apr. 2012 (*1)  

Higher Priority 3
Middle Priority 2
Lower Priority 1

*1 ワークプラン協議時に TDMMO が JICA 専門家チームへ提示した優先度 
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表 2.4.13 評価結果 

ID Item Activity 
ID 

A B C D E F Total

1 Estimation of post-earthquake debris 3-5 3 1 2 1 2 1 12
2 Damage estimation of Hospitals 3-5 3 1? 2 1 2 3 36
3 Damage estimation of bridges 3-5 3 2 1 2 2 3 72
4 Estimation of post-earthquake 

emergency resources 
3-5 3 0 0 0 2 3 0

5 Modification and updating the 
earthquake simulation methods 

- 1 0 0 0 3 1 0

5.1 Updating TEDES using soil 
amplification model from IIEES 

- 1 2 1 2 3 1 12

5.2 Updating TEDES using fragility 
curve from IIEES 

- 1 2 1 2 3 1 12

5.3 Updating TEDES using building 
data from IIEES 

- 1 2 1 2 3 1 12

5.4 Updating TEDES using population 
data from IIEES 

- 1 2 1 2 3 1 12

5.5 Updating TEDES using 
epicenter-fault-magnitude-attenuati
on model 

- 1 2 2 0 3 1 0

6 Estimation of post-earthquake 
geotechnical hazard (liquefaction, 
un-equivalent compression of ground 
which make underground-pipe 
and/or building damage, land slide, 
fault rupture & …) 

3-8 2 0 0 0 3 1 0

6.1 Estimation of post-earthquake land 
slide 

3-8 2 0 0 0 3 3 0

7 Damage estimation of transportation 
systems 

3-5 3 1 2 0 2 3 0

8 Damage estimation of water and 
waste water systems 

3-5 3 1 2 1 2 3 36

8.1 Damage estimation of water systems 3-5 3 1 2 1 2 3 36
9 Damage estimation of Natural gas 

systems 
3-5 3 1 2 1 2 3 36

10 Damage estimation of electrical 
power systems 

3-5 3 1 2 1 2 3 36

11 Damage estimation of fire following 
earthquake 

3-5 3 1 2 1 2 1 12

12 Defining client server outputs 
(WEBGIS outputs) 

3-7 2 1 2 2 3 3 72

13 Damage estimation of 
post-earthquake hazardous material 
release 

3-8 2 1 2 1 1 3 12

14 Estimation of direct and indirect 
economical losses 

- 1 0 0 0 0 1 0
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2) ソフトウエアデザイン 

a.モジュール化 

前プロジェクトで作成した QD&LE は、地震計データのモニタリングから被害推計、地図

作成、情報送信までが相互に強く関わっていた。そのため、一部機能の差し替えが難しい。

今回新たに開発する部分については、機能の追加、差し替えを容易にするため、各機能の

独立性が高い計画を検討した。その結果、図 2.4.27 の”Additional QD&LE Softwares”に示

す通り、各種計算を担当する複数のモジュールと、それを統括するモジュールマネージャー

で構成される構造とした。 

次に、これら各モジュールをモジュールマネージャーが管理する構造とした。このモジュー

ルマネージャーは、SQL サーバを通じて地震の有無を常に確認し、もし、地震が検知され

たならば、各モジュールの被害計算を起動する。 

モジュールは、当面は、橋梁被害推計、病院被害推計、がれき量推計の 3 つであり、別々

のバイナリファイルとして作成し、地震動データ等の入力データと想定結果はすべて SQL
サーバと直接入出力する。 

b.システム必要条件 

前プロジェクトで作成した QD&LE システムと連携して稼働する必要がある。そのため、

前プロジェクトで作成した QD&LE システムと同じシステム必要条件とした。 

c.被害推計手法 

テヘランやイランの構造物の特徴に即した推計手法が好ましいが、イラン国内の実被害情

報は、その場所の PGA や震度等の情報が不足している。TDMMO の強い要望により、そ

れらの情報が入手できるまでの当面の間、米国 FEMA の HAZUS MR5 の方法をできるだ

け忠実に採用することとなった。 

米国 FEMA の HAZUS MR5 の方法の特徴は、米国の研究者により改善がなされてきた点

と米国の FEMA によって公認された手法である点であり、欠点は米国の平均的な構造物に

基づく経験的なパラメータであるためにテヘランの設計・施工に基づくテヘランの構造物

とは同じ地震動であっても被害確率が異なる可能性が少なくない点である。 

d.QD&LE計算結果出力機能 

計算結果は、市役所ネットワーク等を通じて、各区の防災センター等の緊急対応部局に共

有されることが好ましく、TDMMO でも災害 Portal サイトや WebGIS を検討している。

追加 QD&LE の計算結果がそれらのシステムで活用できるようにするため、QD&LE シス

テムの出力は SQL データベースに保存されることを基本とした。災害 Portal サイトが開発

されるまでの暫定措置として、SQL データベースに保存された計算結果を取り出して表示

するシステムを開発した。 

ソフトウェア設計に関する文書は、TDMMO 内で 終承認に向けて訂正作業を進めている。 
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灰色の部分は前回プロジェクトで開発済みの部分。太点線の枠内が活動 3-5 の開発対象 

図 2.4.27 QD&LE 全体図 
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3) ソフトウェアの開発と試験 

ソフトウェアの開発は、TDMMO の C/P が管理し、TDMMO の IT グループのシステムエ

ンジニアが担当した。管理担当 C/P の転職および兵役開始に伴い、C/P は 2 名交代した。

また、システムエンジニアが TDMMO を退職したため、TDMMO は引き続き同じエンジニ

アに外注して開発を継続した。 

システムは、以下の方法で試験し、合格するまで修正を繰り返した。 

(1) 30 日間連続待機試験 

(2) 地震発生時のトリガー試験 

(3) 計算結果全数確認 

4) 既存 QD&LEシステムの復旧作業  

活動 3-5 の開発対象は図 2.4.27 の点線で囲んだ範囲であるが、このソフトウエアの動作試

験・運用は、前回プロジェクトで開発済みの既存 QD&LE システムが稼働していることが

前提条件となる。 

2014 年 6 月、既存 QD&LE システムの根幹の一つである NAM が停止した。ハードディス

クの空き領域が無くなり、起動できなくなったとのことである。JICA プロジェクトとは並

行して TDMMO が研究用に設定を変更した結果、毎秒保存されるデータ量が 20 倍以上と

なっていた事が原因と考えられる。製造元のエンジニアが 新版ソフトウェアを新規にイ

ンストールし、TDMMO 向けの設定を適用した。 

その結果、被害想定システム TEDES が正常に動作しなくなった。NAM から地震データを

読み込む機能がエラーメッセージを表示し、地震データを一切読み込めない状態となった。

TEDES のソースコードおよびエラーメッセージを確認し、NAM の PostgresSQL のデー

タベース定義の誤りを訂正した。 

その結果、TEDES が NAM からデータを受け取れるようになったが、それでも QD&LE シ

ステムは正常に動作しなかった。1 地点あたり毎秒１つのデータを受け取る仕様であるが、

2/3 程度のデータを受信していなかった。NAM および TEDES を解析した結果、図 2.4.28
に示すデータの流れを確認したところ、CMG-DM24 から Scream! PC へは抜けなくデータ

が転送されていることから、CMG-NAM という装置の中で、gdi-base から database の区

間で問題が発生していることが確認できた。更なる解析の結果、gdi2dbi が数分間隔で異常

終了していることが原因である事が判明した。gdi2dbi のソースコードは非公開であったた

め、製造元および輸入販売元が解決を図っている。2015 年 12 月時点では未解決である。 
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図 2.4.28 データの流れ (Guralp 社製 MAN-BSP-001 から引用) 

注 CMG-DM24 は地震計からのアナログ波形をデジタル化する装置、CMG-EAM はデジ

タル化された波形データを保存しインターネット等を通じて転送する装置であり、これら

は各地震観測地点に設置されている。CMG-NAM は各観測点からのデータを集約・管理す

る装置である。その他の略称は以下の通り。BRP＝Block Recovery Protocol、GCF = Güralp 
Compressed Format、GDI = Güralp Data Interconnect protocol、GSTM = Güralp Secure 
TCP Multiplexor、rx = receiver、TCP/IP = Transmission Control Protocol/Internet 
Protocol、tx = transmitter 

 

(3) 技術移転について 

前プロジェクトでは、基本機能をすべて盛り込んだ一つのシステムを、システム開発会社

に外注して開発した。そのため、機能追加には、既存システムのバージョンアップが必要

と考えられていた。 

本プロジェクトでは、コンポーネント化の概念を導入することで、QD&LE 追加候補から

優先項目を選定し、順次追加していく方法を採用し、技術移転を実施した。その結果、

TDMMO 単独で QD&LE 項目を更に追加することが可能になった。 

更に、PDM には明記されていないが、以下の 2 つの技術が移転された。 

まず、システムの検査のため、エクセル等を活用した手作業により被害を推計した事があ

げられる。その回数が多かったため、担当 C/P は手作業での被害推計に慣れた。「マイク

ロゾーニング調査」および「マスタープラン調査」にて手作業での被害推計を技術移転し

たものの、「地震後 72 時間プロジェクト」の時点では手作業での被害推計が実施できる人

材が残っていなかった。そのため、「地震後 72 時間プロジェクト」では地震後に自動で被

害を計算するための QD&LE システムに対し、TDMMO による防災計画検討のための被害

推計に必要な出力機能を多数追加し、その結果、被害推計項目は少なかったにもかかわら

ず、開発には 2 年もの時間を要した。今回のプロジェクトの結果、防災計画検討のための

被害推計はシステム開発を待たずに手作業で実施できるようになった。今後は、QD&LE
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システムのバージョンアップを待たずに、TDMMO による多種多様な防災計画検討のため

の被害推計機能が可能になった。また、防災計画検討のための被害推計機能を QD&LE シ

ステムに組み込む必要がなくなるため、QD&LE への機能追加に要する作業負荷が大幅に

減り、機能追加が容易になる。 

また、既存 QD&LE が故障するたびに、故障箇所の復旧を指導したことから、システムを

維持する技術が向上したことがあげられる。その結果、今後も、既存 QD&LE が故障して

も復旧できる可能性が高くなったといえる。 

(4) 今後の課題 

QD&LE システムに関する今後の課題を列挙する。 

① QD&LE システムの運用を任されている職員は、地震が発生し QD&LE が動作した時

は、責任者が来るのを待つ予定とのことである。QD&LE システムは、地震直後の時

間を有効に活用するための情報システムであることから、責任者が来るまでに実施可

能なことを開始する事が重要である。QD&LE システムを有効に活用するために、初

動マニュアルを作成し、トレーニングを繰り返すことが重要である。 

② 既存 QD&LE システムの設定には、前プロジェクトの結論に沿っていない部分が散見

される。例えば、 大加速度分布は地震基盤面で補間することになっていたが、実際

の QD&LE システムは地表面で補間する設定となっていた。その多くが、QD&LE シ

ステムインストール時のデフォルト設定であることから、TDMMO がインストールし

たまま、設定せずに運用していたと考えられる。QD&LE システムの設定が適切か確

認することが重要である。 

③ NAM と QD&LE の予備機が起動できない状態であるなど、TDMH のシステムは脆弱で

ある。少なくとも購入済み予備機はすぐに利用できる状態に準備しておくべきであり、

その他の重要部分についても予備を用意する等の対応が重要である。 

④ サービス縮小が予定されている MPLS の IP アドレス体系でシステムを構築したため、

市役所光ファイバー網からのアクセスが困難となっており、市の他の機関との協調が困

難となっている。市役所光ファイバー網との親和性を高めるよう、ルータの設定を変更

し、IP アドレス体系を変更することが重要である。 

⑤ 今回の QD&LE 項目追加は、イランの地震被害に基づく情報が限られていたことから、

米国 FEMA の被害推計モデルを採用した。イランの地震被害に基づく情報に基づいて、

被害推計の精度を検証し、精度を向上させることが重要である。 

⑥ 機材の故障期間が長い。ディスクが一杯になってシステムが停止してから問題に気がつ

いた、RAID の HDD が 2 つ故障するまで対応できなかった、データのバックアップが

残っていないために故障しても復旧できなかった、知っている人が退職し文書も残って

いなかった等、原因は様々である。故障停止期間を 短にするため、維持管理体制改善、

マニュアル作成・共有・引継等のノウハウの継承、故障対応決済の短縮等、維持管理水

準の向上が重要である。 
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2.4.6 【24】緊急対応と市民啓発のための震度速報システムの導入（活動 3-6） 

(1) 概要 

日本では、地震観測システムがテレビ、ラジオ、有線放送、防災無線、自治体の広報シス

テム等と連携しており、市民はだれでも、地震直後に震度分布情報を得られるようになっ

ている。行政職員、ライフライン関係者、教職員等は、震度情報だけで被害の可能性を判

断できる知識があり、また震度に応じて初動が規定されているため、防災センターからの

指示を待たずに初動が開始される。一方、イランでは震度速報が存在しないため現場では

被害の大きさや緊急対応マニュアルに従った初動の判断が難しい。 

緊急対応と市民啓発を目的として、既存の地震計を利用して、テヘラン市の緊急対応に適

した震度速報システムを検討した。震度速報システムを開発し、QD&LE システムに追加

した。 

なお、テヘラン大学地球物理研究所はイラン国内で公的に地震情報を発信できる唯一の機

関として定められている。市民を対象に震度情報速報システムを運用する場合には、テヘ

ラン大学地球物理研究所との調整も行う必要があるが、本プロジェクトで作成したシステ

ムは、TDMMO 内部の震度情報速報システムであるため、テヘラン大学地球物理権研究所

との調整を行なう必要は無かった。 

以下に、当該活動の内容と成果をまとめる。 

(2) 活動の詳細 

1) 震度速報システムの導入の検討と設計 

震度速報システムの導入の必要性とその方針について C/P と協議を重ね、以下の点につい

て共通認識を得た。 

 震度階は PGA(Peak Ground Acceleration)と異なり地震の建物・人身などへの被害・影

響に基づく数値であるため、震度階を把握することで、より正確な被災状況を推定でき

る。 

 震度速報は、緊急時にどこで、なにをするかの優先順位付けや具体的手段の決定に不可

欠である。 

 日本の気象庁が策定した計測震度は、地震計で観測された加速度波形データから数式的

に算出できる世界で唯一の震度階である。従って自動処理に向いており、迅速に客観的

な値が得られる。 

 イラン国では MMI（改正メルカリ震度階級）が一般的に用いられているので、気象庁計

測震度から MMI へ適切に変換することが必要である。 

 地震時に通信が遮断された場合、各区では TDMH からの情報が来ない中で緊急対応を

開始しなければならないため、震度速報は、各観測点で独自に計算し、表示されると共

に、TDMH で集約される必要がある。 

上記の協議から、計測震度を各観測点で計算して、各観測点と TDMH で表示する震度速報

システムを設計した。 
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設計された震度速報システムの概念図を図 2.4.29 に、情報の流れを図 2.4.30 に示す。 

 

図 2.4.29 震度速報システムの概念図 

  

 

 

図 2.4.30 震度速報の情報の流れ図 

設計された震度速報システムの情報の流れは以下の通りである。 

① EAM 内で Triggering 機能を設定し、指定の閾値以上の加速度が計測されれば気象庁

計測震度を計算し、ファイルを書き出す。以後、EAM で算出された計測震度を IJMA
と記す。 

なお、Triggering の初期設定は C/P と協議し、以下の通りとした。 

トリガーの種類：レベルトリガー 

閾値：水平動２成分共に 4gal 以上 
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フィルター：バンドパス 0.1～10Hz 

プレトリガー：30s 

ポストトリガー：60s 

大レコード長：120s 

Vote Weight/ Vote threshold: 1000/1000 

② IJMA から MMI に表 2.4.14 に基づき変換する。なお、表 2.4.14 は図 2.4.31 に示す IJMA

と IMMIの関係を参照した。 

③ ディスプレイに MMI を表示し、震度階が高いと赤色系の色で警報表示する。 

④ 予め登録しておいたメーリングリストに基づき、震度情報を SMS もしくは Email で発

信する。 

⑤ 上記①~④は TDMH の PC からも、ネットワーク経由で複数の観測点に対して同様の操

作が可能とする。 

⑥ EAM と PC 間の通信が長時間途絶えている場合は、警報を表示する。 
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表 2.4.14 IJMA から MMI への換算表 

計測震度

SIcal. 
< 
0.5 

< 
1.0 

< 
1.5 

< 
2.5 

< 
3.5 

< 
4.5 

< 
5.0 

< 
5.5 

< 
6.0 

< 
6.5 

>= 
6.5 

気象庁震度

階級 SIJMA 
0 1 1 2 3 4 5- 5+ 6- 6+ 7 

MMI 震度階

級 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ Ⅺ 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.31 気象庁震度階と MMI との対比 

 

なお、図 2.4.31 に示す IJMA と IMMI の関係は、Trifunac and Brady, 1975 を原典として、

旧気象庁震度と MMI の関係を示したものである。しかし、この関係は多くの JMA と MMI
の関係で参照されているため、本システムにおいても、JMA から MMI への変換ツールの

初期設定として使用することは妥当であると考えた。 

2)  震度速報ソフトウェアの開発 

当初想定していた震度速報システムは、気象庁計測震度（JMASI）を観測波形から計算し、

その結果を MMI に換算し表示するものであった。このため、ソフトウェア開発にあたって

は、観測波形から計測震度を計算するソフトウェアを 初に開発する予定であり、試作版

は完成していた。一方、Guralp 社製 EAM の近年の Firmware (Software build number 
10000 以降)には、気象庁計測震度を出力できる機能が付加されていることが判明した。そ

こで、開発期間の短縮のためこの機能を使用することにし、TDMMO が所有する EAM の

Firmwareのバージョンを当初の 3016から 新の 13672にアップデートして震度計算結果

（IJMA）を出力できるようにした。 

次に、EAM から震度情報を抜き出し、IJMA から MMI に変換後に、震度速報を表示する

ソフトウェアを開発した。このソフトウェアは、EAM と同じネットワーク上にある

WindowsPC 上で動作する。 

開発した震度速報ソフトウェアの概要を表 2.4.15 に示す。また、図 2.4.32 に震度速報の表

示画面例を示す。 

功刀卓, 2000,K-NET 強震計記録に基づく

気象庁計測震度と計測改正メリカリ震度

の関係、地震 第 53 巻 89-93 頁 
Fig.4 を引用 
Takashi Kunugi, 2000, Relationship 
between Japan Meteorological Agency 
Instrumental Intensity and 
Instrumental Modified Mercali 
Intensity Obtained from K-NET 
Strong-motion Data, Jishin, Vol53 No.2, 
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表 2.4.15 震度速報ソフツウェアの概要 

項目 内容 Script ファイル等 
動作環境 
開発言語 

OS: Windows7 
開発環境 XAMPP 1.8.3-5 
           Appach, Mercury 
開発言語：PHP script 

入力 Windows Task Scheduler に よ り 、 毎 分

fetchIntensity.bat を起動し、EAM 内の計測震

度データを監視し、 新データがあれば取得す

る。データ転送には EAM の RSS を利用する。

fetchIntensity.php 
fetchIntensity.bat 

処理 計測震度 IJMA から MMI へ変換 
MMI 情報を毎分更新 
EAM との通信状態を監視 

Index.php 

出力 MMI の表示（PGA,IJMA も表示） 
EAM との通信異常があれば警報を表示 

 

観測点 D04 の EAM に Windows8.1 を搭載したタブレット PC を LAN でつなぎ、震度速報

システムを試験運用中である（図 2.4.33）。 

 

 

図 2.4.32 震度速報画面例 

 

MMI震度階級と背景色

Ⅰ～Ⅳ：Green 

Ⅴ～Ⅵ：Yellow 

Ⅶ～Ⅷ：Red Orange 

Ⅸ  ：Red 

Ⅹ～Ⅺ：Dark Red 
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図 2.4.33 観測点 D04 での震度速報システム試験設置状況 

（システムラックは床に固定され無停電電源により地震後 72 時間稼働する） 

 

3) IJMAの計算精度確認 

EAM 内部で計算された IJMA の計算精度について検証した。 

検証には、JICA 専門家が作成した計算プログラムを使用した。先ず、このプログラムの計

算精度を確認するために、平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震で観測された 52 箇

所の地震波形を使って計測震度を算出し、気象庁から発表されている計測震度と比較した。

その結果、図 2.4.34 に示すように、ほぼ正確な計測震度が得られることを確認した。 

次に、EAM 内で計算された計測震度 IJMA と上記の JICA 専門家が作成した計算プログラ

ムで算出した計測震度（以後、JMASIJETと記す）を比較した。ここでは、実際の地震記録

の代わりに、センサーを乗せたテーブルを人力で揺らし、そのときの観測波形を使って計

算された JMASIJETと IJMA を比較した。その結果は、図 2.4.35 に示すように、ほぼ１：

１の対応を示している。 

これらの結果から、IJMA をそのまま気象庁計測震度として取り扱っても差し支えないもの

と判断した。 

一方、IJMAからMMIへの変換については、当面は表 2.4.14に示した変換表を使用するが、

今後、データを蓄積・分析し、変換方法を改善することを C/P に課題として示した。 



業務完了報告書 

225 

 

図 2.4.34 東北地方太平洋沖地震で公表された観測点での計測震度と JICA 専門家作成のプログ

ラムで計算した計測震度（JMASIJET）の関係 

 

図 2.4.35 JICA 専門家作成のプログラムで計算した計測震度（JMASIJET）と EAM で計算された計

測震度（IJMA）の関係 
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4) QD&LEに震度情報表示機能追加 

震度速報システムで得られた各観測点の震度（MMI）は、指定のアドレスに SMS もしくは

Email で配信されるように設計した。図 2.4.36 に配信されたメールの例を示す。 

また、これらの震度情報は、QD&LE システムに付加され、PGA などの情報と共に、デー

タベースに蓄積されると共に、緊急時には、所定の機関や個人に SMS もしくは Email で配

信されるように改良していく予定である。 

 

図 2.4.36 震度速報で配信された Email の例 

(3) 技術移転 

震度速報システムに関わる基礎的情報やソフトウェアは、C/P に専門家から提供された。

TDMMO の IT セクションでは、データの意味と既存システムからの受取方法、震度の計算

方法、ネットワークを介した表示やデータ転送等の方法を理解し、震度速報 Web 配信シス

テムを専門家指導のもとで開発した。また、緊急対応時の震度速報の重要性は専門家から

のことあるごとのインプットにより TDMMO 内で共通認識として理解されてきており、基

本的な技術移転は完了したと考えられる。 

(4) 今後の課題 

震度速報システムについて、上記のように検討・開発し、試運転を行なう段階まで整備し

た。しかし、本システムはプロトタイプの段階であり、これを完成させて有効に活用でき

るようにするには、TDMMO が以下の課題に取り組む必要があることを C/P と確認した。 

① 計測震度（IJMA）から MMI への変換方法について、テヘランの実情に合わせて改善

すること。 

計測震度は世界で唯一地震波形からの計算手順が明らかになっており任意性のない値

だが、MMI は被害の状況等により判断する値である。一方 MMI の認知度は高く、

TDMMO での防災教育でも MMI を用いている。本システムは計算手順の明らかな

IJMA を計算し、その後一般的な経験式によって MMI を算出している。経験式は地域

によって 適な式があるので、今後 適な式を用いた IJMA-MMI 変換に改善する必要

がある。 

② 震度速報表示画面（図 2.4.13）は英語表記のみであるが、早急にペルシャ語を併記す

ること。 

利用者はイラン人であり英語表記は適切でないため、ペルシャ語版を開発する。 
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③ Triggering の設定など、試運転の状況を評価しながらチューニングを施すこと。 

どれくらいの大きさの地震を検知したら計算を開始し表示を行うか、適切に設定する。 

④ 震度速報システムが安定して稼動できるようにソフトの改良を行なうこと。 

ネットワーク上でのソフトウェアの実装では継続的に運用して安定性を評価し、改造

する必要がある。改造項目としては、例えばデータ転送や震度情報の発信のタイミン

グ、無用なネットワークトラフィックの削減、エラーが発生した場合のリトライの方

法、計算機の負荷を削減した小さな効率的なソフトに修正する作業等があげられる。 

⑤ SMS やメール配信機能について、セキュリティに関する堅牢性を高めること。 

システムの乗っ取りにより不正な情報が発信されたりシステムを破壊されたりしない

ためにセキュリティに関する堅牢性を向上させる 

⑥ 震度情報の QD&LE システムへの組み込みについて改良を加えること。 

現在は QD&LE システムとは別のシステムで独立に動いている。この２つのシステム

は同じ地震計から取得される別の種類のデータを利用しているが、本来 QD&LE シス

テムで表示する地表 大加速度値と震度は併記されるべきもので、統合されるべきも

のである。震度は地表 大加速度よりもより被害に密接に関係しているため、将来は

震度をもとに被害推計を行うことが望ましく、そのためにも QD&LE システムと統合

する必要がある。 

また、震度情報システムが有効に活用されるようになるためには、TDMMO は下記のよう

な施策を実行することが必要であることを確認した。 

 震度に応じた初動体制の確立など、震度速報システムの有効利用方法を作成すること。 

 一般市民が、震度と被害の関係などを認識し、震度情報が有効利用するように啓蒙活動

を行なうこと。 
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2.4.7 【25】効果的な緊急対応活動のための、複数の伝達手段による既存の警報システム

の改良（活動 3-7） 

(1) 概要 

前プロジェクトでは、効果的な緊急対応活動を目的として、QD&LE に以下の警報システ

ムが組み込まれた。 

1. TDMH 内の警報音（地震検知時、自動） 

2. TDMH 内のプリンタおよびプロッタへの被害想定の印刷（地震検知時、自動） 

3. SMS および電子メールを用いた被害想定の送信（地震検知時、自動） 

4. ウェブサイトを用いた被害想定結果の共有（地震検知時、自動） 

QD&LE の警報システム自体は停止していないものの、情報発信機能がほとんど設定され

ていない状態であることが課題となっていた。 

本プロジェクトでは、まず、誰に、何を、いつ、どのようにして、警報を伝達するかの案

を作成した。Earthquake Information Matrix と名付け、TDMMO 内の議論を通じて改訂

を重ね、合意形成を図った。 

警報伝達機能として、 も基礎的な情報でありながら前プロジェクトで実装されていな

かった震度速報を追加することとなった。活動 3-6 のデータ保存場所、出力形式について確

認した。 

前プロジェクトで実装した SMS 送信方式は、電話線に依存する ADSL、Magfa という震災

時の脆弱性が未評価の通信会社に依存しているという問題があった。携帯回線を使用し、

直接、携帯電話ネットワークおよびインターネットに接続し、SMS と電子メールを送信す

る機能を追加した。 

具体的な、SMS 送信先、メール送信先、ウェブサイトへのアクセス権の設定対象者は検討

中のため、成果３の C/P を対象として試験運用を開始した。 

(2) 活動の詳細 

1) 課題の確認 

本プロジェクトの開始時に QD&LE システムを確認したところ、以下の課題があることが

判明した。 

1. TDMH 内の警報音が鳴らない（デモ時以外、信号線を抜いてあるため） 

2. SMS が送信されない（アドレス帳に携帯番号が登録されていなかった。TDMH 内

のルータが更新されたが、QD&LE からの SMS 送信に必要な設定がなされていな

かった。SMS の送信に必要な Magfa 社の通信サービス契約が休止されていた。） 

3. 電子メールが送信されない（アドレス帳にメールアドレスが登録されていなかった。

TDMH 内のメールサーバが停止していた。TDMH 内のルータが更新されたが、

QD&LE からの SMS 送信に必要な設定がなされていなかった。） 
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4. ウェブサイトを用いた被害想定結果にアクセスできない（被害想定結果が被害想定

システムからウェブサイトシステムに引き渡されない、TDMH の LAN 以外からア

クセスできない。） 

これらの課題が解決されていない 大の理由は、誰に、何を、いつ、どのようにして、警

報を伝達するかの検討が不足していることにあった。 

 

2) 警報システムの検討 

TDMMO は必要条件が曖昧な状態で各種情報を取り扱う警報システムを検討していたため、

警報システムの仕様が定められずにいた。例えば、がれき量推計機能の議論においては、

震災後直後に必要となる緊急道路網上のがれき量に関する議論と、復興までに撤去しなけ

ればならない街区全域のがれき量に関する議論が区分されていなかった。 

この問題を解決するため、警報システムの検討として、TDMMO が必要と考える情報各々

について、情報の仕様（必要とする機関と必要なタイミング）を検討し、情報の収集（或

いは推定）方法と担当機関、伝達手段を整理することとした。日本では、警報システムの

検討に必要なワークフローは緊急対応計画において整理されており、このような Matrix を

整理する必要は無い。 

具体的には、前プロジェクトで検討した警報システム案の総括表(図 2.4.37)をベースとして、

警報システムについて、以下の手順で検討した。 

1. 緊急対応活動に必要な情報を列挙した。 

2. 各情報とそれを必要とする活動の対応付けを検討した。活動区分は、テヘラン市緊

急対応活動区分である 20 区分とした。 

3. 各情報がいつ必要か検討した。 

4. どの機関がどのように情報を推定あるいは収集し、集約するか検討した。 

5. どのような手段で伝達するか検討した。 

この、2013 年 12 月に活動 3-7 担当者による Earthquake Information Matrix 案が完成し

た。TDMMO が、図 2.4.39 に示す機関のうち主要な各防災関連機関に震災状況を説明し、

必要となる緊急対応活動を協議してニーズを吸い上げ、説明文書を作成し、また、

Earthquake Information Matrix 案自体も実現可能性が高くかつ活用されるものを目指し

て改良を重ね、2014 年 9 月にはほぼテヘラン市の防災にかかる Committee からの承認手

続きを待つ状態のものとなった。説明文書の表紙を図 2.4.38 に、Earthquake Information 
Matrix を図 2.4.39 にそれぞれ示す。 
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図 2.4.38 Earthquake Information Matrix の説明文書の表紙 
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3) 警報伝達システムの追加 

警報伝達システムの追加項目として、Earthquake Information Matrix でほぼ全ての

Committee が使用するにもかかわらず QD&LE に実装されていなかった震度速報を選び、

以下の方法で追加した。 

a.システム動作環境の構築 

システム動作環境は、新規サーバの調達には時間を要することから、現時点で利用可能な

ハードウエアが利用できること、堅牢なサーバの選定後にシステムが容易に移行できるこ

と、の 2 点を条件として検討した。 

基本システムの稼働環境としては、前プロジェクトの供与機材である SCREAM-PC を使用

した。システムのフレームワークとしては、警報システムのバージョンアップが容易な PHP
を採用した。電子メールの送信のためには、XAMPP の Mercury を用意した。SMS の送信

のために、Wi-Fi で接続された Android 携帯に shixuan.lu 製 SMS Modem をインストール

した。 

b.複数の伝達手段を使用する震度情報収集システムの開発 

EAM の RSS を通して震度情報を収集する。複数の伝達手段を確保するために、EAM と

NAM の GSTM 技術利用する NAM のポート番号 8000 番台を介して、震度情報を収集する

仕組みとした。 

 震度情報を収集し、送信キューを作成するスクリプト

C:\data\PortalScream\sample\intensity\ fetchIntensity.php 

 RSS の参考文献 http://www.guralp.com/platinum/xmlns/gdi-trig-atom.cgi 

c.複数の伝達手段を使用する警報発信システムの開発 

キューに送信すべき警報データがある場合に、SMTP サーバおよび SMS Modem という複

数の伝達手段を介して警報を発信する。現在は TDMH のインターネットに対するゲート

ウェーおよび SMS Modem が 1 台ずつのため脆弱であるが、インターネットの汎用技術の

一つである自動ルーティング切り替え技術により、更に多数の伝達経路を使用することが

できる。 

 送信キューの情報を、SMS および電子メールを通じて発信するスクリプト

C:\data\PortalScream\sample\ pushInfo.php 

 SMS Modem の参考文献 

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.diafaan.gsmmodememulator&hl=en 
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更に、Web システムを作成し、市役所光ファイバ網および QD&LE が使用している MPLS
及び 5.8GHz 網のどこからでも、震度速報にアクセス可能となった。 

 市役所光ファイバ網からのアクセス http://10.33.246.203/sample/intensity/ 

 QD&LE の MPLS および 5.8GHz 網からのアクセス 

http://10.100.14.203/sample/intensity/ 

 

(3) 技術移転について 

Earthquake Information Matrix の作成を通じ、テヘランの緊急対応の枠組みの中で、誰

に、何を、いつ、どのようにして、警報を伝達するかを検討できるようになった。 

さらに、震度速報システムの実現を通じ、複数の伝達手段を使用する警報発信システムを

開発できるようになった。 

 

(4) 今後の課題 

Earthquake Information Matrix および複数の伝達手段による既存の警報システムの改良

の課題を列挙する。 

① Earthquake Information Matrix は承認プロセスを完了していない。警報発信システ

ムを開発・運用する基本方針として、テヘラン市の防災にかかる Committee からの承

認手続きを経る事が必要である。また、組織間の連携や防災体制の改善に応じて、

Earthquake Information Matrix も改訂していくことが望ましい。 

② 出荷後 5 年を超過したパソコン、テヘランの一般電話回線用銅線に依存するメール送

信経路、デフォルト設定の XAMPP、認証不要の HTTP サーバー、HTTP 通信が暗号

化されていない等、脆弱な環境を使用している。また、ドメイン名が与えられていな

いため、Web サーバーの IP アドレスを知っているユーザー以外がアクセスすることが

容易ではない。この課題は、イランには高技能を有する IT 技術者が多数存在すること

から、JICA 専門家による技術移転が不要と判断されていた部分である。セキュリティ

面に強い環境への移行が重要である。 

③ 2014 年 12 月時点では、成果 3 の関係者のみが警報システムの送信先として登録され

ている。本格運用のためには、事前説明を実施した上で、他組織の担当者を宛先リス

トに登録する必要がある。 
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2.4.8 【26】地震発生後の被害（二次被害）に関する情報収集・警報システム導入のため

の計画作成（活動 3-8） 

(1) 概要 

前プロジェクトでは、地震観測および被害想定の学術分野の専門家が主体となって QD&LE
システムの開発を方向付けた。その結果、被害想定を表示・配信するシステムが中心とな

り、TDMMO 以外の緊急対応組織からの情報を収集活用するような機能が盛り込まれな

かった。 

テヘラン市の緊急対応計画では、緊急対応時には 20 の Committee 毎に関係機関が協調し

て活動することになっている。TDMMO は、20 の Committee のうち、第 15 Committee
である Warning and information dissemination において、警報の発信を担当することに

なっている。 

まず、テヘラン市で起こりうる地震被害（二次被害を含む）の種類について列挙した。 

次に、被害情報を効率的に収集、編集、共有する方法について、2 種類の事例に基づいて検

討した。 

後に、QD&LE システムの改良計画として、活動 3-7 で述べた Earthquake Information 
Matrix に整理した。 

(2) 活動の詳細 

1) 地震被害（二次被害を含む）の種類の確認 

活動 3-7 で述べた Earthquake Information Matrix の作成過程において、対象とすべき地

震被害（二次被害を含む）の種類について検討した。TDMMO および関係機関との協議に

基づいて、以下の分類に整理した。 

道路関連の被害については、当初は、被害推計の観点から、橋梁、トンネル、歩道橋など、

構造別に列挙していた。情報を利用する立場での議論の結果、どのルートが利用できるか、

という観点で 1 つの種類に集約した。 

1. 被害情報 
a. 建物被害 
b. ルート状況（利用可否） 
c. 混雑状況（渋滞の有無） 
d. 病院利用可否 
e. 死者数 
f. けが人数 
g. 行方不明者数 
h. ２時被害発生箇所および発生分類 
i. 緊急輸送網上のがれきの種類と量 
j. 市域のがれきの種類と量 
k. 住む場所が無い人の数 
l. 上水システムの被害 
m. ガスシステムの被害 
n. 電力供給システムの被害  
o. 通信システムの被害 
p. 下水網の被害 
q. 燃料供給システムの被害 
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2. 二次イベント 
a. 上水システムの被害 
b. ガスシステムの被害 
c. 電力供給システムの被害  
d. 危険物取扱工業および工場の被害 
e. 燃料供給システムの被害 
f. 下水網の被害 

 

2) 被害情報を効率的に収集、編集、共有する方法の検討 

まず、ほぼ全ての Committeeに必要となる、交通ルートの利用可否情報について検討した。 

当初は、TDMMOが中心となって実施する方法を検討し、2013年 9月 23日に、Mission Plan 
for Information Gathering/Data Collection in Transportation Unit がとりまとめられた。

各区の防災センターの担当者 2 名が情報を収集し、TDMMO は各区の情報およびオンライ

ン交通監視カメラの情報を用いて編集、共有する案となっていた。案の目次は以下の通り

であった。 

 Goal 
 Overview 
 Program Domain 

1. Location domain 
2. Timeline domain 

 Methods of Information Gathering 
- Cameras of the Traffic Control Center 
- “Mahalle” traffic control centers 
- Location Based Services (LBS) 
- Damage evaluation at levels of I, II, III 

 Damage evaluation at level I 
 Damage evaluation at level II 
 Damage evaluation at level III (Bridges and technical buildings 

unit of technical deputy of Tehran municipality) 

この方法の問題点は、(1) データ収集担当者が少ないこと、(2) TDMH のスタッフが少ない

ことであった。震災時に機能させるには、大量の要員を確保し、日頃から訓練を積む必要

がある。日常的に道路のトラブル情報を収集している機関との連携、あるいは、日本の多

くの自治体が実施しているように道路メンテナンスに関連する企業との契約等、何らかの

対策が必要であった。 

2013 年 11 月 30 日に、震災時のための道路情報収集への寄与が期待される部門に声をかけ、

TDMMO の案をベースに協議した。その結果、交通警察、消防、赤新月等の現業組織は、

市が保有する交通管制センターを中心として道路情報を交換し、平常時および有事の両方

に活用できる体制が整っている事が判明した。2014 年 2 月 11 日を初めとして、TDMMO
が交通管制センター等と議論を重ねた結果、交通管制センター等の平常時から常に稼働す

る情報収集・共有体制の耐震性を向上させ、震災時にも活用する方針に変更された。2014
年 9 月 2 日には、Operation Plan for Information Gathering/Data Collection in 
Transportation Unit として、カウンターパートレベルでの案がとりまとめられた。目次構

成は以下の通りである。 
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1. Introduction 
2. Overview  
3. Program scope 
3.1 Location scope 
3.2 Timeline scope 
4.  The program assumptions 
5. Methods of info collection in the ordinary situation 
6. Study of the latest situation and the effective factors on the passages 

management 
6.1 The traffic control centers 
6.1.1 The list of the traffic control centers of Tehran city 
6.1.2 Specifications of the control centers 
6.1.2.1 The main centers 
6.1.2.2 The local centers 

a. The local traffic control center in the north 
b. The local traffic control center in the east 
c. The local traffic control center in the west 
d. The local traffic control center in the south 
e. The local traffic control center in the center 

6.1.2.3 Centers for tunnels 
6.1.2.4 The traffic control center of RAHVAR Police 
6.1.2.5 The management center of the roads of the country (the road maintenance 

and transportation organization) 
6.1.2.6 The control center of NAJA 
6.1.3 The role of the traffic centers after the earthquake 
6.2 Info collection 
6.2.1 The monitoring cameras 
6.2.1.1 The specifications of the monitoring cameras 
6.2.1.2 The role of the monitoring cameras after the earthquake 
6.2.2 The urban traffic count devices 
6.2.2.1 Specifications of the traffic count devices of Tehran city 
6.2.2.2 The role after the earthquake 
6.2.3 The speed limit enforcement system in the highways 
6.2.4 The representatives of the organizations 
6.2.5 The field forces 
6.2.6 New methods of information collection  
6.2.6 GMPCS technology 
6.2.7 Other methods 
6.2.8 General recommendations 
6.3 sending the information  
6.3.1 Different types of information sending systems 
6.3.1.1 Telephone lines 
6.3.1.2 Optical fiber lines 
6.3.1.3 Wireless services 
6.3.1.4 Satellite communication 
6.3.1.5 The mobile satellite communication service 
6.3.2 The role after the earthquake 
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6.4 Info analysis 
6.4.1 Before the earthquake occurrence 
6.4.2 The role after the earthquake 
6.6 Notification 
6.6.1 Before the earthquake 
6.6.2 The role after the earthquake 
6.7 Information share 

 

次に、二次災害のケーススタディとして、テヘラン市の山の手にある石油備蓄基地におけ

る漏洩等二次災害を検討した。2014 年 5 月に石油備蓄基地の防災担当に対するヒアリング

を実施し、7 月から計画案を作成した。骨子は以下の通りである。 

 石油備蓄基地自身が、地震発生後に被害を確認する。 

 地震被害を TDMMO へ報告するとともに、防油堤等に破損が有り二次災害の危険

性がある場合は、TDMMO、区役所、区の災害センター、町会等が連携し、二次災

害の可能性を理由とした避難勧告を発令し、避難誘導を行う。 

 5.8 GHz 帯の専用デジタル無線等、一般の電話回線・携帯回線より震災に強い、通

信システムが必要である。 

3) QD&LEシステムの改良計画の作成 

これらの事例研究の成果に基づき、QD&LE システムの改良計画の骨子として、活動 3-7
で述べた Earthquake Information Matrix に整理した。 

(3) 技術移転について 

2 種類の事例研究を通じ、TDMMO の C/P が、交通警察、消防、赤新月、交通管制センター、

石油備蓄基地の担当者を巻き込み、各機関が保有するリソースと、各機関が必要とする情

報を確認するという方法を技術移転した。その結果、TDMMO の C/P が、QD&LE システ

ムの改良計画の骨子としての Earthquake Information Matrix を改訂し、関連部署との意

見交換に基づき、地震発生後の被害（二次被害）に関する情報収集・警報システムの詳細

計画が作成できるようになった。 

(4) 今後の課題 

地震発生後の被害（二次被害）に関する情報収集・警報システムの課題を列挙する。 

① 緊急対応システムを必要とする側の立場で、情報収集・警報システムの要件定義が可

能となった段階である。WebGIS 等のシステムエンジニアを交えることで、実際のシ

ステムを開発する必要がある。 

② 地震時に実際に役立つシステムについて検討するためには、成果１が実施した CPX を通

じ、ステークホルダーが抱くイメージを具体化・共通化させてから、地震発生後の被害

（二次被害）に関する情報収集・警報システムの詳細計画を修正する必要がある。 
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3. プロジェクト実施運営上の課題、工夫・教訓 

 全体 3.1

3.1.1 プロジェクト実施運営上の課題 

(1) 経済制裁による活動の制限 

イラン国は 2012 年 1 月から国際社会から経済制裁を受けている。本プロジェクト開始時よ

り経済制裁の影響はプロジェクト運営に多くの影響を与えてきた。例えば、銀行送金が出

来ないため、必要な資金は現金で持ち込んだ。必要な機材もイラン国内では販売しておら

ず、ドバイから購入するなどの問題があった。さらに、通信関係も不安定であり、イラン

国内から Web の閲覧を制限されているサイトがあり、必要な資料の検索がイラン国内から

のインターネット経由では困難であった。 

経済制裁の影響を も受けたのが、本プロジェクトで購入する予定であった地震計の購入

である。当初は前回購入したものと同じ地震計を購入する予定であったが、経済制裁のた

め購入できなくなった。したがって、イラン国内で購入できる前回の地震計と同じ性能を

持つ地震計を探すことになり、当初想定していなかった時間がかかることとなった。 

(2) プロジェクト実施体制の構築 

本プロジェクトの実施体制をプロジェクト開始時からイラン側と構築しようと努力したが、

技プロのスキームが十分理解されておらず時間が必要であった。プロジェクト開始当初は

プロジェクトマネージャーが配置されたが、英語でのコミュニケーションが取れなかった

ため、頻繁に会議を持つよう努力したが、相手も忙しく十分なコミュニケーションが取れ

なかった。プロジェクト運営も軌道に乗り始めた時、プロジェクトマネージャーが突然解

任されることとなった。解任後、約 6 か月間程度は後任が任命されずイラン側とのコミュ

ニケーションがうまく取れずに、プロジェクトの進捗に影響を与えることとなった。この

状況を改善するため双方で協議した結果、プロジェクトダイレクターと必要に応じて打ち

合わせができる体制が構築されるようになり、コミュニケーションギャップはなくなって

きた。 

(3) 効果的・効率的な技術移転の実施 

本プロジェクトでは、日本人専門家をプロジェクト期間中通じて配置できないため、日本

人専門家がいる間に打ち合わせで技術的な手法を指導して、日本人専門家がいない間にイ

ラン側 C/P が実施したものを、日本人専門家が次に渡航した際にチェックするという方法

で行ってきた。日本人専門家がいないときの質問はメールなどで回答した。 

しかしながら、不在期間が長いため、長期間不在にするときはなかなか進捗が上がらなかっ

た。さらに、3 つの成果それぞれ専門的知識が必要なため、例えば、成果 1 の専門家が成果

３の問題を解決することは出来ない。したがって、イラン国滞在中に集中的な議論を繰り

返し、後戻りを 小限に押さえるよう効率的に技術移転を行うことが必要となった。 

(4) 柔軟なプロジェクト運営 

プロジェクト実施中にイラン側の方針の変更により、プロジェクトの実施や内容に変更が

生じた。例えば成果 2 の博物館建設では当初予定していた建設場所から違う場所に建設予

定地が移動となると同時に、建設のスケジュールも大幅に変更となった。したがって、チー
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ムでは内部で調整できる渡航要員の変更などにより柔軟に対応してきた。しかしながら、

チーム内で吸収できない変更は追加の変更契約で対応した。 

(5) 信頼関係の構築 

テヘラン市とはすでに 10 年以上にわたり防災分野で協力をしているため、日本側との信頼

関係は構築されている。本プロジェクトではこれまでの信頼関係に基づきプロジェクトを

実施できるため比較的に効率的に実施できたと考えているが、個々の C/P は今回初めてと

いうケースもあるため、信頼関係の醸成に時間を使った。2 年目くらいからプロジェクトも

順調に進むようになってきた。 

 

3.1.2 課題に対する工夫 

(1) 徹底した議論 

日本人専門家の滞在中はイラン側 C/P と徹底した議論を行い、イラン側が納得できるまで

粘り強い議論を行った。イラン人は納得すれば自ら行動して問題を解決していくことが出

来るためである。イラン側との議論は C/P だけではなく、TDMMO で雇っている技術者や

アドバイザーなど、現地業者等多岐にわたった。イラン側も日本人専門家の滞在中に問題

を解決したい希望があり、双方十分な議論を行った。特に成果 3 ではイラン国内でも初め

ての取り組みであり、TDMMO 以外からも注目された。 

(2) イラン側のモチベーションを引き出す活動 

日本や他の国での先進的な取り組みや事例を数多く紹介することにより、イラン側 C/P が

活動に興味を持ち自ら実施していく環境づくりに注力した。また、日本側からの説明も興

味がわく資料作りを心掛けた。本プロジェクト内で計画されている C/P 研修は、自ら実施

する活動の必要性及び内容を日本において直接理解する機会を与え、さらにモチベーショ

ンを高めることにも寄与することから、C/P 研修も有効に活用して活動を活発に行うように

工夫した。 

(3) イラン国に対する防災活動の活発化への支援 

本プロジェクト期間中、イランの防災機関やマスコミ、国際機関から数多くの協力の要望

やセミナーへの出席の要請があった。チームとしてはこれらの要請を 大限こたえるとい

う姿勢で対応し、日本の防災技術を多くの場面で活用できるように行動してきた。この様

なチームの姿勢がプロジェクトの運営をスムーズに実施することが出来る要因であったと

考えている。 

(4) C/P の能力を見極めた活動の選択 

イラン側 C/P の能力は通常の国より高く、実施能力は非常にレベルが高いと考えている。

したがって、彼らの能力より常に高い目標を設定してそれに向かって議論や指導を行って

きた。また、C/P によりそれほど能力が高くない場合は、きめ細かな指導を行い、理解でき

るまで十分な時間を取った。 
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(5) 現場主義の徹底 

問題が起こった場合は C/P とともに現地に赴き、現場で議論を重ねて解決策を探ることを

繰り返し行ってきた。これらの経験により、今後問題が起きた場合でも自ら考え行動でき

る能力が付いたと考えている。 

3.1.3 教訓 

(1) リスクを 小限化するための先を見越したプロジェクト運営の重要性 

プロジェクトの実施過程において、特にイラン国では内的要因、外的要因双方により、プ

ロジェクトの実施に大きな影響を与える問題が発生することは多々ある。前述したように、

経済制裁による機材調達の問題、博物館設置場所の変更による問題、CP 側との合意形成に

時間を要したことによる問題等が発生したが、CP 側と密にコミュニケーションを取り、ま

た、これまでのイラン国での業務実施経験を基に、先を見越してリスクの目を摘みながら

プロジェクトを運営することにより、プロジェクトへの影響リスクを 小限に押さえるこ

とができた。非常に基本的ではあるが、重要な教訓である。 

(2) 専門家不在時の対応の重要性 

各成果により専門家派遣の密度は違うが、前述したとおり、プロジェクト運営上、専門家

の不在期間が長くなると、プロジェクトのタイムリーな運営に影響する。成果を跨いだフォ

ローアップ、可能な限り成果内の専門家の派遣時期をずらす、メール等によるフォローアッ

プ、C/P 研修時のフォローアップ等を組み合わせ、影響を 低限とする努力した。しかし、

完全な対応策とはなりきらないことから、さらなる工夫が必要となる。 

(3) プロジェクト活動範囲内で可能な限りの活動への支援による信頼関係の構築によるプロジェ

クト実施の円滑化 

プロジェクトの実施過程において、前述したように専門家チームは、イラン側の依頼によ

るプロジェクトコンポーネントには含まれない活動を多く実施してきた。これら活動を実

施するには、相応の時間を割く必要があることから、プロジェクト活動の実施にかけられ

る時間が削減される状況になるが、これら活動を通じて、CP とのさらなる信頼関係の構築

やコミュニケーション機会を増加させ、結果的にプロジェクト実施の円滑化に繋がった。 

 成果 1 3.2

3.2.1 プロジェクト実施運営上の課題 

(1) 業務実施方法の課題 

1) 成果の活動内容合意に時間を要したことによるプロジェクト活動の遅れ 

プロジェクト開始当初、計画された成果１に関するプロジェクト活動に関し、TDMMO 側

から詳細に内容を協議し、双方で合意した上で開始したいとの強い依頼があった。また、

プロジェクト開始前の 2011年 9月よりテヘラン市運輸交通局がイラン科学技術大学（IUST）
に本プロジェクトと重複する内容のプロジェクトである“Determination of the 
post-earthquake transportation emergency and rescue network in Tehran”業務を委託

したことにより、プロジェクトにおいて協調して実施することが必要な状況にあり、IUST
委託プロジェクトの現状把握と今後の本プロジェクトとの活動の分担について調整するこ

ととなった。成果１の各活動項目をブレークダウンした詳細活動の協議及び合意について

は、プロジェクト開始後、 初のアサインメントの全期間を費やし協議を重ねた結果、プ
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ロジェクト活動については TDMMO 側と合意することができた。また、IUST との分担に

ついては、TDMMO 側が運輸交通局と調整することになっていたが、明確には決まらなかっ

たことから、その後、活動を円滑に進められない状況にあったが、2012 年 11 月時点で、IUST
の活動の目途が立たないことが確認されたことから、IUST の結果を待たずにプロジェクト

独自に実施することとなり、この時期から本格的に成果１の活動が開始された。このよう

な背景から、約半年開始時期が遅れたことによる活動の遅延が生じた。 

2) 本邦研修でのインプット及び日本の事例を多く紹介することによる理解度を高める技術移転 

事例を紹介する上で、講義のみならず自らの目で見ることは効果的に技術移転を実施する

上でキーとなる。本プロジェクトにおいても各成果で別プログラムを組んでの本邦研修を

実施したことから、成果活動に直結する内容に特化した研修を実施することができた。当

初は、プロジェクト開始後の早い段階で実施することにより、より具体的なイメージを持っ

た上でプロジェクト活動を実施することを予定していたが、スケジュール調整等の要因が

重なりプロジェクト開始後約 2 年が経過した段階で開催したが、日本側からの事前のイン

プットの内容を確認する上で非常に有効であったと考える。 

(2) 運営体制の課題 

1) 日本側専門家の限定的なアサイメント従事期間によるフォローアップ難しさ 

成果１の日本人専門家の派遣期間は、プロジェクト全体に対し限定的であり、派遣スパン

が半年に 1 回となっている。その関係から前回の継続的な協議から半年もの期間時間が空

いてしまうことから、メールベースでの支援を実施したが、限界があり、半年のギャップ

を取り戻す為に、派遣直後に同じ内容の協議を実施する必要がある等問題が発生した。 

2) C/P の交代による影響 

どのようなプロジェクトでもあり得ることであるが、C/P の異動や退職等に伴い、後任に対

するこれまでの活動のインプットに費やす時間に伴い、活動の手戻りや遅れが成果１の活

動でも発生した。特に、耐震計画策定及び建築物の行政指導書案の策定担当がプロジェク

ト開始当初から 2 回交代する結果となった。C/P の交代については、適切な後任への引き継

ぎにより影響を 小限に抑えるように C/P 側に依頼しているが、今回のケースは辞職に伴

う交代であり、引き継ぎは皆無に等しく、プロジェクト活動実施に大きな影響を与えた。 

3) GISエンジニアの雇用による効果的な活動の実施 

TDMMO では、現在多くの独自のプロジェクトが進行しているが、GIS 担当職員が 2 名の

みであり、プロジェクト活動への影響が懸念された。GIS 技術の技術移転も本プロジェク

トに含まれているが、技術移転の必要がない基礎的なデジタイズ作業に貴重なリソースの

時間を費やすことはプロジェクト実施上効率的ではないことから、GIS エンジニアを雇用

し効果的に活動を進めた。また、GIS エンジニアを雇用したことから、緊急道路ネットワー

ク設定の各種詳細検討にも時間を割けるようになり、より高度な検討を重ねた緊急道路

ネットワークを設定することが可能となった。また、成果の持続発展性の確保の視点から、

専門家チームでの独自の解析等は実施せず、C/P 側の PC を使い、データの整備、解析を一

元的に実施した。 
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3.2.2 課題に対する工夫 

(1) 業務実施方法の課題に対する工夫 

1) 成果の活動内容合意に時間を要したことによるプロジェクト活動の遅れに対する工夫 

成果１では、テヘラン市における震災発生時の緊急対応を円滑に実施するために必要な緊

急道路ネットワークの設定、この実現に必要な各種計画の策定、策定した計画の実行性を

確認するための訓練の実施、活動内容及び分野の理解を深めるためのセミナーの開催等多

くの活動を含むが、プロジェクト開始後の遅れを取り戻す為、日本側、イラン側双方が

終成果の明確なイメージを持つことが必要であり、この実現の為、上記の大きな枠組みに

分割して、日本人専門家の派遣期間には 1 日 2 回のペースで議論・ＷＳを開催し、日本人

専門家の不在時に C/P 側で活動を進められるようにした。また、メールをベースにしたフォ

ローアップ、本邦研修時を活用したフォローアップ等も実施した。C/P の多大な努力もあり、

終的には当初予定していた以上の成果を得ることができたと考える。当然のことではあ

るが、プロジェクト実施には、双方の信頼関係が 重要であり、コミュニケーションを密

にとることに重点を置いて活動してきたことが起因すると考える。 

(2) 運営体制の課題に対する工夫 

1) 日本側専門家の限定的なアサインメント従事期間によるフォローアップの難しさに対する工

夫 

前述したプロジェクト開始当初の遅れを挽回するための工夫と同じであるが、アサインメ

ント従事期間が少ないことによる影響を 小限にする為、派遣期間中の時間配分と不在中

のフォローアップを適切に実施しながらさらなる遅れが発生しないように活動を進めた。

また、プロジェクト実施段階で、ライフラインについては、データ提供の制限と既存の設

計指針の存在から活動が限定的になった一方、橋梁耐震計画については、当初想定よりも

多くの業務量が発生したことから、専門家のアサインを適正に再配置して対応した。また、

全体の遅れを取り戻す為、総括のアサインを副総括兼成果１リーダーのアサインに付け替

えて対応した。この効果により 終的には遅れを挽回すると同時に、派遣期間が限定的で

はあったが、成果１の活動を終えることができた。 

2) C/P の交代による影響を軽減するための工夫 

どのようなプロジェクトでもあり得ることであるが、C/P の異動や退職に伴う交代はプロ

ジェクトの進捗に大きく影響する。多くの場合、適切に引き継ぎが実施された例は少なく、

本プロジェクトにおいても引き継ぎは適切に実施されておらず、説明を再度実施する必要

があり、限定的な派遣時間を圧迫した。本プロジェクトでは技術移転を実施する際、多く

の資料を PPT や取りまとめた資料として残しており、議事録も全ての会議において残すよ

うにしている。その為、再度の説明にはこれら資料を使うことにより説明の時間は必要で

あるが 小限の時間で説明ができる。このような工夫をすることにより影響を 小限にす

るよう努めた。 

3.2.3 教訓 

(1) プロジェクト開始時のプロジェクト活動内容の合意形成に伴う影響 

前述したように、プロジェクト開始時に成果１の活動項目については、TDMMO 側からの

強い意向により、専門家側との協議を通じて詳細活動項目も含め、合意してから開始する

必要があった。また、テヘラン市が IUST に発注し、同種の調査が始まっていたことから、
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成果１の活動をどのように実施していくかを開始前に確定する必要があった。これは、限

定的な成果１の専門家のアサインメント期間を大きく圧迫した。また、成果１の活動は

TDMMO の通常業務の一部として実施していることから、活動内容をさらに掘り下げて実

施したい意向もあり、プロジェクトのスケジュールとは必ずしも一致せずに各活動の実ス

ケジュールに遅れが生じる一因となった。TDMMO 側によるさらに詳細な活動は歓迎され

るが、プロジェクトとしての成果の重要性を C/P に理解させ、プロジェクト実施後に活動

を継続してもらうよう働きかけた。案件形成時に近年 TDMMO 側で実施されている脆弱性

評価手法の情報及び内容の合意形成がされていれば、このような遅れは 小限に押さえら

れたと考える。 

(2) 脆弱性評価手法等の双方の認識の違いによる影響 

日本の支援によるプロジェクトであること、マイクロゾーニング調査において日本の手法

を適用していることから、各種解析手法については、比較検討のうえ、日本の手法を基本

として実施することとして活動を実施した。CP 側が独自で実施している活動も多々あるこ

とから、他国、特にアメリカ合衆国の手法で近年独自の評価を実施する場合と、2 種類の手

法で実施する場合とがあり、通常よりも作業量が増える結果となった。将来的に、マイク

ロゾーニング調査結果を再評価する場合には、これら適用手法の問題が出てくる可能性が

高いことから計画段階において留意する必要がある。 

 成果 2 3.3

3.3.1 プロジェクト実施運営上の課題 

(1) 業務実施上の課題 

1) 防災博物館の設立に向けた認識の違い 

効果的な展示、また運営しやすい防災博物館を造るには、その機能と内容の検討を行われ

るべきであるが、TDMMO 側では、本プロジェクト開始当初より防災博物館の施設建設の

みを推し進め、建物を建てれば中身は後からついてくると考える傾向があった。 

本防災博物館は、いわゆる防災館ではなく、博物館的展示機能も有するのであれば、展示

物・情報が必要であるが、テヘラン市では近年大災害の経験はないことから、展示物・情

報を所有していない。その為、その収集から実施する必要があった。 

2) 敷地の変更と地盤調査に伴う設計作業の遅れ 

防災博物館の敷地については、プロジェクト開始当初は 17 区のヴェラヤット公園内の土地

（１ha、平坦）が予定されており、1 年次にはその敷地を対象とする施設の検討を行ってい

た。しかし、2,013 年 1 月になり、急遽 22 区の敷地（3ha、傾斜地）に変更になり、新た

な条件での検討を行うことになった。 

その後、半年ほど遅れて設計コンサルタントが選定され、半年ほどかけて基本構想業務を

行ったが、その構想案の選定と承認に 5 か月程を要した。 

その後、2014 年 4 月より設計業務を再開したものの、2014 年 5 月には当該敷地が、後背の

山地からの地滑り被害を受ける可能性があることが指摘され、その検証のための調査が実

施されることになり、設計業務が中断されることになった。地滑りの可能性については、

想定される被害は限定されていることから、2014 年 9 月には基本設計業務が再開されたも

のの、地盤調査結果を待って 終化することになっている。 
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3) 具体的な防災博物館事例に関する知識不足 

防災博物館の構想については、過去の JICA 研修等で C/P の責任者のみ日本の防災博物館

を訪れたことがあったが、各担当者の間では、写真等で見たことがあるだけで、具体的な

イメージを掴み切れない部分があった。そのため、展示内容の検討より、施設計画のみを

優先させる傾向があった。 

4) 過去の災害からの経験・教訓に関する情報収集 

市民教育計画を改善するにあたっての特徴は、大きく分けて 2 つあり、1)災害への備えに対

するモチベーションに着目し、モチベーションを上げるための教育内容を盛り込むこと、

2)過去のイランでの災害の状況、経験、教訓を盛り込み、災害への対応を時系列に順序立て

て、論理的に考える判断材料を示し、さらには経験者しか語れない身につまされる話しや、

説得力のある説明により、災害準備への行動を起こすためのモチベーションを上げること

であった。 

このため、イラン国内で起こった災害での教訓や体験談を書籍、インタビューなどにより

収集しようと試みた。後に博物館でも活用することを考えていた。 

しかし、災害対応経験が豊富と考えられる組織のレポートを入手することは叶わず、また、

インターネットや書籍を傭人により発掘しようと試みたが、反政府的な見解も集約されて

しまう懸念があり、案件当初のこのような試みは途中で頓挫した。 

案件が進むにつれて、日本へ研修に行った C/P もあり、これらの情報収集の必要性も十分

に理解されたため、再度同様の試みを行った。しかし、組織上層部への理解促進は容易で

はなかった。 

5) 市民組織との連携 

防災訓練は、既に関係機関が連携する大規模なものはできるようになっており、今後は小

規模な街区レベルのものを高頻度に実施するように改善することを目指した。より小規模

な街区レベルで実施するには、地域に根差した市民組織と連携することが効果的であるが、

地域によっては、防災組織が十分に根差していないケースや、宗教組織は問題がなかった

が、行政官の意識として、市民組織を活用することに対して、まだ柔軟とは言えないケー

スもあり、スムーズに受け入れられないこともあった。 

6) 日本の事例からの学び 

日本とは環境も大幅に異なる社会環境下にいる C/P に日本の事例を説明しても、実感とし

て湧かないことが多く、日本側から本当に伝えたいことを 100％イラン側が受け取る、また

は、十分理解することは C/P にとって大変困難であった。 

(2) 運営体制の課題 

1) 防災博物館設立に向けた C/P 側の体制 

本プロジェクトの開始当初、防災博物館の計画は施設主体で始まっており、C/P は技術・建

設部門のみであった。また、施設・展示設計に関しても、この技術・建設部門は主に土木

構造物、防災関連施設の建設を主に行っている部署のため、建築的・展示計画的要素への

対応可能な人材はいない状況であった。 
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一方で、防災博物館建設は、テヘラン市側でも重視している案件だということで、実施に

向けた本格的な取組を行う必要があり、本プロジェクトによる限られた専門家の投入のみ

では C/P 側で設計・入札・建設まで対応できる体制にはなかった。 

2) C/P 側責任者の交代と体制変更による遅れ 

3 年次になり、急遽 C/P の責任者が他界したことに伴い TDMMO 内の組織変更、2 部門の

合併、C/P 側責任者の交代が発生した。幸い、後任の責任者も、教育側から当初より防災博

物館計画に関わっていたため比較的スムーズに引き継がれたものの、敷地調査業務、設計

業務等に関する遅れが生じることとなった。 

3) 閉ざされがちな情報 

本案件には、関係機関がこれまで実施してきた市民に対する防災教育・訓練の内容をヒア

リングする活動が含まれていた。他国ならば、関係機関を訪問し、相手機関の人的、組織

的なキャパシティも知覚する情報も加わり、成果品なども共有した上でヒアリングを行え

るのが通常である。しかし、イランでは著作権に対する概念は、研究者であっても非常に

異なっており、また、行政機関同士でも、組織外に情報が流出することを極端に留意する

組織文化がある。このため、機関の情報はなかなか共有されにくく、機密事項として閉ざ

されがちであった。また、極端に留意しなくてはならない人や組織もあり、当初計画して

いたような活動に関して柔軟に対応する必要があった。特に、C/P とのやり取りは信頼関係

が築けた後でも独特の慣行があり、障害物が立ちはだかることも多々あった。それでも、

専門家がイランに滞在している間は、直接話すことで、何等かの進展はあるものの、専門

家が不在の間にメールベースで進めようとすると、証拠が残ってしまうため、 初のうち

は全く進まないのが常であったし、信頼関係が十分に築けたプロジェクトの後半において

も、C/P も婉曲な表現で返答するものの、結局は進まないことが常であった。 

3.3.2 課題に対する工夫 

(1) 業務実施方法の課題に対する工夫 

1) 防災博物館の設立に向けた認識の違い 

博物館設計に関しては、その運営計画、展示計画等を反映したものとすべきである点、及

び工期上の問題等を繰り返し説明してきた結果、C/P を中心に徐々に理解を得られるように

なり、展示コンサルタントの雇用、情報・資料収集がようやく動きつつある。 

特に、展示情報・資料の収集については、1 年次のプレ調査の結果、その難しさを認識する

ことになり、その後外部委託案を勧めているものの、進んでいなかった。しかし、大学の

教授の支援や他の被災地の防災局呼びかけ等が改めて開始されることとなった。 

2) 敷地の変更と地盤調査に伴う設計作業の遅れ 

敷地の規模、形状等の変更により、施設のコンセプトは大きく変更となったが、施設の構

成、内容等に関する議論については、敷地が変更となっても継続できる内容であり、当初

の敷地で検討した内容を設計コンサルタント選定の仕様書に使用することで、時間の節約

を行った。 
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3) 防災博物館に関する知識不足 

C/P の各担当者の博物館の計画、展示等に関する理解を深めるため、1 年目はテヘラン市内

の新設博物館の見学、運営機関への博物館設立準備の経験のヒアリング等を行った。この

ことは博物館設立準備に必要な事項、展示シナリオの重要性等を理解する助けとなった。 

また C/P 側の都合により１年次の研修に組み入れることはできなかったものの、2 年次の本

邦研修にて幾つかの防災博物館を実際に見学し体験してもらうことができた。 

4) 過去の災害からの経験・教訓に関する情報収集に対する工夫 

過去の事実で市民教育には有益でも、行政官にとって必ずしも有益でない情報もあり行政

官の懸念も理解できる。自国での経験が も市民にも影響力を与えるものの、文化として

表現しづらい環境にあることは確かである。プロジェクトという時間的制約のある中で、

意識改革にベストは尽くした。意識改革にはそれぞれの思いや立場もあり、容易なことで

はない。但し、実務者レベルでは十分にその必要性を理解した。従って、機が熟した段階

で、イランなりのやり方を実務者が遂行することを念頭に、日本の過去の被災経験を事例

として、情報の取りまとめ方や市民教育での活用方法について実務者レベルで理解を深め、

その手法を伝達するまでに留めた。 

情報収集については、人と防災未来センターの国内支援委員の方から、過去の災害に関す

る一次資料収集の重要性、及び資料入手の所有権、展示許可取得等に関する手続きの重要

性等について現地にてイラン側に説明していただき、イラン側にもその重要性を認識させ

ることができた。 

5) 市民組織との連携に関する工夫 

パイロット地区である 1 区では、既に防災に特化した市民組織が活動を行っており、

DAVAM グループの育成も担っている。このため、機動力のある地域に根差した市民組織

の役割を防災訓練実施ガイドラインに規定し、市民組織を地域の防災訓練に取り込むフ

レームワークを提案した。また、実践訓練を実施することによりこれを検証した。 

6) 日本の事例からの学びに関する工夫 

過去の案件では、女性の C/P の参加は、ほぼ絶望的で望みも殆どなかったが、成果 2 の C/P
は殆どが女性である中、本案件の成果 2 の C/P 研修では、5 名中 3 名が女性で、しかも日々

協働作業を行っていた C/P が来日を果たせた。これらの C/P が本邦研修で行政、コンサル

タント、NGO、市民など異なる立場の防災アクターの状況をつぶさに目の当たりにし、各

アクターの役割分担、取組姿勢、防災に対する考え方、参加者が実感して学ぶ教育手法な

どを学ぶことで、その後の現地での活動は大変円滑に進んだ。日本側が伝えようとするこ

とに対しても想像力が働き、よく理解されていると感じることができた。また、C/P の間で

も日本での状況を他の C/P に共有し、その後のプロジェクト実施に大変有効であった。 

(2) 運営体制の課題に対する工夫 

1) 防災博物館設立に向けた C/P 側の体制 

C/P 側の体制に関しては、技術・建設部門のメンバーに加え、防災博物館の運営・活動計画

の主体となる教育・市民参加部門及び減災・リスク軽減部門からのメンバーを含む防災博

物館準備チームの形成、及び技術・建設部門への建築関連の人材の補強をしてもらった。

これにより、展示内容、教育内容を併せた検討をスムーズに行うことが可能となった他、

部門横断的に議論を行うことにより、防災博物館の設立に向けた協力体制が構築されつつ
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あることは、今後の実現に向けた取組でも有効であると考えられる。今後は、現在の準備

チームをコアとして、広報や財務部門等も含む防災博物館準備室を設立し、より総括的な

準備体制を整えることを推奨している。 

また、設計等の業務に関しては、施設設計及び展示設計に関するコンサルタントの雇用を

行うことを提案し、専門家からはその仕様書の作成等を支援することとした。展示コンサ

ルタントについては、施設設計業務の遅れを理由に雇用が遅れているが、近々雇用手続き

が開始される予定である。ただし、展示資料の収集に関する部分の外部委託については、

TDMMO 内部の承認に時間がかかっている。 

2) 情報提供への配慮 

案件に必要な情報であっても、なかなか出てこないことがあった。このため、日本側から

のインプットをできる限り多くすることや情報管理担当者にも高頻度で多くの情報を提供

し、情報を出しやすくする配慮を行った。また、計画通りに進まなくても、C/P からの情報

提供については、無理強いすることなく、組織内の立場に配慮して、柔軟に対応した。 

3.3.3 教訓 

(1) 防災博物館の設立に向けた認識の違い 

博物館の設立に当たっては、その運営計画の検討や展示資料収集を早い段階から行う必要

がある点について、C/P 側で決定権を持つ上層部の理解を得ることに時間を要し、作業が進

まなかった。C/P 研修にて、直接の担当者のみならず上層部も防災博物館を見学したことが

重要なきっかけとなっており、出来るだけ早い段階で C/P の本邦研修の実施を行うことが

有効であると考える。 

また出来ることなら、プロジェクトのデザインの段階から、防災博物館の内容に関する検

討が行われていれば、より適切な専門家の投入量と時期の計画に有効だと考えられる。 

(2) 具体的な防災博物館事例に関する知識 

2 年次の本邦研修にて幾つかの防災博物館を実際に見学し、実際に体験してもらうことがで

きたことは、その後の博物館設立に向けた取組上、非常に有効であった。特に、被災の経

験をただ悲惨なものとして伝えるのではなく、そこからの教訓、対策へと、メッセージ性

のある展示にすることの重要性、またどのような展示が印象的で有効か等、運営計画の検

討に当たって、その検討密度を加速度的に向上させることにつながった。 

(3) 防災博物館設立に向けた C/P 側の体制 

TDMMO では、大学や NGO など関連機関との連携活動も多く、ネットワークは有してい

るが、博物館の準備に関して具体的にかつ正式に協力を得るには至らなかった。プロジェ

クトの早期段階から、上層部の理解を求めて他機関との協力体制の構築を行うことが今後

の活動には有効であると考えられる。 

(4) 過去の災害からの経験・教訓に関する情報収集に関する教訓 

継続が不可能と示唆された活動であっても、一度で諦めずに C/P 研修で日本の試みやその

効果をよく知ってもらったことで、時間を置いて再度、理解を得るように努力し、人事異

動のない C/P に十分に必要性を実感させ、能力向上は図っておき、将来、社会情勢やトッ

プの意向次第で進められる可能性につなげておくことは重要である。 
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(5) 閉ざされがちな情報への対応 

情報管理に厳しい国では、情報がなくともやり取りの中で内容を推し量り、業務を進めな

くてはならないこともある。どうしてもなくてはならない情報については、相手側からだ

けでなく、日本側から、相手側が益すると判断するような魅力的な情報提供を行い、相手

側の情報が提供されることにより、さらに相手側がより多くの恩恵を受けることを、情報

管理役に対して C/P が良く説明できるように配慮することが重要である。 

(6) 市民組織との連携に関する教訓 

まずは、理想形を示しつつも、C/P との押し引きの中で、状況に見合った到達目標に合せて

いくことが重要である。 

(7) 女性 C/P の本邦研修参加に関する教訓 

C/P 研修の人選は、組織のトップが中間管理職の意見を仰ぎつつ、意思決定を行っていた。

機会あるごとにトップに対して女性 C/P のパフォーマンスに対する評価や余人を持って代

えがたいことを説明し、信頼のおける C/P と密に連携し、C/P が一致団結して側面支援を

行うことが重要である。 

 

 成果 3 3.4

3.4.1 プロジェクト実施運営上の課題 

(1) 業務実施方法の課題 

1) 技術協力プロジェクトにおけるシステム開発 

成果３の活動は、単に講義をして理解すればよいというものではなく、実際に稼働するシ

ステムを開発しなければならないものであった。技術移転の範囲は多岐に渡り、そのレベ

ルも理論から実践、さらには技術監理にまで至っている。 

活動 3-3 では、日本の緊急地震速報システムと同じアルゴリズムを提供するには気象庁の協

力が不可欠だが、協力が得られなかった上に、高度な通信ネットワーク環境と稠密な観測

点配置が不可欠なのに対し、今回の実験的システムでは通信インフラから構築しなければ

ならず、観測点も４地点に限られており仕様を確定するのが困難だった。 

活動 3-5 では既存システムのソースコードの解読から始まり、改造および追加プログラミン

グが主な作業であったが、TDMMO というテヘラン市の防災機関のスタッフにプログラミ

ングの高度な技術を要求するのは本質的ではなかったため、活動内容を再考する必要が

あった。 

2) 経済制裁下での機材の調達 

プロジェクト開始早々に国際的経済制裁が強化され、当初予定されていた必要な機材のイ

ランへの輸入が不可能となったり、大きく納期が遅れたりした。 

また、制裁の長期化に伴い、イランリアルが暴落し機材購入費やソフトウェア開発費が高

騰した。これにより、予算内で購入できる機材の個数が減少したり、見積合わせで購入で

きていたものが一般入札になったり、指名入札になったりした。それにより、スケジュー

ルは数ヶ月単位で遅れた。 
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3) 専門家の派遣のタイミング 

専門家派遣の当初計画は、必要な機材が納品されるタイミングでその機材を用いたシステ

ム構築等を行うように考慮されていたが、上記の影響により納期が不確実となり、派遣の

タイミングを図るのが困難となった。 

(2) 運営体制の課題 

1) 特定の C/P への負荷の集中 

上記プロジェクトマネージャー不在の影響もあり、特定のC/Pに負荷が集中することとなっ

た。全体を理解している C/P が一人しかいないため、本来プロジェクトマネージャーが対

応すべき業務がその C/P に集中し、本来の活動に影響した。 

3.4.2 課題に対する工夫 

(1) 業務実施方法の課題に対する工夫 

1) 技術協力プロジェクトにおけるシステム開発 

要所要所ではセミナーやワークショップの形式を取ったが、基本的には OJT を主体として

活動した。TDMMO の職員にとって本質的でない業務に関しては民間業者や研究機関等に

外注することを助言し、外注の技術監理を支援した。活動 3-3 の地震早期警報システムでは、

公開された技術資料をもとに関係者への聞き取り調査結果も含めてシステムの基本仕様を

確定した。サーバー側ソフトウェアの仕様は 4 観測点しかないことやテヘラン市周辺の状

況を考慮して C/P との協議を通じて、気象庁システムとは異なったアルゴリズムで 終的

な仕様を策定した。 

2) 経済制裁下での機材の調達 

当初予定していた地震計と処理器は供与することができなくなった。業者の選定、性能の

調査から始め、振動台による性能試験および 1 ヶ月間の自然地震観測データの解析による

性能試験を経て、スイス国ジオシグ社の製品を調達、供与した。製造元のジオシグ社およ

びイラン国での代理店である PerseSanco 社に対する納期短縮交渉により、当初計画から

4 ヶ月の遅れに留めた。 

TDMMO の予算で購入予定の増設用地震計および処理器は 10 基の予定が 4 基となった。納

期も 6 ヶ月以上となり配置が遅れた。 

イランリアルの暴落により、活動 3-3 で使用するソフトウェア開発の価格が高騰し見積合わ

せでよかったところ随契手続きとなり 2 ヶ月遅れた。また通信機材の調達は指名競争入札

となり 3 ヶ月遅れた。 

経済制裁は外的要因で不可抗力であるが、場合によっては機材の調達が不可能となり成果

３のみならずプロジェクト全体の進行に大きな支障を与えることも考えられる中で、 終

的に６ヶ月の延長に留められたのは、先を見越した業者との交渉やソフトウェア開発の加

速によるが、一方で、当初から前プロジェクトで使用した機材ばかりでなくジオシグ社製

品やその他機種も並行して調達の準備を進めておけばプロジェクトの遅延をさらに少なく

することができたのではないかとの思いがある。 
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3) 専門家の派遣のタイミング 

当初からある程度の安全を見込んだ計画を立てており、また予め予定が変更になりそうな

場合は派遣時期をずらす等の工夫をした。しかし、活動 3-3 で使用する通信機材の納品が遅

れると分かったのは加藤専門家が派遣される前日、しかも休日であった。前日に予定を変

更することは関係者への連絡や手続き上、困難であり休日ではなおさらである。もともと

半年前に納品されているべきものであって半年の余裕を見た結果だが、もう少し情報が早

ければ対応も可能であったと推察される。プロジェクトマネージャー不在の影響もあり情

報の流れが悪くなっていたのも原因のひとつである。 

(2) 運営体制の課題に対する工夫 

1) 特定の C/P への負荷の集中 

成果 3 の専門家 4 名の派遣時期をなるべく重ならないようにして特定の負荷の高い C/P の

業務を低減した。一方で成果 3 は例えば活動 3-2 や 3-3 と 3-4 は密接に関連しているなど、

派遣時期を同じ時期とした方が活動の効率が上がるが、C/P の身体は一つなので、やむを得

ず派遣時期をずらすこととした。当然、C/P の従事人数を増加するなど、根本的な解決策を

取り得たがが、先方の事情により実現しなかった。 

3.4.3 教訓 

(1) 常に二の手三の手を想定すること 

ワークプランや PO 通りに進行するためには、逆説的だがワークプランや PO 通りには進ま

ないことを前提として、二の手三の手を常に意識の中に持たなければならない。必ずトラ

ブルや障害は起こり、試みることは失敗するということを前提に、常に現在進行している

ことがうまくいかない場合を想定し、その場合はこうする、という意識で活動することが

結果的に良い成果をもたらす。 

(2) OJT の効果 

成果３のような実際に稼働するシステムの開発を行う場合にはワークショップやセミナー

では十分でなく、OJT が も有効である。例えば、地震計設置は口頭で説明したところで

できるものではない。共同で作業を実施する中で信頼関係も熟成されノウハウを伝授する

ことができる。 

(3) 地に足をつけた技術開発 

TDMMO のアドバイザーは大学や研究機関の博士号所持者である。技術的に高度な事項は

アドバイザーが対応したが、学者の意見は実用的でない場合が多かった。理論や学術的興

味に走りすぎず、現時点で達成できる も実用的な成果を追求する方向（地に足をつけた

技術開発）に活動を制御することが良い成果をもたらす。 
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 各活動における今後の課題・イラン側が実施すべき事項、イラン側の関与と能力3.5
向上 

各活動における検討過程での課題及び課題解決に向けたプロセス、今後の課題、イラン側

が実施すべき事項は、表 3.5.1 に示すとおりである。 

また、各成果におけるイラン側 C/P の関与と、能力向上への寄与については、表 3.5.2~表 
3.5.4 に示すとおりである。 
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表 3.5.1 各活動における検討過程での課題及び課題解決に向けたプロセス、今後の課題、イラン側が実施すべき事項 

活動項目 検討過程での課題及び課題解決に向けたプロセス 今後の課題 イラン側が実施すべき事項 

 

成果 1 

1-1 

テヘラン市の拡大や市内外の

重要拠点の位置を考慮した緊

急道路ネットワークの改善 

テヘラン市の平常時からの慢性的に混雑した交通状況、交通マナーの粗雑

さから、地震時に緊急道路ネットワークの全路線網から一般車両を完全に

規制することは困難と思われる。そのため、緊急道路ネットワークの設定

においては、緊急道路ネットワーク上の車線の一部について、一般車両を

通行可能とする案がイラン側から出された。専門家チームからは、交通規

制の難しさから、緊急車両専用とすべきとの意見を出し議論を行った。テ

ヘラン市の交通状況の実態及びイラン側の主張を尊重し、緊急道路ネット

ワーク内で BRT レーンが併設されている路線においては、 BRT レーンを緊

急車両専用路線として利用すること、交通規制箇所が 低限となること等

を考慮・検討し、緊急道路ネットワークを設定した。 

緊急道路ネットワークは各関係機関及び住民に

事前に周知・徹底されなければ、地震時に緊急道

路ネットワークとして、緊急車両が円滑に通行で

きる機能を発揮することができない。今後は、設

定した緊急道路ネットワークが効果的に運用さ

れるよう、周知・徹底方策を検討する必要がある。 

TDMMO は、交通警察等と連携し、緊急道路ネットワークの周

知・徹底を図ることが望まれる。特に緊急対応に従事する機

関には緊急道路ネットワークの説明を行い、通行が可能とな

る路線の徹底を図る必要がある。また、緊急車両のために標

章の作成、交付等も考慮する必要がある。これらは日本の事

例を専門家及び本邦研修を通じて情報提供を行った。さら

に、住民に対しては、パンフレット等の周知用の広報資料を

作成するとともに、緊急道路ネットワーク指定にかかる情報

を道路標識もしくは案内板等として新規に設置することも

検討する必要がある。これらは既に TDMMO 内部で準備、検討

が進められている。 

1-2 

空輸、鉄道や地下鉄等の他の

交通手段も考慮した緊急道路

ネットワークの多重・代替計

画の策定 

緊急道路ネットワークの一部が被害を受けた場合でも応急対応、緊急輸送

が可能となるように、緊急道路ネットワークにはリダンダンシーの確保が

求められる。プロジェクト開始当初は、緊急道路ネットワークの多重・代

替に関する意義について双方で乖離が生じた。イラン側は、設定した緊急

道路ネットワークとは別に、多重・代替計画を策定することを想定してい

たが、専門家チームは日本の事例及び運用面の簡素化を考慮し、設定する

緊急道路ネットワーク自体が多重・代替路を含んだものであるべきと助言

した。度重なる打合せとプレゼン等を活用し説得し、 終的には専門家チー

ムが助言した形で策定することとなった。 

他の交通手段の活用については、路線図等を緊急

道路ネットワークと重ね合せて表示することと

したが、特に地下鉄については今後さらに開発さ

れることが予定されているため、これらを含めて

改訂していくことが求められる。 

他の交通手段の活用については、実際の運用を考慮した各機

関との調整、関係構築が望まれる。具体的には SOP への具体

的な記載と、訓練等を活用した関係機関との連携強化を図る

ことが必要であると考える。 

1-3 

ライフラインである給水、ガ

ス、電気、通信等の拠点やラ

イン、及びそれらとの相互影

響を含む観点からの緊急道路

ネットワークの脆弱性の評価 

ライフラインの多くは線状構造物であるとともに地中埋設物のため、日常

生活に密着しているものの目視による現状の把握が困難なこと、保安管理

上の問題から情報入手に制限を受けていること、また延長規模が大きく、

管理主体はテヘラン市当局ではなく、それぞれの企業であることが検討の

過程で大きな課題となった。このため、情報収集にあたっては打合せやプ

レゼンテーションを通じてイラン側への働きかけにつとめた。緊急道路

ネットワークとライフラインが交差する地区は地震時の道路啓開に支障が

発生するリスクが高く、今後のイラン側の取り組みにおいて重要視してい

く必要があることを共有して資料収集、整理にあたった。 

本邦のライフライン被害想定手法については、プ

レゼンテーションをはじめイラン側との打合せ

において紹介し緊急道路ネットワークの脆弱性

の評価に適用することを提案したが、イラン側は

これまで米国 HAZUS の手法に習熟していること、

本邦手法の適用に必要なライフライン施設の詳

細情報の取得が叶わなかったことから米国 HAZUS

の手法を適用した。今後は、緊急道路ネットワー

クとライフラインの関係性をさらに把握すると

ともに、道路横断箇所など危険箇所のライフライ

ン施設の諸元把握に努める必要がある。 

行政指導書（案）を通じて、緊急道路ネットワークがライフ

ライン施設と交差、隣接することが地震時に道路啓開に二次

的被害を及ぼすリスクがあることが、各ライフライン施設管

理主体に発信されたことは、全体として地震防災力の向上に

寄与したと考えられる。今後は、緊急道路ネットワークとラ

イフラインの関係性をさらに把握するとともに、道路横断箇

所など危険箇所のライフライン施設の諸元把握の上、緊急道

路ネットワークの脆弱性の評価を深度化していくことが期

待される。 

1-4 

橋梁やトンネルを含む緊急道

路ネットワークの脆弱性に対

する耐震対策計画の策定 

道路構造物の中の耐震性能としては、橋梁の脆弱性が顕著であったため、

橋梁に着目して、橋梁の耐震性能評価を中心に検討を進めた。橋梁の耐震

性能評価を行う上で、橋梁の構造形状や内部鉄筋の径や配置などの情報が

必要となるが、それらの情報の入手が不可能であった。そこで、主要橋梁

の構造形状は現地で直接、寸法を計測し、内部鉄筋の配置等については、

テヘラン市で供用されている橋梁の標準図を入手して推定した。 

橋梁の耐震性評価方法として、日本で使用されている地震時保有水平耐力

法を説明し、主要橋梁について同方法により CP 側で計算を行い、CP 側で耐

震性評価を行った。 

耐震性能が不足する橋梁の耐震補強方法については、テヘラン市の事例に

ついて現地踏査で確認した結果を踏まえて日本の補強工法を説明した。 

橋梁の耐震性能評価については、推定情報に基づ

くものが多いため、内部鉄筋等を正確に計測し、

主要橋梁の耐震性能評価の精度を向上させる必

要がある。 

日本でも、既設橋梁の仕様が不明な場合は、現地にて構造形

状の計測や内部鉄筋を削りだし、配筋状況を計測した上で、

耐震性能を評価している。同様の手法により、耐震性能評価

の精度を向上させていく必要がある。 
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活動項目 検討過程での課題及び課題解決に向けたプロセス 今後の課題 イラン側が実施すべき事項 

成果 1 

1-5 

震災後の道路障害物の除去、

将来的な緊急道路ネットワー

クの改定や拡大の手法を含

む、緊急道路ネットワークの

維持・管理計画の策定 

緊急道路ネットワークの維持・管理計画は、当初、将来の緊急道路ネット

ワークの改定ができるための改定手順を示した「緊急道路ネットワーク改

定マニュアル」及び震災後に道路啓開、交通規制等を実施したうえでの緊

急道路ネットワークの確保実施手順をまとめた「緊急道路ネットワーク確

保応急手順書（SOP）」の 2部構成を検討していた。しかし、イラン側の強

い意向で、プロジェクト成果とは別途、各活動に沿った活動報告書を作成

することから、前者はその別冊報告書に含まれため、後者のみを成果品と

しては扱うこととなった。「緊急道路ネットワーク確保応急手順書（SOP）」

については、構成を考える上で、イラン国での運用の実績がないことから、

日本の事例を示しながら、ステップ毎に協議をして SOP の策定をイラン側

主体で進めていった。関係機関の列挙と、それぞれの役割分担の明確化、

各活動の手順を検討する段階で、イランにおける実施上の問題点を議論し、

一つ一つ合意形成を図りながら作成していった。SOP の構成については、双

方での意見の相違はあったが、イラン側の意見を 大限尊重して作成した。

「緊急道路ネットワーク確保応急手順書（SOP）」

は、関係機関が実際の運用に向けて正式なマニュ

アルとして承認し、運用する必要がある。また、

活動手順の詳細化等、内容のさらなる充実と明確

化の努力が必要である。 

「緊急道路ネットワーク確保応急手順書（SOP）」の関係機

関へのさらなる周知と実際の運用に向けた手続きをTDMMOが

早急に実施する必要がある。 

1-6 

都市開発計画に含まれるべき

緊急道路ネットワークに接す

る構造物、ライフラインや建

築物の設計・建設・補強に際

しての行政指導書（案）の作

成 

行政指導書（案）については、当初、イラン側が分析調査の位置づけとし

て目次案を提示したが、ライフラインが TDMMO の直接指導が及ばない管理

主体であり、これは建築物の指導も同様であることから、緊急道路ネット

ワークの重要性、地震時のリスク軽減が重要であることを発信することが

大切である旨をイラン側との打合せによって明らかにし、作成に取り組ん

だ。 

緊急道路ネットワークに接する構造物、ライフラ

インなどは脆弱性評価に際しての情報取得に制

限が多分にあったこと、管理主体が TDMMO の直接

指導が及ばない管理主体であることから、緊急道

路ネットワーク啓開の重要を浸透させるととも

に、耐震化にあたって緊急道路ネットワークに接

するライフラインの優先順位を高めることなど

が課題である。 

緊急道路ネットワークを所管するTDMMOと各管理主体や建築

指導部局が趣旨を十分に理解したうえで緊急道路ネット

ワークの円滑な運用することが求められ、そのために頻繁に

ライフライン管理主体と意思疎通を図り、交差や隣接箇所の

状況の共有を行い、ネットワーク管理に資することが期待さ

れる。 

1-7 

C/P や交通運輸局等の関係機

関職員を対象にした緊急道路

ネットワークに関するセミ

ナーやワークショップの開催 

- - - 

1-8 

C/P や関係機関職員を対象に

した緊急道路ネットワークの

確保を考慮したシミュレー

ション（訓練）の開催 

プロジェクトのワークプランでは、プロジェクトで作成した計画等の実効

性を確認するため、DIG 方式の訓練を実施することを計画していた。しかし、

TDMMO 側から、より実災害時のシミュレーションに近い形式での訓練を実施

したいとの要望があった。しかし、訓練に対する経験が浅いため、2.2.8 に

示したようにステップアップ形式での訓練を実施し、高度化を図った。ま

た、成果 1の C/P は訓練経験の浅い災害抑止・軽減局の職員が主であった

が、訓練等に精通している教育局の職員も担当にし、技術移転を図ること

で、区レベル、コミュニティレベルへの展開にも配慮した。 

特に指揮所訓練（CPX）については、訓練の実施

自体が初めてであり、訓練の進め方で戸惑うこと

が多かった。今後は定期的に訓練を実施し、効果

的に課題を抽出できる仕組み構築が必要となる。 

課題で示したように、定期的に訓練を実施していくことが望

まれる。また、訓練の結果を、SOP の改訂に効果的に活用し

ていくとともに、訓練の実施自体を関係機関との連携強化の

場にしていくことが重要であると考える。 

 

成果 2 

2-1 
地震災害に対する市民意識の

現状調査 

これまで市民への防災教育を実施してきており、研修も 30 時間を超すよう

な長いものが多かった。より多くの市民に今後もアウトリーチするという

目標を持っているものの、どんな活動が防災対策に繋がっているかの科学

的な根拠に基づいたカリキュラムの策定が行われていなかった。 

今後は防災博物館での市民教育が行われる計画であり、経年的な変化を捉

えることも視野に、さらに博物館ビジターの防災教育の果たす役割の検証

も今後行うことを考慮し、災害意識調査の型を示した。 

市の社会局と連携した社会調査の実施 

または 

テヘラン市災害対応局としての調査を実施する

ための予算確保 

が課題である。 

市民教育マスタープランの見直しサイクル（5年）程度での

ターゲットグループ毎の教育プログラムのレビューを実施 

2-2 
過去に実施してきた市民向け

防災教育の内容と効果の検証 

地震防災研究機関である IIEES、UNDP、市教育局、消防局、赤新月社などと

の情報共有が困難であった。 

JICA 事務所の協力により UNDP 訪問の面会を取り付けた。 

国の状況や著作権などが保護されていない社会

の中で、どこまで情報共有を行えるかが課題であ

る。 

市の防災に関するテーマ別ワーキンググループでの調整や

経験の共有などが必要である。 

2-3 

既存の市民防災教育マスター

プランのレビュー、改善（短

期（2～3年）アクションプラ

ンの追加を含む） 

マスタープランの共有に 3か月以上必要であった。 情報共有に当局の許可などで時間がかかる。 5 か年毎程度のレビューと更新 
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活動項目 検討過程での課題及び課題解決に向けたプロセス 今後の課題 イラン側が実施すべき事項 

成果 2 

2-4 
市民教育訓練のツールと教材

の作成 
市民教育を実施する時間が長いこと（30 時間を超えるものも多い）。 

教育プログラムをコンパクトにし、実際の防災行

動に繋げられるような教育内容に改定すること。 

ターゲットグループ毎に教える内容を厳選しつつも、モチ

ベーションを上げる項目を効果的に取り入れ、教材を厳選す

る。 

2-5 

防災博物館の基本概念、展示

計画、展示シナリオ、配置計

画、必要スペース、展示機器

計画、展示設計図の作成、

終化 

＊防災博物館の計画に関する施設先行型の考え方が根強くあった。展示

物・展示内容の準備、及び運営計画との連携の重要性につき、事例の説明、

具体的な内容の検討の説明、また類似施設の視察等を通じて理解を深め、

展示シナリオ及び運営計画の検討、その内容の施設設計方針への反映を

行った。 

＊特に展示物・情報の収集の重要性について、国内支援委委員会のサポー

ト、CP 研修時の視察などを通じて担当者レベルの理解度をあげることがで

きたが、責任者の交代もあり、他機関との連携等が進まず情報収集に時間

がかかっている。 

＊施設設計に関しては、展示シナリオの検討に関する仕様書を準備して、

コンサルタントを雇用、設計を開始した。政治的問題、地盤問題等があり

設計作業は遅延しているが、展示計画についても TOR 等は作成済みである。

展示計画の TOR については運営計画の検討も反映済。 

＊効果的な博物館展示の実現、またスケジュール

通りの開館を目指すためには、展示物・情報の収

集の開始が必要であり、そのためには他機関及び

他県との連携が必要となる。 

施設計画： 

＊基本設計、詳細設計、積算と予算確保、入札図書作成 

＊建設業者の入札、建設工事（TDMMO は監理） 

展示計画： 

＊展示物/情報の収集（過去の大災害の被害情報、科学的情

報、被災者のエピソード、教訓等） 

＊収集した情報の選定と、展示用の手続き（譲渡、版権等）

＊展示コンサルタントの雇用と展示内容の詳細検討、監修体

制構築 

＊展示物の制作（映像、グラフィック、模型等） 

2-6 
防災博物館で実施する市民教

育計画とプログラムの作成 

来館者の短時間の来訪の機会を 大限に活かし、モチベーションを高め、

防災対策に繋げるようなプログラムを組み立て、常設の他に体験イベント

などによりリピーターを生み出す工夫を企画した。 

博物館への来館者にいかに防災に興味を持たせ

るか、工夫が必要である。 

的確なニーズ調査、来訪者のニーズへの対応、リピーター増

加のための工夫の打ち出し 

2-7 
防災博物館の運営・管理計画

の作成 

＊運営・管理計画の検討については、開館までに間があることからイラン

側の取組が進まなかったが、博物館設立準備チームが設立されたこと、こ

の準備チームに早めに検討することの重要性、検討すべき内容の説明、事

例の紹介等を行うことを通じて、運営管理計画の枠組みの検討案が準備さ

れた。 

＊運営管理計画枠組み検討案の枠組みについて、

組織レベルでの承認が必要となる。特に準備段階

の体制の承認と、設立準備室の設立が必要であ

る。 

防災博物館の設立準備に必要な主な事項： 

＊防災博物館設立準備室の設立 

＊防災博物館アドバイザリー委員会（外部）の設立 

＊運営・管理計画の作成（具体の検討） 

＊組織体制の検討と幹部人材雇用、スタッフの雇用 

＊オペレーションマニュアルの作成とスタッフトレーニン

グ 

＊展示教育プログラムの準備とイベント計画の準備 

＊広報・コミュニティ戦略の策定と広報マテリアルの作成 

＊テナント検討 防災博物館グッズの開発等 

2-8 

C/P 職員を対象にしたコミュ

ニティ防災に関するセミナー

やワークショップの開催 

体験型の学習や学習者の興味を引き出すような教授法は新しい課題であ

り、新しい発想に基づいて教育媒体を考えた。 
十分な数を確保した教材の作成 

理解しづらい内容を楽しく伝達する工夫は話術や話しの組

み立ての要素が大きい。参加者の反応を見つつ、改良を加え

ていく必要がある。 

2-9 

選定されたマハレにおけるパ

イロットプロジェクトとして

の緊急避難訓練の実施 

訓練を実施する区の実情を反映したガイドラインの作成が必要であった。

このため、区で DAVAM を育成している NGO の協力を得て、ドラフトを完成

させた。 

区以下のレベルで運用した結果をガイドライン

に反映させる。 

区で実施された訓練に関するレポートのレビューにより、ガ

イドラインを改定する。 

 

成果 3 3-1 

早期警報システム（QD&LE シス

テムを含む）の改善計画の作

成 

早期地震警報に対する理解不足。全体の活動を通じて OJT により理解を促

した。 
極めて多数の機関の調整。 作成された計画を元にして具体化する。 

3-2 

緊急地震速報システム（EEWS）

の将来の稼動を考慮した、テ

ヘラン市内の地震計ネット

ワーク改良計画の作成 

設置環境調査（現場作業）のノウハウがなかったため、現場作業を共同で

実施することによりノウハウを伝授した。 
特になし 作成された計画を元にして具体化する。 

3-3 

実験的地震早期警報システム

の導入、及び将来の開発に向

けたアクションプランの作成

（給水、電気、ガス、石油パ

イプライン、消防・安全対策、

地下鉄等の関係機関による必

要な措置を含む） 

日本の気象庁のアルゴリズムの理解不足、ソフトウェア開発の仕様書作成

技術の欠落、開発工程管理技術の欠落、IT 部門の守備範囲の狭さ等の課題

があったが、セミナーや技術会議、OJT によりある程度解決した。 

開発したパイロットシステムの詳細評価と実用

版開発のための改良点の抽出、実用版の仕様書作

成、開発工程管理、検査、関連機関との調整、市

民への教育、広報、法制化、観測点配置詳細計画

の策定、観測点地主との折衝、通信システムの選

定、通信規制局との折衝および許可申請、必要機

材の調達。 

アクションプランを元に実用版 EEWS の開発を進め、運用の

準備を進める。 
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活動項目 検討過程での課題及び課題解決に向けたプロセス 今後の課題 イラン側が実施すべき事項 

成果 3 

3-4 

通信システムの調査、適切な

システムの提案、バックアッ

プ回線の構築による、既存 QD

＆LE システムの通信システム

の強化 

業者丸投げ状態であったが、技術会議を繰り返し、理解を促した。 柔軟で頑健なネットワークの設計と実装 提案した通信システムを導入しネットワークを構築する 

3-5 

建物と人的被害推計以外の情

報表示項目の QD&LE システム

への追加 

多くの機能を同時に盛り込みたいという方針が先行し、詳細設計に着手で

きていなかった。各機能を順番に追加できるモジュール構造を採用し、機

能を順次追加するプロセスを構築した。 

機能追加の継続 
追加機能の詳細設計が可能な人材の雇用維持（あるいは後継

者育成）および文書管理 

3-6 
緊急対応と市民啓発のための

震度速報システムの導入 

震度の計算方法の理解不足、緊急対応時の震度情報の利用方法の無理解等

の課題があったが、OJT,技術会議等により解決した。 
実用版の開発 

開発したシステムを元に実用版を開発しQD&LEシステムに組

み込むとともに各区に提供する。 

3-7 

効果的な緊急対応活動のため

の、複数の伝達手段による既

存の警報システムの改良 

利用者不在での検討。多数の機関への緊急対応説明と必要な機能の協議を

通じ、必要かつ実現可能な警報システムの検討を促した。 
警報システムの改良の継続 関連機関への緊急対応説明と必要な機能の協議の継続 

3-8 

地震発生後の被害（二次被害）

に関する情報収集・警報シス

テム導入のための計画作成 

関係機関の情報収集能力を無視した検討。多数の機関の緊急対応能力の確

認を通じ、実現可能性が高い情報収集・警報システムの検討を促した。 

地震発生後の被害（二次被害）に関する情報収

集・警報システム導入 
作成された計画を詳細化し具体化する。 
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表 3.5.2 成果 1 にかかるイラン側の関与と能力向上への寄与 
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テ
ヘ
ラ
ン
市
の
拡
大

や
市
内

外
の

重
要

拠
点

の
位

置
を

考
慮

し
た
緊

急
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改

善
 

空
輸
、
鉄
道
や
地
下

鉄
等
の

他
の

交
通

手
段

も
考

慮
し

た
緊

急
道
路

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
多
重
・
代

替
計
画

の
策

定
 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
給
水

、
ガ
ス

、
電

気
、
通

信
等

の
拠

点
や
ラ

イ
ン

、
及

び
そ
れ
ら
と
の
相
互

影
響
を

含
む

観
点

か
ら

の
緊

急
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

脆
弱
性
の
評
価

 

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
を

含
む
緊

急
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

脆
弱

性
に
対

す
る
耐

震
対
策
計
画
の
策

定
 

震
災
後
の
道
路
障

害
物
の
除
去
、
将

来
的
な

緊
急

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
改

定

や
拡
大
の
手
法
を

含
む
、
緊
急
道
路

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

維
持
・
管
理

計
画
の
策

定
 

都
市
開
発
計
画
に

含
ま
れ
る
べ
き
緊

急
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

に
接

す
る

構
造

物
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

や
建
築
物
の
設

計
・
建
設
・
補

強
に
際
し
て

の
行
政
指

導

書
（
案
）
の
作
成

 

C
/P

や
交
通
運
輸

局
等
の
関
係
機
関

職
員
を
対
象

に
し
た
緊

急
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催

 

C
/P

や
関
係
機
関

職
員
を
対
象
に
し

た
緊
急
道
路

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

の
確

保
を

考

慮
し
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
訓
練

）
の
開
催

 

イラン側の関与と能力向上 

1-
1 

1-
2 

1-
3 

1-
4 

1-
5 

1-
6 

1-
7 

1-
8 

1 

Leader Mr. Montazerolghaem            ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
成果 1 に関しては、主に TDMMO 災害抑止・軽減局の職員が

C/P として本プロジェクトに関与し、大きくは橋梁等の構造を

担当する C/P と、計画等を担当する C/P に分かれた。イラン側

は、専門家チームからの助言を基に、各活動に対して積極的に

関与した。具体的には専門家チームから日本の事例提供、活動

内容・方針を示し、活動実施及び計画策定等の主活動について

はイラン側主導で実施した。専門家チームは、それを受けて活

動の確認・助言・軌道修正を行うプロセスで各活動を実施した。

意思決定はイラン側、専門家チーム双方の議論によって確定し

た。 
緊急道路ネットワークの設定については、設定手法・解析手法

から技術移転を行い、自ら微修正、詳細な解析・検討を行うこ

とができるようになるなど、能力向上を図ることができた。各

種計画策定については、イラン側にとっては初めての経験であ

り、プロジェクト開始当初はなかなか進まないこともあったが、

専門家チームから日本の事例、目次や記載項目等の助言を行い、

C/P 自らが計画策定を行うなど、能力が著しく向上したと思わ

れる。また、訓練(CPX)については、初めてということもあり、

OJT 方式で、専門家チーム主導で実施したが、各プロセスは議

論しながら進め、技術移転を行ったため、本プロジェクトを契

機に実施が可能になったと思われる。TTX については、TDMMO
主体で実施できるようになっている。 

CPs 

Mr. Alikhani ✓          

 
 

✓ ✓ ✓ ✓   ✓     

Mr. Shamshiri ✓          

 
 

   ✓ ✓   ✓     

Mr. Samadzadegan ✓          
 

 
     ✓        

Mr. Sa'eed ✓          

 
 

✓ ✓           ✓ 

Mr. Ahmadi (GIS) ✓          

 
 

✓ ✓             

Ms. Mirza Hashemi   ✓         

 
 

           ✓ ✓ 

Ms. Sharifi ✓          

 
 

✓ ✓     ✓   ✓ ✓ 

Ms. Iranpour ✓          

 
 

             ✓ 

Non CPs Ms. Moradbeigi   ✓         

 
 

           ✓ ✓ 

Past CPs 

Mr. Mohammadi ✓          

 
 

✓ ✓             

Mr. Balayi ✓          

 
 

✓ ✓ ✓ ✓         

Mr. Zakizadeh ✓          

 
 

     ✓         

人数 10 2 0 0 0 0 1 7 7 4 6 2 3 4 6 
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表 3.5.3 成果 2 にかかるイラン側の関与と能力向上への寄与 
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地
震
災
害
に
対
す
る
市
民
意
識
の
現
状
調
査

 

過
去
に
実
施
し
て
き
た
市
民
向
け
防
災
教
育
の
内
容
と
効
果
の
検
証

 

既
存
の
市
民
防
災
教
育
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
レ
ビ
ュ
ー
、
改
善
（
短
期
（

2～
3
年
）

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
追
加
を
含
む
）

 

市
民
教
育
訓
練
の
ツ
ー
ル
と
教
材
の
作
成

 

防
災
博
物
館
の
基
本
概
念
、
展
示
計
画
、
展
示
シ
ナ
リ
オ
、
配
置
計
画
、
必
要
ス

ペ
ー
ス
、
展
示
機
器
計
画
、
展
示
設
計
図
の
作
成
、

終
化

 

防
災
博
物
館
で
実
施
す
る
市
民
教
育
計
画
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

 

防
災
博
物
館
の
運
営
・
管
理
計
画
の
作
成

 

C
/P

職
員
を
対
象
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

 

選
定
さ
れ
た
マ
ハ
レ
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
緊
急
避
難

訓
練
の
実
施

 

イラン側の関与と能力向上 

2-
1 

2-
2 

2-
3 

2-
4 

2-
5 

2-
6 

2-
7 

2-
8 

2-
9 成果 2 の市民教育に関しては、コアの 3 名の他、項目に応じて教育局の

メンバーや災害抑止・軽減局の職員とともに活用を実施した。教育局の
職員は、自らもトレーナーとなり、研修を実施した経験を積んできてい
るため、専門家チームは、進捗を管理しつつ、日本の事例や具体例を示
したり、方向性を示すなどにより、議論のファシリテーションをするだ
けで、コアとなるタスクは全て C/P 自らが組織の事情を考慮して、複数
の職員からなるチームとして取りまとめたり、仕上げることができた。
プロジェクトの後半では、チームで大枠を決めた後は、個人がタスクを
宿題としてこなすことが多くなり、意思決定力、判断力の向上が図られ
てきた様子が伺えた。また、こちらからの指示がなくても、自ら同様の
事例を調べることにより、教材をブラッシュアップさせたり、自ら発展
的に物事に取り組み、研究熱心な態度も見られた。 
また、局長説明などの機会にうまく専門家を活用したり、C/P の活動が
円滑に進むように、自ら考えて解決を図るようになったり、関連する情
報源を質問してくるなど、高いモチベーションを維持しつつ、業務を円
滑に遂行した。 
成果２の防災博物館に関しては、TDMMO 内の教育局及び災害抑止・軽
減局の職員が C/P として本プロジェクトに関与した。 
博物館に関しては、C/P の中から博物館設立準備チームを設立し、専門
家チームの助言を基に、博物館に関する検討を非常に積極的に行った。
具体的には専門家チームからの、検討課題の提示、日本及び他国の事例
提供に基づき、イラン側主導で検討を行い、専門家チームはそれに対し
て助言・軌道修正を行った。設計作業推進のための必要事項の決定はイ
ラン側で進めたが、雇用した設計コンサルタントの設計内容のレビュー
については、専門家チームからのレビューと検討ポイントの提示にもと
づき C/P 側と議論を行いコメントの集約・提示等を行った。

2 

Leader 
Ms. Saleh ✓                  ✓   ✓ ✓   
Mr. Kalhori   ✓                           

CPs 

Ms. Sara Keshani ✓                 ✓ ✓ ✓ ✓   
Mr. Ahmad Heidari ✓                  ✓         

Mr. Majid Amjadi ✓          

 
 

       ✓         

Mr. Javad Chabokpour ✓          

 
 

       ✓         

Dr. Marzie Moradbeigi   ✓          ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Ms. Ameneh Ashtari Mahini   ✓          ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Ms. Mirza Hashemi   ✓          ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

Mr. Amir Rengin Kaman ✓          

 
 

✓            ✓   

Non CPs 
Ms. Nikkhah ✓          

 
 

 
 

      ✓     
    

Mr. Shahin M Yeganeh ✓          

 
 

 
 

                
Past CPs Mr. Goodarz Goodarznia ✓           ✓   ✓   ✓     ✓   

人数 9 4 0 0 0 0 0 5 3 4 3 10 4 5 7 3 
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表 3.5.4 成果 3 にかかるイラン側の関与と能力向上への寄与 
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早
期
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Q

D
&

L
E
シ
ス

テ
ム
を
含

む
）
の
改

善
計

画
の

作
成

 

緊
急
地
震
速
報
シ
ス

テ
ム
（

E
E

W
S）

の
将
来
の

稼
動
を
考

慮
し

た
、

テ
ヘ

ラ
ン
市
内
の
地
震
計

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
改
良
計

画
の

作
成

 

実
験
的
地
震
早
期
警

報
シ
ス

テ
ム

の
導
入
、

及
び

将
来

の
開

発
に

向
け

た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

作
成
（

給
水

、
電
気
、

ガ
ス

、
石

油
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
、

消
防
・
安
全
対
策
、

地
下
鉄

等
の

関
係
機
関

に
よ

る
必

要
な

措
置

を
含

む
）

 

通
信
シ
ス
テ
ム
の
調

査
、
適

切
な

シ
ス
テ
ム

の
提

案
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

回
線

の
構
築
に
よ
る
、
既

存
Q

D
＆

L
E
シ

ス
テ

ム
の

通
信

シ
ス

テ
ム

の
強

化
 

建
物
と
人
的
被
害

推
計
以
外
の
情
報

表
示
項
目
の

Q
D

&
L

E
シ
ス

テ
ム
へ
の

追
加

緊
急
対
応
と
市
民

啓
発
の
た
め
の
震

度
速
報
シ
ス

テ
ム
の
導

入
 

効
果
的
な
緊
急
対

応
活
動
の
た
め
の

、
複
数
の
伝

達
手
段
に

よ
る

既
存

の
警

報
シ
ス
テ
ム
の
改

良
 

地
震
発
生
後
の
被

害
（
二
次
被
害
）

に
関
す
る
情

報
収
集
・

警
報

シ
ス

テ
ム

導
入
の
た
め
の
計

画
作
成

 

イラン側の関与と能力向上 

3-
1 

3-
2 

3-
3 

3-
4 

3-
5 

3-
6 

3-
7 

3-
8 

3 

Leader (Ms. Saleh) ✓ 成果３では、知識やノウハウを伝えるのみでなく実際に稼働するシステムを構築

しなければならなかったため、講義や講習ではなく C/Pとともに作業を進める OJT
によって技術移転を図った。従って、成果はすべてが C/P との共同作業によるも

のである。 
特に災害抑止・軽減局の Norouzi 氏はすべての活動項目に積極的に関与し、成果３

の全貌を理解した。活動 3-3 に関しては、Mr.Norouzi と Dr.Heydari は内容をよく理

解し、プロジェクトの終盤に地震早期警報システムの想定ユーザーを招いて開催

されたセミナーでは、参加者の質問に対して堂々と自分の言葉で応酬するまでに

能力が向上した。IT 部門の Mr. Tajadod と Ms. Giyahchin は、専門家チームの指導

のもとで震度速報 Web配信システムのプロトタイプを開発するまでに能力が向上

した。TDMMO のアドバイザーである Dr. Shomali は地震早期警報システムの理論

面で、Dr. Moradi は観測システムの構築の面で本プロジェクトに大きく関与し、共

同作業を通じて、さらなる知識と能力を身につけた。Ms.Sharifiは、3-7 と 3-8 の活

動をリードし、防災関連組織との協議では中心として関与し、専門家チームの指

導のもと防災情報マトリクスを作成した。Mr. Shodja は QD&LE システムの責任者

として運用側の立場から活動に関与し、特に QD&LE システムの通信システムの

改良や EEWS の通信ネットワークの構築では頻繁に現場実験に立ち会って専門家

チームの指導のもと現地の業者を指導した。Mr. Bolbolvand と Mr.Haydari は専門家

チームの指導のもと強震観測点の増設や EEWS の観測点設置作業に従事し、３m
の積雪の中の標高 3200m にある観測点に何度も出向いて実際に作業をする等、ま

さに泥まみれになるまで活動した。Mr.Alikhani は専門家チームの指導のもと

QD&LE システムの被害推計追加項目の推計方法を確定し、Mr. Afshari は既存ソー

スコードを解読して推計項目を追加した。Ms.Mohammadi は追加項目が必要とす

るデータをアップデートした。 
以上のように、C/P のみならず多くのイラン側の積極的な関与と共同での現場作業

等によって専門家チームから技術移転が進み総合的な能力の向上が達成された。

CPs 

Mr. Rahim Nourozi,  ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Dr. Reza Haydari,  ✓ ✓ ✓ ✓ 
Ms. Mohammadi (GIS) ✓ ✓ ✓ ✓ 
Mr. Shodja, ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Mr. Tajadod ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Mr. Alikhani ✓ ✓ 
Mr. Afshari ✓ ✓ 
Ms. Sharifi ✓ ✓ ✓ ✓ 

Non CPs 

Mr. Bolbovand ✓ ✓ ✓ 
Mr. A Heydari ✓ ✓ ✓ ✓ 
Dr. Moradi ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Dr. Shomali ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Dr. Yaminifar ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Mr. Mahyari ✓ ✓ ✓ ✓ 
Mr. Giyahchin ✓ ✓ ✓ ✓ 
Mr. Naghavi ✓ 
Mr. Ardi ✓ ✓ 
Mr. Kheirabadi ✓ 

Past CPs 
Dr. Karkouti ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
Mr. Balayi ✓ ✓ 

人数 

12 0 0 3 0 3 3 8 10 12 9 7 8 3 3 
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4. プロジェクト目標の達成度 

 プロジェクト目標 4.1

プロジェクト目標：道路防災、市民啓発、早期警報の３分野において、テヘラン 

市の地震災害対応への備えが向上する。 

＜指標＞ 

1.既存の技術委員会において、緊急時の道路管理に係る計画が共有される。 

2.市民啓発・訓練に係る短期（2～3 年）アクションプランが実施される。 

3.早期警報の情報が関係者に伝達される仕組みが機能する。 

 

 プロジェクト目標の達成度 4.2

4.2.1 終了時評価結果の概要（2014年 9月実施） 

終了時評価は 2014 年 9 月 10 日～10 月 1 日の期間で実施された。プロジェクト側として終

了時評価調査に協力した。終了時評価結果の概要を以下に示す。 

(1) 調査結果（5項目評価） 

表 4.2.1 評価項目と結果 

評価項目 評価結果 

妥当性 

妥当性は非常に高い。プロジェクト目標は国家開発計画とテヘラ

ン市の防災管理計画に沿っている。地震リスクの高いテヘラン市

の地域は、都市化が急速に進んでおり、地震災害のリスク軽減の

重要性は高まっている。また、日本は地震災害の多さからイラン

に提供できる経験があり、長年にわたる両国における同分野にお

ける協力の経験からも、日本が支援することに優位性がある。 

有効性 

プロジェクトの有効性は高い。緊急道路ネットワークは実施のた

めの体制・環境づくりも含めて進められており、テヘラン市のコ

ミュニティ防災の総合計画が策定され、参加意欲を高める工夫が

された研修プログラムが作成された。地震速報は技術的に運用が

可能となっているが、早期警報はプロジェクト期間末まで試行で

きない可能性がある。 

効率性 

プロジェクトの効率性は高い。これまでに双方の努力により、活

動の多くが９割以上の達成状況にある。しかし、経済制裁や防災

博物館建設予定地の変更などの要因により、一部の成果・活動の

進捗の遅れや期待される成果の範囲・内容に見直しが生じた。 

インパクト（見込み） 

インパクトの見込みは非常に高い。緊急道路ネットワークの策定

や早期警報システムの導入などの成果は、政府の方針や制度づく

りに貢献する可能性がある。コミュニティ防災の研修プログラム

は他の自治体にも普及する可能性があり、テヘラン市内の小学校

などの防災教育の一部として導入する準備も進められている。そ

うしたインパクト発現のために、さらに他機関や上位機関に働き

かけることが重要である。 
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評価項目 評価結果 

持続性（見込み） 

持続性の見込みは高い。プロジェクトで作成した計画文書は、テ

ヘラン市などの関連機関により承認される見込みであり、今後予

算化を含めた計画実施を促進する必要がある。組織面、人材面で

の持続性は高い。 

 

また、終了時評価時に、効果発現に貢献した要因及び問題点及び問題を惹起した要因を次のよう

に評価ミッションは示している。 

(1) 効果発言に貢献した要因 

 ＴＤＭＭＯのイニシアチブによって、ＴＤＭＭＯのリソースを活用して、プロジェクト

成果の普及が図られたこと。 

 ＴＤＭＭＯが組織を上げてプロジェクトに取り組み、プロジェクト成果を高いレベルで

達成することができた。 

(2) 問題点及び問題を惹起した要因 

 プロジェクト開始後、経済制裁が厳しさを増したため機材調達に時間がかかり、一部活

動に遅延が生じた。 

 プロジェクト開始後、テヘラン市が博物館の建設予定地を変更したため、一部活動が見

直しとなった。 

 

4.2.2 プロジェクト期間の延長 

プロジェクト開始後、2012 年にイランに対する経済制裁が強化され、当初予定していた供

与機材（地震計等）の導入が困難となった結果、経済制裁にて規制のある機材に抵触しな

い仕様等の調整、及び性能試験が必要となり、機材設置が当初予定より、8 か月程度の遅延

となった。上記の遅延により、当該機材を活用して技術移転を予定していた活動 3-3「実験

的地震早期警報システムを導入し、将来の開発に向けて活動計画（給水、電気、ガス、石

油パイプライン、消火・安全対策、地下鉄等の関係機関による必要な措置を含む）を作成

する」も機材に合わせて調整する必要があり、4.2.3 に示したように、当初の案件期間（2015
年 2 月まで）内では活動を終了させることが困難となった。 

かかる状況のもと、TDMMO 側から活動 3-3 の活動完了に対する強い要請があること、ま

た、活動 3-3 が完了しない場合、適切な地震観測ネットワーク及び早期警報システムが構築

されない等の影響が想定されることから、活動 3-3 が完了できるよう案件期間を延長する必

要性が生じた。4.2.1 に示した、本プロジェクトの終了時評価について合意した協議議事録

（2014 年 10 月 1 日締結）では、当該活動にかかる先方負担事項の 2014 年 12 月中旬までの

適切、かつ遅延無き実施を条件として、主に、次の点を合意した。 

ア）供与した地震計と処理器が計画通り設置され稼働していること 

イ）各地震観測点、中継地、TDMMO 間のデータ通信が確立されていること 

ウ）観測点用ソフトが開発され各観測地点の処理器にインストールされ稼働していること 
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エ）サーバー用ソフトが開発され TDMMO のサーバー用コンピュータにインストールされ

稼働していること 

オ）地震計販売業者、ソフトウェア開発業者、通信機材販売業者、および観測点土地所有

者と良好な関係が維持され、支援活動に支障のないこと 

専門家チームは、2014 年 11 月末から現地入りし、5 項目の進捗状況を調査し、上記 5 項目

のア）とイ）については、機材の通関の遅れ及び気象条件の急激な悪化により合意した時

期より遅延が生じているものの、これらは外部要因であり、他の 3 項目は適切に実施され

たことを確認した。また、ア）とイ）についても、2015 年 2 月中旬までには実施される見

込みであることが確認され、本活動のみを 短延長期間として 6 ヶ月程度延長することで、

本活動の目的を達成できることを TDMMO と確認した。上記 5 項目達成後に構築するシス

テムの評価の為の時間、および業務完了報告書の作成に必要な時間等を考慮し、専門家チー

ムはプロジェクトの履行期限の 9 ヶ月間延長、及び延長に係る追加作業を JICA に提案し、

合意した。 

 

4.2.3 プロジェクト終了時点の目標達成度 

以下、各成果のプロジェクト目標達成度を示す。 

(1) 成果 1 

＜指標＞ 

1.既存の技術委員会において、緊急時の道路管理に係る計画が共有される。 

達成率は 100％である。本プロジェクトの成果１の活動の計画策定プロセスにおいて、緊急

輸送委員会の構成員である機関との協議や訓練を通じたインプット等を実施している。ま

た、ドラフトの段階でも各機関に説明を行っており。策定完了後に関係機関へ周知してい

る。なお、策定された各種計画は以下の機関が主体に活用していくこととなる。 

表 4.2.2 策定された計画と主要な活用機関 

計画名 主な利用者 

耐震対策計画 テヘラン市技術・公共事業局 

行政指導書案（建築物） テヘラン市都市開発・建築局 

行政指導書案（ライフライン） 各ライフライン公社 

緊急道路ネットワーク維持管理計画 TDMMO、テヘラン市関係部局（交通運輸局、都市

サービス局等）区役所関係部局、交通警察等 
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(2) 成果 2 

＜指標＞ 

2.市民啓発・訓練に係る短期（2～3 年）アクションプランが実施される。 

達成率は 100％である。1 年以内の活動としては、既に実施したものもあり、順調に実施が

進んでいる。また、2－3 年の活動としては、学校に対する防災教育を計画しており、まず

は先生へのトレーニングを実施し、さらに生徒に対して実施するものである。詳細計画や

予算についてもテヘラン市教育局と協議を重ねており、実施も確実なものとなっている。 

 

(3) 成果 3 

＜指標＞ 

3.早期警報の情報が関係者に伝達される仕組みが機能する。 

 

1) プロジェクト期間の延長 

プロジェクト開始後、2012 年にイランに対する経済制裁が強化され、当初予定していた供

与機材（地震計等）の導入が困難となった。その結果、制裁対象外で同等の性能を持つ機

種の選定、実際の性能を確認するための性能試験の実施、システム設計の仕様変更が生じ、

活動 3-3 は当初予定より 8 か月の遅延となった。8 ヶ月の遅延を取り戻すために活動の効率

化を図ったが、 終的に 6 ヶ月の遅延が解消されなかったため、現地活動期間を 2015 年

10 月まで延長した。 

2) プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト終了時の目標達成度は 100%である。早期警報の情報が準備され、伝達するべ

き関係者と伝達のタイミングは特定され、伝達手段は確立された。 
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5. 上位目標の達成に向けての提言 

本プロジェクトの上位目標及びその指標は、以下のとおりである。 

上位目標：「テヘラン市の地震災害対応への総合的な備えが向上する」 

＜指標＞ 

1.大テヘラン圏総合地震防災及び管理計画がプロジェクト成果に基づき改訂される。 

2.大テヘラン圏総合地震防災及び管理計画（改訂版）に従う優先活動が実施される。 

 

テヘラン市への JICA による支援の歴史は長く、過去及び本プロジェクトを通じて着実に地

震災害の減災に向けた活動を積極的に実施し、総合的な備えが向上してきているといえる。

過去を振り返ると、まず、1998 年～2000 年に実施した「大テヘラン圏地震マイクロゾーニ

ング計画調査」（マイクロゾーニング調査）では、テヘラン市における地震被害を想定し、

テヘラン市南部で想定される直下型地震が発生した場合、犠牲者は 大 38 万人にも及ぶと

推定し、テヘラン市として真摯にこの想定結果を受け入れ、減災の為の対策を急ぐ必要性

を認識した。その後、この被害想定結果を軽減することを目的とした、2002 年～2004 年に

「大テヘラン圏総合地震防災及び管理計画調査」（マスタープラン調査）が実施され、 終

的に 15 の緊急優先プロジェクトが提案された。その後も、計画された緊急優先プロジェク

トを実際に実行に移す為、2007 年～2010 年には「地震後 72 時間緊急対応計画構築プロジェ

クト」（地震後 72 時間プロジェクト）において、緊急優先プロジェクトに含まれる１）応

急対応能力強化、２）早期被害推計システム(QD&LE)構築、３）避難計画策定の３つの成

果を実施して着実に減災に向けた活動を推進してきている。また、本プロジェクトにおい

てもマスタープラン調査で提案したプロジェクトを継続的且つ着実に実行するため、１）

道路防災（緊急道路ネットワーク）、２）防災教育/防災博物館、３）地震警報システムの

活動を実施してきた。このように、テヘラン市では、日々テヘラン市民の安心・安全の為、

着実に減災活動を実施してきている。しかし、マスタープラン調査の緊急優先プロジェク

トの全ての優先プロジェクトが完了するまでには至っておらず、今後も継続的な努力とマ

スタープランの見直しが必要となってくる。 

 マスタープラン調査での緊急優先プロジェクトと現在までの実施状況 5.1

現状を整理する為、今一度、マスタープランの概要と提言した緊急優先プロジェクトを示

すと共に、実施フェーズである過去２つの技術協力プロジェクトの支援範囲を整理する。 

2004 年に策定したマスタープラン調査では、ゴール、計画実施期間、目標、戦略を以下の

ように設定した。対象期間は 2004 年～2015 年であり、2015 年が 終年である。 

表 5.1.1 2004 年マスタープラン調査での設定 

ゴール 予測される地震に対して安全で安心できる都市環境を確立する 

計画期間 短期 (2004-2006) 
中期 (2007-2010) 
長期 (2011-2015) 

目標 テヘラン市民の生命と財産を守る 
発災後の市民生活を守る 
復旧・復興の準備を進める 
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戦略 既存建物の補強 
既存都市構造の改造 
安全な避難スペースの確保 
既存インフラストラクチャーとライフラインの補強 
地震に関する情報や教育の実施 
政府からのサポートシステムの確立 
コミュニティレベルの地震防災組織の整備 
地震対応組織の強化 
緊急対応計画の策定 
復旧･復興手法の確立 

 

マスタープランにおいて設定したゴールや目標を達成するため、日本の経験も踏まえて構

造物の耐震性向上等による構造物対策や市民啓発等の非構造物対策を検討し、10 の戦略と

して取りまとめた。以下にマスタープランの構成を示す。 

 

 

出所：JICA 調査団 

図 5.1.1 マスタープランの構成 

 

マスタープラン調査では、戦略毎にすべての事項を網羅するロングリストを作成し、155 の

プロジェクトがリストアップされた。このロングリストから 終的に 15 の優先プロジェク

トに絞り込んでいる。 

ゴール 目標 戦略

既存建物の補強

被害防止軽減計画

テヘラン市民の生命と財
産を守る

既存都市構造の改造

安全な避難スペースの確保

既存インフラストラクチャーとライフラ
インの補強

地震に関する情報や教育の実施

政府からのサポートシステムの確立

コミュニティレベルの地震防災組織
の整備

緊急対応計画

予測される地震に対して安全で安心でき
る都市環境を確立する

発災後の市民生活を守る 地震対応組織の強化

緊急対応計画の策定

復旧復興計画

復旧・復興の準備を進め
る

復旧・復興手法の確立
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地震後 72 時間プロジェクト及び本プロジェクトの過去２つの技術協力プロジェクトでは、

マスタープランの実施フェーズとしての位置付けで、15 の優先プロジェクトを基本として

選定した上でパッケージ化して実施してきた。 

以下に、マスタープランで提言した優先プロジェクトに対応して 72 時間プロジェクト及び

本プロジェクトで実施した範囲を整理した。 

 

 

図 5.1.2 マスタープランの優先プロジェクトと技術協力プロジェクトとの関係 

 

この結果、一部完全に一致しないプロジェクトはあるものの現時点までマスタープランの

優先プロジェクトに沿って段階的に実施されていることが分かる。なお、今までに JICA と

して実施したプロジェクトではカバーされていない公共建物、民間建物の耐震化事業、住

宅の耐震性向上事業、消防局の応急対応能力強化事業、保健・医療組織の応急対応能力強

化事業は現時点では具体的には実施されていない。また、再開発促進事業は一部の区によっ

て、また、ライフラインの安全性向上は各事業者によって実施されている。 
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 上位目標達成に向けて 5.2

本プロジェクトで掲げる「テヘラン市の地震災害対応への総合的な備えが向上する」とい

う上位目標を測る指標は、 

1.大テヘラン圏総合地震防災及び管理計画がプロジェクト成果に基づき改訂される。 

2.大テヘラン圏総合地震防災及び管理計画（改訂版）に従う優先活動が実施される。 

であるが、先に整理したようにマスタープランで提言した緊急優先プロジェクトは現時点

では全て実施されていない、また、マスタープラン調査で策定した「大テヘラン圏総合地

震防災及び管理計画」は、策定後 10 年が経過しており、2015 年で対象期間も終わること

から、TDMMO としても他の災害も含めた総合的な防災計画に改訂することを検討してい

る。現在まで実施した活動も含め、計画を再整理した上で優先活動についても改訂したう

えで、今後の減災活動が推進されるべきであり、現在の TDMMO の能力を考えれば上位目

標に示す指標は確実に達成されるものと考える。しかしながら、減災に向けた防災の活動

に終わりは無く、多くの分野で日本の支援が必要な場面は多く存在することから、今後も

日本による支援は継続する必要性があると考える。 
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Annex I  Logical Framework (Project Design Matrix Version 1: PDM1)                                                                                                                                              

  
Project Name: Project for Capacity Building for Earthquake Risk Reduction and Disaster Management in Tehran 
Project Duration: From April, 2012 to February, 2015 (35 months) 
Implementing Agency: Tehran Disaster Mitigation and Management Organization (TDMMO) 
Project Site: Tehran Municipality 
Target Group: Counterpart, related organizations, communities 
 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicator Means of Verification Important Assumption 

[Overall Goal]    

Integrated preparedness for response of Tehran 

Municipality against earthquake disaster is 

improved. 

 

- Comprehensive Master Plan on Urban Seismic Disaster 

Prevention and Management for the Greater Tehran area is 

revised based on the outputs of the project. 

- Priority actions following the master plan are implemented. 

- Revised and latest version of Comprehensive 

Master Plan on Urban Seismic Disaster Prevention 

and Management for the Greater Tehran area 

- Implementation reports 

- 

[Project Purpose]    

In the three areas of road disaster management, 

community disaster management and early 

warning, preparedness for response against 

earthquake disaster of Tehran Municipality is 

improved. 

1. Plans formulated in the project are shared with related 

organizations in the existing technical committees. 

2. Short term action plans (from 2 to 3 years) in the improved 

master plan on public training and awareness for the 

earthquake disaster management are achieved. 

3. Early warning to related organizations1 is functioned. 

1. Result of activities conducted by counterparts by 

the time of the final evaluation of the Project 

2. Project reports 

3. Project reports, Operation records 

- Disaster management 
institution and policy of 
Tehran Municipality are not 
fundamentally changed. 

- TDMMO and related 
organizations are properly 
budgeted and staffed. 

- Cooperation relationship 
with other partners is 
maintained for relief and 
rescue activities. 

[Outputs]    

1. Capabilities of TDMMO for formulation, 

operation, maintenance, and management of 

plans related to road management against 

earthquake disaster are improved. 

1-1. The emergency road networks are upgraded. 

1-2. A redundancy plan of emergency road networks is 

formulated. 

1-3. A seismic resistant plan for emergency road networks is 

formulated. 

1-4. An operation and maintenance plan for road networks is 

formulated. 

1-5. A draft instruction for design and construction of 

structures, lifelines and buildings adjacent to the 

emergency road networks is formulated. 

1-6. Seminars and workshops on the plans related to 

emergency road networks are held for counterparts and 
related organizations more than ●1 times. 

1-7. Simulation (Drill) related to emergency road networks are 
held more than ●1 times. 

1-1. Project reports, The emergency road networks 

1-2. Project reports, Redundancy plan 

1-3. Project reports, Seismic resistant plan 

1-4. Project reports, Operation and maintenance plan 

1-5. Project reports, Instruction 

1-6. Project reports 

1-7. Project reports 

- Most of trained staff 

continue working as 

counterparts. 

- Expected large earthquake 

does not occur during the 

project period.  

                                                        
1 It shall be determined within 6 months after the commencement of the project. 

Modifications are underlined. 

May 30th, 2012 

A
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Project Design Matrix (PDM) 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicator Means of Verification Important Assumption 

2. Capabilities of TDMMO for formulation, 

operation, maintenance, and management of 

plans related to community-based disaster 

management against earthquake disaster are 

improved. 

2-1. An exhibition plan of the disaster management museum is 
formulated. 

2-2. Short term action plans (from 2 to 3 years) are formulated. 
2-3. An operation and management plan of the disaster 

management museum is formulated. 
2-4. Workshops on the community-based disaster management 

are held using training tools and materials developed in the 
project more than 12 times by counterparts. 

or 
Workshops on the community-based disaster management 
are held using training tools and materials developed in the 
project more than 12 times by more than ●1 trained 
counterparts. 

2-5. More than 12 of professional staff for the disaster 
management museum are educated and trained based on a 
public education plan and program formulated in the project. 

2-1. Project reports, Exhibition plan 

2-2. Project reports, Short term action plans 

2-3. Project reports, Operation and management 

plan 

2-4. Project reports, Training tools and materials 

2-5. Project reports, Public education plan and 

program 

 

3. Capabilities of TDMMO for formulation of 

plans related to early warning and operation, 

maintenance and management of the system 

including the QD&LE system installed in the 

previous project are improved. 

3-1. An installation plan of seismographs is formulated. 
3-2. A pilot scale earthquake early warning system with 

seismographs is installed.  
3-3. Backup communication line for the QD&LE system is 

established. 
3-4. The QD&LE system incorporated more than ●1 Items is 

functioned. 
3-5. A plan to introduce a post-earthquake (secondary events) 

information and warning system is formulated. 
3-6. A seismic intensity early warning system is demonstrated. 

3-1. Project reports, Installation plan 

3-2. Project reports 

3-3. Project reports, Operation records 

3-4. Project reports, Operation records 

3-5. Project reports, Plan for the post-earthquake 

information and warning system 

3-6. Project reports 

 

A
1-2



  
Project Design Matrix (PDM) 

 
                                                        
2 EEWS is the system to issue early warning by estimating magnitude and epicenter (distance and direction) using P-wave. 

Narrative Summary Inputs 
Important 

Assumption 
[Activities] [Inputs]  

1-1. To upgrade the emergency road networks introducing new methodology, in consideration of an 

expansion of Tehran, the location of relevant facilities for disaster emergency operations in/out of 

Tehran and others 

1-2. To prepare multiple and alternative plans of the main emergency road network in conjunction with 

other transportation systems such as air transportation, railways and subways 

1-3.To assess vulnerability of the emergency road networks based on the aspects including lifeline 

facilities such as stations and lines of water, gas, electricity and telecommunication, etc. and their 

interactions 

1-4. To prepare a seismic resistant plan for the vulnerability of the emergency road networks including 

bridges and tunnels 

1-5. To prepare an operation and maintenance plan of the emergency road networks including 

methodology of clearing the roads after an earthquake, and methodology of revising and 

expanding the emergency road networks in the future 

1-6. To prepare a draft instruction for design and construction of structures, lifelines and buildings 

adjacent to the emergency road networks, to be included in the urban development plan 

1-7. To hold seminars and workshops on the plans related to the emergency road networks 

1-8. To hold Simulation (Drill) utilizing disaster scenario based on the result of damage estimation and 

in consideration of the emergency road networks 

Iranian Side 
1. Counterpart Personnel 
- Project director 
- Project manager 
- Traffic management 
- Bridge earthquake-resistant engineering 
- Building earthquake- resistant engineering 
- Urban disaster management 
- Lifeline disaster management 
- Museum planning and operation 
- Museum exhibition and interior design 
- Community-based disaster management 
- Plan and program for disaster education 
and training 

- Seismograph network 
- Early warning 
- GIS and database management/Software 
Engineering 

- Communication system 
- Administrative Officials 

2. Facility and Equipment 
- Project office 
- Necessary information and data 
- Backup communication system 
- Others as necessary 

3. Project Implementation Budget 
- Disaster management museum and the 
exhibits 

- Education tools and materials 
- Mahalle scale disaster drills 
- Installation of backup communication 
system for the QD&LE system (e.g.  

 Construction of antenna towers) 
- Installation of seismographs and data 
processing computers, power supply and 
data transmission system for EEWS 

- Software development for EEWS and the 
QD&LE system 

- Others as necessary 

4. Others 
- Joint Coordinating Committee (JCC) 
- Necessary committees 

Japanese Side 
1. Expert 
- Chief advisor 
- Disaster risk management 
- Traffic management 
- Bridge earthquake- 
resistant engineering 

- Building earthquake- 
 resistant engineering 
- Urban disaster 
management 

- Lifeline disaster 
management 

- Museum planning and 
operation 

- Museum exhibition and 
interior design 

- Community-based 
disaster management 

- Plan and program for 
disaster education and 
training 

- Seismograph network 
- Early warning 
- GIS and database 
management/Software 
Engineering  

- Communication system 
- Project coordinator 

2. Equipment 
- 4 seismographs for EEWS 
- Others as necessary 

3. Counterpart Training in 
Japan 

- As necessary 

4. Others 
- Advisory committee 
-Supervision of software 
development 

- Necessary 
information and 
data from 
counterparts and 
other organizations 
are obtained by the 
commencement of 
the project. 

- Relationship 
between TDMMO 
and related 
organizations is 
maintained through 
the exciting 
technical 
committees. 

 
[Pre-condition] 
- Full-time staff of 
TDMMO are 
assigned to the 
project based on 
formal 
administrative 
order. 

 

2-1. To study current public awareness on the earthquake disaster 
2-2. To study the contents and effectiveness of the disaster education for the public in the past 
2-3. To review and improve the existing master plan on public training and awareness for the 

earthquake disaster management including short term (from 2 to 3 years) action plans. 
2-4. To prepare public education training tools and materials 
2-5. To prepare and finalize basic concept, display plan, circulation scenario, floor plan, spaces 

required, equipment plan for each space and drawing of each section for the disaster management 
museum 

2-6. To prepare a public education plan and program conducted at the disaster management museum 
2-7. To prepare an operation and management plan of the disaster management museum 
2-8. To hold workshops on the community-based disaster management 
2-9. To conduct emergency evacuation drill in designated Mahalle 
3-1. To prepare an improvement plan on early warning including the QD&LE system 
3-2. To prepare an improvement plan of the existing seismograph network in and around Tehran 

considering future implementation of the earthquake early warning system (EEWS2) 
3-3. To develop a pilot scale earthquake early warning system and prepare an action plan for further 

development of the system including necessary measures to be taken by related organization 
such as water, electricity, gas, fuel pipes, fire and safety service, and subways 

3-4. To strengthen data communication system for the QD&LE system based on investigation of 
communication systems, recommendation of suitable systems and development of backup lines 

3-5. To increase items of the QD&LE system in addition to buildings and casualties 
3-6. To install a seismic intensity early warning system for emergency response and public awareness 
3-7. To improve the current multi-layered warning system for more effective emergency response 

activities 
3-8. To prepare a plan to introduce a post-earthquake (secondary events) information and warning 

system 

A
1-3



 
Attachment B  Project Design Matrix Version 2 (PDM2) 

  
Project Name: Project for Capacity Building for Earthquake Risk Reduction and Disaster Management in Tehran 
Project Duration: From April, 2012 to February, 2015 (35 months) 
Implementing Agency: Tehran Disaster Mitigation and Management Organization (TDMMO) 
Project Site: Tehran Municipality 
Target Group: Counterpart, related organizations, communities 
 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicator Means of Verification Important Assumption 

[Overall Goal]    

Integrated preparedness for response of Tehran 

Municipality against earthquake disaster is 

improved. 

 

- Comprehensive Master Plan on Urban Seismic Disaster 

Prevention and Management for the Greater Tehran area is 

revised based on the outputs of the project. 

- Priority actions following the master plan are implemented. 

- Revised and latest version of Comprehensive 

Master Plan on Urban Seismic Disaster Prevention 

and Management for the Greater Tehran area 

- Implementation reports 

- 

[Project Purpose]    

In the three areas of road disaster management, 

community disaster management and early 

warning, preparedness for response against 

earthquake disaster of Tehran Municipality is 

improved. 

1. Plans formulated in the project are shared with related 
organizations in the existing technical committees. 

2. Short term action plans (from 2 to 3 years) in the improved 
master plan on public training and awareness for the 
earthquake disaster management are achieved. 

3. Early warning to related organizations is functioned. 

1. Result of activities conducted by counterparts by 

the time of the final evaluation of the Project 

2. Project reports 

3. Project reports, Operation records 

- Disaster management 
institution and policy of 
Tehran Municipality are not 
fundamentally changed. 

- TDMMO and related 
organizations are properly 
budgeted and staffed. 

- Cooperation relationship 
with other partners is 
maintained for relief and 
rescue activities. 

[Outputs]    

1. Capabilities of TDMMO for formulation, 

operation, maintenance, and management of 

plans related to road management against 

earthquake disaster are improved. 

1-1. The emergency road networks are updated. 
1-2. A redundancy plan of emergency road networks is 

formulated. 
1-3. A seismic resistant plan for emergency road networks is 

formulated. 
1-4. An operation and maintenance plan for road networks is 

formulated. 
1-5. A draft instruction for design and construction of 

structures, lifelines and buildings adjacent to the 
emergency road networks is formulated. 

1-6. Seminars and workshops on the plans related to 
emergency road networks are held for counterparts and 
related organizations more than 5 times. 

1-7. Disaster Imagination Game (DIG) related to emergency 
road networks are held for counterparts and related 
organizations more than 3 times. 

1-1. Project reports, The emergency road networks 

1-2. Project reports, Redundancy plan 

1-3. Project reports, Seismic resistant plan 

1-4. Project reports, Operation and maintenance plan 

1-5. Project reports, Instruction 

1-6. Project reports 

1-7. Project reports 

- Most of trained staff 

continue working as 

counterparts. 

- Expected large earthquake 

does not occur during the 

project period.  

Modifications are underlined. 

December 7th, 2013 

A
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Project Design Matrix (PDM2) 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicator Means of Verification Important Assumption 

2. Capabilities of TDMMO for formulation, 

operation, maintenance, and management of 

plans related to community-based disaster 

management against earthquake disaster are 

improved. 

2-1. An exhibition plan of the disaster management museum is 
formulated. 

2-2. Short term action plans (from 2 to 3 years) are formulated. 
2-3. An operation and management plan of the disaster 

management museum is formulated. 
2-4. Workshops on the community-based disaster management 

are held using training tools and materials developed in the 
project more than 12 times by more than 6 trained 
counterparts. 

2-5. More than 12 of professional staff for the disaster 
management museum are educated and trained based on a 
public education plan and program formulated in the project. 

2-1. Project reports, Exhibition plan 

2-2. Project reports, Short term action plans 

2-3. Project reports, Operation and management 

plan 

2-4. Project reports, Training tools and materials 

2-5. Project reports, Public education plan and 

program 

 

3. Capabilities of TDMMO for formulation of 

plans related to early warning and operation, 

maintenance and management of the system 

including the QD&LE system installed in the 

previous project are improved. 

3-1. An installation plan of seismographs is formulated. 
3-2. A pilot scale earthquake early warning system with 

seismographs is installed.  
3-3. Backup communication line for the QD&LE system is 

established. 
3-4. The QD&LE system incorporated more than 3 Items is 

functioned. 
3-5. A plan to introduce a post-earthquake (secondary events) 

information and warning system is formulated. 
3-6. A seismic intensity early warning system is demonstrated. 

3-1. Project reports, Installation plan 

3-2. Project reports 

3-3. Project reports, Operation records 

3-4. Project reports, Operation records 

3-5. Project reports, Plan for the post-earthquake 

information and warning system 

3-6. Project reports 

 A
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Project Design Matrix (PDM2) 

 

Narrative Summary Inputs 
Important 

Assumption 
[Activities] [Inputs]  
1-1. To upgrade the emergency road networks introducing new methodology, in consideration of an 

expansion of Tehran, the location of relevant facilities for disaster emergency operations in/out of 
Tehran and others 

1-2. To prepare multiple and alternative plans of the main emergency road network in conjunction with 
other transportation systems such as air transportation, railways and subways 

1-3.To assess vulnerability of the emergency road networks based on the aspects including lifeline 
facilities such as stations and lines of water, gas, electricity and telecommunication, etc. and their 
interactions 

1-4. To prepare a seismic resistant plan for the vulnerability of the emergency road networks including 
bridges and tunnels 

1-5. To prepare an operation and maintenance plan of the emergency road networks including 
methodology of clearing the roads after an earthquake, and methodology of revising and 
expanding the emergency road networks in the future 

1-6. To prepare a draft instruction for design and construction of structures, lifelines and buildings 
adjacent to the emergency road networks, to be included in the urban development plan 

1-7. To hold seminars and workshops on the plans related to the emergency road networks 
1-8. To hold Simulation (Drill) utilizing disaster scenario based on the result of damage estimation and  

in consideration of the emergency road networks 

Iranian Side 
1. Counterpart Personnel 
- Project director 
- Project manager 
- Traffic management 
- Bridge earthquake-resistant engineering 
- Building earthquake- resistant engineering 
- Urban disaster management 
- Lifeline disaster management 
- Museum planning and operation 
- Museum exhibition and interior design 
- Community-based disaster management 
- Plan and program for disaster education 
and training 

- Seismograph network 
- Early warning 
- GIS and database management/Software 
Engineering 

- Communication system 
- Administrative Officials 

2. Facility and Equipment 
- Project office 
- Necessary information and data 
- Backup communication system 
- Others as necessary 

3. Project Implementation Budget 
- Disaster management museum and the 
exhibits 

- Education tools and materials 
- Mahalle scale disaster drills 
- Installation of backup communication 
system for the QD&LE system (e.g.  

 Construction of antenna towers) 
- Installation of seismographs and data 
processing computers, power supply and 
data transmission system for EEWS 

- Software development for EEWS and the 
QD&LE system 

- Others as necessary 

4. Others 
- Joint Coordinating Committee (JCC) 
- Necessary committees 

Japanese Side 
1. Expert 
- Chief advisor 
- Disaster risk management 
- Traffic management 
- Bridge earthquake- 
resistant engineering 

- Building earthquake- 
 resistant engineering 
- Urban disaster 
management 

- Lifeline disaster 
management 

- Museum planning and 
operation 

- Museum exhibition and 
interior design 

- Community-based 
disaster management 

- Plan and program for 
disaster education and 
training 

- Seismograph network 
- Early warning 
- GIS and database 
management/Software 
Engineering  

- Communication system 
- Project coordinator 

2. Equipment 
- 4 seismographs for EEWS 
- Others as necessary 

3. Counterpart Training in 
Japan 

- As necessary 

4. Others 
- Advisory committee 
-Supervision of software 
development 

- Necessary 
information and 
data from 
counterparts and 
other organizations 
are obtained by the 
commencement of 
the project. 

- Relationship 
between TDMMO 
and related 
organizations is 
maintained through 
the exciting 
technical 
committees. 

 
[Pre-condition] 
- Full-time staff of 
TDMMO are 
assigned to the 
project based on 
formal 
administrative 
order. 

 

2-1. To study current public awareness on the earthquake disaster 
2-2. To study the contents and effectiveness of the disaster education for the public in the past 
2-3. To review and improve the existing master plan on public training and awareness for the 

earthquake disaster management including short term (from 2 to 3 years) action plans. 
2-4. To prepare public education training tools and materials 
2-5. To prepare and finalize basic concept, display plan, circulation scenario, floor plan, spaces 

required, equipment plan for each space and drawing of each section for the disaster management 
museum 

2-6. To prepare a public education plan and program conducted at the disaster management museum 
2-7. To prepare an operation and management plan of the disaster management museum 
2-8. To hold workshops on the community-based disaster management 
2-9. To conduct emergency evacuation drill in designated Mahalle 
3-1. To prepare an improvement plan on early warning including the QD&LE system 
3-2. To prepare an improvement plan of the existing seismograph network in and around Tehran 

considering future implementation of the earthquake early warning system (EEWS) 
3-3. To develop a pilot scale earthquake early warning system and prepare an action plan for further 

development of the system including necessary measures to be taken by related organization 
such as water, electricity, gas, fuel pipes, fire and safety service, and subways 

3-4. To strengthen data communication system for the QD&LE system based on investigation of 
communication systems, recommendation of suitable systems and development of backup lines 

3-5. To increase items of the QD&LE system in addition to buildings and casualties 
3-6. To install a seismic intensity early warning system for emergency response and public awareness 
3-7. To improve the current multi-layered warning system for more effective emergency response 

activities 
3-8. To prepare a plan to introduce a post-earthquake (secondary events) information and warning 

system 
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添付資料 3.  

詳細活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



詳細活動計画 Version 3 Revised on 20141218

Project Name: Project for Capacity Building for Earthquake Risk Reduction and Disaster Management in Tehran
Project Duration: From April 2012 to October 2015 (43 months)

2012 2013 2014 2015

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

(1)

1-1 テヘラン市の拡大や市内外の重要拠点の位置を考慮した緊急道路ネットワークの改善

1-2 空輸、鉄道や地下鉄等の他の交通手段も考慮した緊急道路ネットワークの多重・代替計画の策定

1-3 ライフラインである給水、ガス、電気、通信等の拠点やライン、及びそれらとの相互影響を含む観点からの緊急道路ネットワークの脆弱性の評価

1-4 橋梁やトンネルを含む緊急道路ネットワークの脆弱性に対する耐震対策計画の策定

1-5 震災後の道路障害物の除去、将来的な緊急道路ネットワークの改定や拡大の手法を含む、緊急道路ネットワークの維持・管理計画の策定

1-6 都市開発計画に含まれるべき緊急道路ネットワークに接する構造物、ライフラインや建築物の設計・建設・補強に際しての行政指導書（案）の作成

1-7 C/Pや交通運輸局等の関係機関職員を対象にした緊急道路ネットワークに関するセミナーやワークショップの開催

1-8 C/Pや関係機関職員を対象にした、緊急道路ネットワークの確保を考慮したシミュレーション（訓練）の開催

(2)

2-1 地震災害に対する市民意識の現状調査

2-2 過去に実施してきた市民向け防災教育の内容と効果の検証

2-3 既存の市民防災教育マスタープランのレビュー、改善（短期（2～3年）アクションプランの追加を含む）

2-4 市民教育訓練のツールと教材の作成

2-5 防災博物館の基本概念、展示計画、展示シナリオ、配置計画、必要スペース、展示機器計画、展示設計図の作成、最終化

2-6 防災博物館で実施する市民教育計画とプログラムの作成

2-7 防災博物館の運営・管理計画の作成

2-8 C/P職員を対象にしたコミュニティ防災に関するセミナーやワークショップの開催

2-9 選定されたマハレにおけるパイロットプロジェクトとしての緊急避難訓練の実施

(3)

3-1 早期警報システム（QD&LEシステムを含む）の改善計画の作成

3-2 緊急地震速報システム（EEWS）の将来の稼動を考慮した、テヘラン市内の地震計ネットワーク改良計画の作成

3-3 実験的地震早期警報システムの導入、及び将来の開発に向けたアクションプランの作成（給水、電気、ガス、石油パイプライン、消防・安全対策、地下鉄
等の関係機関による必要な措置を含む）

3-4 通信システムの調査、適切なシステムの提案、バックアップ回線の構築による、既存QD＆LEシステムの通信システムの強化

3-5 建物と人的被害推計以外の情報表示項目のQD&LEシステムへの追加

3-6 緊急対応と市民啓発のための震度速報システムの導入

3-7 効果的な緊急対応活動のための、複数の伝達手段による既存の警報システムの改良

3-8 地震発生後の被害（二次被害）に関する情報収集・警報システム導入のための計画作成

Joint Coordinating Committee

Evaluation

Training in Japan                                                                                                                         Output 1

Training in Japan                                                                                                                         Output 2

                                                                                                                                                      Output 3

                                                                                                                                                      DMMO

Activities

道路防災関連計画の策定・運用・維持・管理に係るTDMMOの能力が向上する。

コミュニティ防災関連計画の策定・運用・維持・管理に係るTDMMOの能力が向上する。

先行プロジェクトにより導入されたQD&LEシステムを含む早期警報関連計画の策定及びシステムの運用・維持・管理に係るTDMMOの能力が向上する。
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添付資料 4. 

専門家派遣実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専門家派遣実績 

氏 名 

イラン滞在期間 
合計 
日数 

平成 24 年度 
2012 年 4 月－ 
2013 年 3 月 

平成 25 年度 
2013 年 4 月－ 
2014 年 3 月 

平成 26 年度 
2014 年 4 月－ 
2015 年 3 月 

平成 27 年度 
2015 年 4 月－ 
 

1 小林 一郎 総括／災害リスク管理２ 
4/9-4/23 
9/16-9/25 

(15) 
(20) 

12/8-12/27 (20) 9/9-10/3 
2/1-2/20 

(25) 
(20) 

10/4-10/18 (15) 115 

2 西井 理 副総括／災害リスク管理１ 
4/5-4/26 
1/31-2/26 

(22) 
(27) 

11/18-12/12 (25) 4/10-5/4 
11/27-12/23 
2/9-2/23 

(25) 
(27) 
(15) 

8/6-8/19 (14) 155 

3 高橋 亮司 副総括／道路ネットワーク管理 
5/17-6/5 
10/29-11/17 

(20) 
(20) 

4/1-4/25 
10/10-11/3 
1/13-2/6 

(25) 
(25) 
(25) 

5/8-5/27 
9/4-10/3 
2/5-2/24 

(20) 
(30) 
(20) 

  185 

4 安立 寛 橋梁耐震診断・耐震補強 
5/17-6/10 
9/2-9/26 

(25) 
(25) 

4/1-4/25 
10/3-10/27 

(25) 
(25) 

5/8-6/1 
9/4-10/3 

(25) 
(30) 

  155 

5 林 亜紀夫 建築物耐震 
5/17-6/5 
 

(20) 
 

4/1-4/25 
10/3-10/27 

(25) 
(25) 

5/8-5/27 
 

(20) 
 

  90 

6 加藤 勝 都市災害管理 
5/22-6/10 
11/6-11/30 

(20) 
(25) 

4/8-4/30 
10/3-10/29 
1/13-2/6 

(23) 
(27) 
(25) 

9/4-10/3 
2/5-2/24 

(30) 
(20) 

5/3-5/17 (15) 185 

7 神岡 誠司 ライフライン災害管理 
5/17-6/5 
9/2-9/26 

(20) 
(25) 

4/1-4/25 
10/3-10/27 

(25) 
(25) 

5/8-6/1 
9/4-10/3 
 

(25) 
(30) 

 

  150 

8 佐々 優子 防災博物館企画 

4/5-4/26 
7/7-7/26 
10/8-11/6 
1/28-2/21 

(22) 
(20) 
(30) 
(25) 

  5/8-6/4 
9/4-10/3 
11/27-12/26 

(28) 
(30) 
(30) 

  185 

9 澤登 紀乃 展示デザイン 

7/7-7/26 
10/8-11/11 
1/28-2/26 

(20) 
(35) 
(30) 

 

11/25-12/12 (18)     103 
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氏 名 

イラン滞在期間 
合計 
日数 

平成 24 年度 
2012 年 4 月－ 
2013 年 3 月 

平成 25 年度 
2013 年 4 月－ 
2014 年 3 月 

平成 26 年度 
2014 年 4 月－ 
2015 年 3 月 

平成 27 年度 
2015 年 4 月－ 
 

10 塩飽 孝一 コミュニティ防災 
7/2-7/26 
10/25-11/15 
1/22-2/18 

(25) 
(22) 
(28) 

11/16-12/10 
1/6-1/30 

(25) 
(25) 

    125 

11 ショウ 智子 防災教育／コミュニティ防災 
7/1-7/20 
11/12-12/6 
1/29-2/22 

(20) 
(25) 
(25) 

4/8-4/30 
8/19-9/13 
11/18-12/13 

(23) 
(26) 
(26) 

8/18-10/3 
11/17-12/19 
1/27-2/20 

(47) 
(33) 
(25) 

  250 

12 北 高穂 地震計ネットワーク 
9/6-9/30 
2/11-3/7 

(25) 
(25) 

9/20-10/14 
2/8-2/27 

(25) 
(20) 

6/1-6/27 
11/3-12/5 

(27) 
(33) 

  155 

13 今村 杉夫 早期警報システム 

4/5-5/17 
9/2-10/1 
11/14-12/30 
2/21-3/13 

(43) 
(30) 
(47) 
(21) 

9/8-10/14 
11/24-12/30 
1/26-2/14 

(37) 
(37) 
(20) 

5/15-6/13 
8/28-10/10 
11/27-12/23 
2/2-2/20 

(30) 
(44) 
(27) 
(19) 

4/17-5/7 
7/31-8/20 
10/1-10/18 

(21) 
(21) 
(18) 

415 

14 前田 浩之 GIS データベース・ソフトウェア 

4/5-4/20 
9/6-10/9 
2/2-3/13 

(16) 
(34) 
(40) 

4/25-5/24 
9/12-10/11 
11/21-12/20 
2/2-2/21 

(30) 
(30) 
(30) 
(20) 

5/8-6/6 
8/23-10/6 
2/1-2/20 

(30) 
(45) 
(20) 

  295 

15 加藤 芳夫 通信システム 
4/5-4/26 
9/6-9/30 
2/11-3/7 

(22) 
(25) 
(25) 

4/30-5/24 (25) 5/22-6/20 
11/3-11/25 

(30) 
(23) 

  150 

16 山内 寛人 
業務調整／早期警報システム補

助 

4/5-4/26 
9/13-9/27 

(22) 
(15) 

      37 

合計 2,750 
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研修員受入れ実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研修員受入れ実績 

期間 氏名 所属 訪問機関とコース 

テヘラン地震災害軽減 PJ 本邦研修（早期警報） 

2012 年 12 月 10 日 

～12 月 21 日 

1 Mr.NADI Mohsen Vice President, TDMMO 
1. 気象庁 

2. 防災科学技術研究所 

3. 工学院大学 

4. 東北大学 

5. 気仙沼市 

6. NHK 

7. 国立災害医療センター 

8. 港区 

9. NTT ドコモ 

10. 神戸市 

11. 兵庫県 

12. 人と防災未来センター 

2 Mr.MOZAFARI Abdollah TDMMO 

3 Mr.SHODJA Seyed Ali TDMMO 

4 Mr.HEIDARI Reza TDMMO 

5 Mr.SAFI ARIAN Reza TDMMO 
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期間 氏名 所属 訪問機関とコース 

テヘラン地震災害軽減 PJ 本邦研修（道路防災） 

2014 年 2 月 22 日 

～3 月 6 日 

1 Mr.NADI Mohsen Vice President, TDMMO 

1. 神戸市 

2. 兵庫県 

3. 兵庫耐震工学研究センター(E-ディフェンス) 

4. 兵庫県広域防災センター 

5. NEXCO 西日本 

6. 大阪ガスエンジニアリング 

7. 石巻市（語り部、NEWSee、いしのまき街な

か創生協議会） 

8. 東京都 

9. 警察庁、警視庁 

10. 隅田川水上バスクルーズによる橋梁視察 

11. 国土交通省 関東地方整備局 東京国道事務

所 

12. 内閣府 

2 Ms.SHARIFI Khadijeh TDMMO 

3 Mr.FATTAHI Homayoun 
Tehran Traffic Control Center 

Tehran Traffic Control Company 

4 
Mr.SHAMSHIRI DAREINI 

Hessam 
TDMMO 

5 
Mr.ALIKHANI 

Mohammadreza 
TDMMO 

  

A
5-2



 
期間 氏名 所属 訪問機関とコース 

テヘラン地震災害軽減 PJ 本邦研修（防災教育、博物館） 

2014 年 2 月 22 日 

～3 月 6 日 

1 Ms.SALEH Fatemeh TDMMO 

1. 任川地すべり資料館 

2. 人と防災未来センター 

3. 神戸市 

4. プラスアーツ 

5. 室崎名誉教授による講義 

6. 北淡震災記念公園 

7. 石巻市（語り部、NEWSee、いしのまき街な

か創生協議会） 

8. 本所防災館 

9. 福和教授による講義 

10. レスキューナウ 

11. 江戸東京博物館 

12. そなエリア 

13. 納口博士による講義 

14. 内閣府 

2 
Ms.ASHTARIMAHINI 

Ameneh 
TDMMO 

3 
Mr.FATEHI MANESH 

Keivan 
District One of Tehran Municipality 

4 Ms.KESHANI Sara TDMMO 

5 
Mr.FAYEZ POUR 

Mohammad 

Safety & Security Department 

Tehran Municipality 
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期間 氏名 所属 訪問機関とコース 

テヘラン地震災害軽減技プロ・大都市防災担当者研修 

2015 年 5 月 17 日 

～5 月 28 日 

1 Mr.SADEGHI Ahmad President, TDMMO 1. 兵庫耐震工学研究センター(E-ディフェンス) 

2. 兵庫県広域防災センター 

3. 兵庫県 

4. 人と防災未来センター 

5. 石巻市（語り部、NEWSee、いしのまき街な

か創生協議会） 

6. 内閣府 

7. 東京都 

8. 墨田区 

9. 本所防災館 

10. 気象庁 

11. 総務省消防庁、東京消防庁 

2 Ms.SALEH Fatemeh TDMMO 

3 Mr.MODIRROSTA Hassan 
Deputy Mayor, Urban Services 
Deputy, Municipality of Alborz 
Province 

4 
Mr.BAGHBAN NEZHAD 
Abolghassem 

Advisor to Mayor & Director, 
Disaster Management, Municipality 
of Mashhad 

5 Mr.JOWKAR Rahim 
Technical Assistant, Fire Fighting, 
Municipality of Shiraz 

6 Mr.MORADI Ahmadreza 
Manager, Disaster Mitigation and 
Managment Center, Municipality of 
Isfahan 

7 
Mr.HASSANNEZHAD 
AMJADI Masoud 

Manager, Disaster Managment, 
Municipality of Tabriz 

8 
Mr.ALAVIRAZAVI 
RAVARI Akbar 

Head of Center, Disaster 
Managment Center, Municipality of 
Kerman 

9 Mr.JAFARI Fereydoun 
Senior Expert, Communication and 
International Affairs Center, 
Municipality of Tehran 

10 Mr.MORADI Mohsen Head, Office, Tehran 

11 Ms.VAZIRPOUR Shabbou TDMMO 
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添付資料 6. 

供与機材・携行機材実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
供与機材実績 

 
No 機材名 仕様 数量 価格 使用場所 供与日 
1 GIS Software Arc View 10.0 1 JPY 1,150,000 TDMMO Oct.13, 2015 
2 GIS Software Spatial Analyst 1 TDMMO Oct.13, 2015 
3 GIS Software Network Analyst 1 TDMMO Oct.13, 2015 
4 A3 Color Printer Epson Stylus 

Photo 1410 
1 USD 517 TDMMO Oct.13, 2015 

5 Multi-function 
printer 

Sharp AR-5520D 1 USD 1,936 TDMMO Oct.13, 2015 

6 Computer GIGABYTE 
H61MS2-B3 + 
SAMSUNG 22inch 
LCD 

2 IRR 39,500,000 TDMMO Oct.13, 2015 

7 GPS receiver GeoSIG RS-232 4 IRR 
3,938,810,618 

TDMMO Oct.13, 2015 
8 Triaxial Force 

balance 
Accerometer 

GeoSIG AC73 4 TDMMO Oct 13, 2015 

9 GMSplus 
Measuring 
System 

GeoSIG 
 

4 
 

TDMMO Oct 13,2015 
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JCC 議事録等 
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添付資料 8. 

収集資料リスト 



No. Title Year Publisher Type of Data Original/ 
Copy Language

G-1 Population Not written TDMMO CD Original English

G-2
MATLAB Guide to Finite Elements 
(An interactive Approach)

2007

Author: Peter Issa Kattan . 
Translated to Farsi by: Touraj 
Zakizadeh
Koohenour Publications

Book with CD Original Farsi 

G-4
Code for Complying the Operation 
Plan for Tehran Municipality ( 2011-
2013)

2011
Tehran municipality; Deputy of 
planning and urban development

Booklet Original Farsi

G-5 The Guide/tourist Map of Tehran 2012 2012
Tehran Province Cultural 
Heritage, Handicrafts and 
Tourism Organization

Map Original
Farsi & 
English

G-7 Iran Tourism Road Map Not written
Rahnama Information 
disseminators tehran Institue

Map Original
Farsi & 
English

G-8 Map of Islamic Republic of Iran Not written
Gitashenasi Geographic & 
Cartographic Institute

Map Original English

G-9 New map of Tehran Not written
Gitashenasi Geographic & 
Cartographic Institute

Map Original English

G-10 General map of Tehran Not written
Gitashenasi Geographic & 
Cartographic Institute

Map Original English

1-1
HAZUS-MH MR4 Technical Manual:
Chapter 15; Direct economic losses

Not written
Not known

Copied paper

Copy; 
only chapter 
15  was 
printed

English

1-2
HAZUS-MH MR4 Technical Manual:
Chapter 8; Direct damage to lifelines-
utility systems

Not written
Not known

Copied paper

Copy; 
only chapter 
8  was 
printed

English

1-3
HAZUS-MH MR4 Technical Manual:
Chapter 7; Direct damage to lifelines-
utility systems

Not written
Not known

Copied paper

Copy; 
only chapter 
7  was 
printed

English

1-4
Road & Railway Bridges Seismic 
Resistant Code of Practice

2008
Iranian National Standardization 
Organization

Copied paper Copy
Farsi & 
English

1-5
Iranian Code of Practice for Seismic 
Resistant Design of Buildings (Second 
edition)

2003 BHRC Publications Copied paper Copy English

1-6
Iranian Code of Practice for Seismic 
Resistant Design of Buildings (Third 
edition)

Not written BHRC Publications Copied paper Copy English

1-7
 Seismic Resistant Design of Buildings 
-Code of Practice  (Third revision)

Not written
Institute of Standards 

&Industrial Research of Iran
Copied paper Copy Farsi

2-1
Earthquake happened, the house was 
shaken…

2011
Tehran Publications. 
Author/Poet: Mustafa 
Rahmandoust

Children's poetry 
book about 
earthquake

Original Farsi

2-2 Dona and Dana in earthquake 2008
Taher Publications.
Author: Zeynab Tabatabayi
Owned & ordered by: TDMMO

Children's story 
book about 
earthquake

Original Farsi

2-3 Preparedness against earthquake 2005
Publisher: TDMMO. 
Prepared by: Islamic City 
Council of Tehran

Booklet Original Farsi

2-4
Guideline for forming disaster 
management team in residential 
buildings (Amaken)

2002
TDMMO. 

Book Original Farsi

収集資料リスト

Output1

Output2

General
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No. Title Year Publisher Type of Data Original/ 
Copy Language

2-5

1-Knowing about earthquake
2-Psychological support
3-Are you prepared? 
4-Rescue bag
5-Retrofitting non-structural elements 
 
6-Shelter-seeking and emergency 
evacuation

Not written
TDMMO. 

Set of brochures for 
public education on 
preparedness 
against earthquake

Original Farsi

2-6
Earthquake Damage Reduction of 
Building Non-structural Elements

2008
TDMMO. 

Book Original Farsi

2-7 Disaster Management 2008
TDMMO. 

Book Original Farsi

2-8
Safe and secure mountain: Guideline 
for safe hiking/mountain climbing in 
North Tehran

2012
TDMMO. 

Book Original Farsi

2-9

1-Fundamentals of mountain climbing
2-Survival in mountains
3-Safe routes in North Tehran 
mountain
4-Hypothermia & Frostbites
5-Weather forecasting& Lightening
6- Hyperthermia

Not written
TDMMO. 

Set of brochures for 
public education on 
safety while 
mountain climbing

Original Farsi

2-10
Exhibition & Museum of 
history/culture of childhood

2013
Research Institute of 
history/culture of childhood

Brochure to give 
information on 
forthcoming 
exhibition

Original Farsi

2-11 Preparedness against earthquake Not written
TDMMO. CD for educating 

student at schools
Original Farsi

2-12 The Price of Smile of Children of Bam 2005
TA publications. 
Author: Ahmad Khalili

Book : a 
Documentary on 
Bam earthquake 
and children during 
the disaster

Original
Farsi, English, 

Japanese

2-13
Master Plan for Training disaster 
management

2009 TDMMO
Mater Plan Draft 
Document printed 
out

Copy Farsi

2-14
Scientific Journal of Architecture & 
Urbanism

1994/95
Not known; 
Author:  a team of 20 people

Journal Original
Farsi & 
English

2-15
5th Exhibition for children and youth: 
games, entertainment and education

2013
City of Tehran municipality;     
Cultural & Social affairs Deputy

Booklet Original Farsi

2-16
Training how to get prepared against 
earthquake

Not written TDMMO Brochure Original Farsi

2-17

Let's live safe and secure: Plan for 
formation of disaster management 
team of  residential buildings 
(Amaken)

Not written TDMMO Brochure Original Farsi

2-18

Preparedness against earthquake 
series:
1-Shelter seeking
2-Tehran condition in terms of seismic 
activity

Not written TDMMO
Brochure series: 
Preparedness 
against earthquake

Original Farsi

2-19
Research Institute of History of 
Children's Literature

Not written
Research Institute of History of 
Children's Literature

Brochure for 
introduction of the 
institute

Original Farsi

A8-2



No. Title Year Publisher Type of Data Original/ 
Copy Language

2-20
Iran National Museum  , Ancient Iran 
Museum

Not written Iran National Museum

Brochure on 
information 
regarding
Ancient Iran 
Museum

Original Farsi

3-1 Patsa Industry Not written Patsa Industry 
Company 
Booklet/brochure

Original Farsi

3-2 Telemetry -SCADA training course Not written Patsa Industry 

Brochure for 
Telemetry -SCADA 
training course that  
Patsa Company 
offers

Original Farsi

3-3 Journal of Earth and Space Physics 2011 Tehran University 
Journal (Book 
format)

Original Farsi

3-4 Cities of the World 2011 Dr Mohsen Ebrahimi Mojarad Journal Original Farsi

3-5
Vijeo Citect (SCADA software)
Vijeo Historian (reporting software)

Not written Patsa Industry 

Brochure for 
introducing 
technical 
specifications of the 
software

Original English

3-6
How much city of Tehran is prone to 
earthquake and manner of its speed

2009 TDMMO Book Original Farsi

3-7
"Anar" Early Warning & Seismic 
Network Management System

2013 Mashhad University

Booklet which 
contains brochures 
of EEWS which are 
developed and sold 
by Mashhad 
University

Original Farsi

3-8

Introduction to activities of National 
Geology & Mineral Research 
Organization  - Geological Survey of 
Iran

2011
National Geology & Mineral 
Research Organization

Booklet Original Farsi

3-9 Geology and mine 2011
National Geology & Mineral 
Research Organization

Journal Original Farsi

3-10
Development of an Earthquake Early 
Warning System & its benefits

2011
Journal : Quality Review, No. 
38 

An Article/paper in 
a journal

Copy English

3-11
Software products of Oil Industry 
Research Center

Not written Oil Industry Research Center Brochure Original Farsi

Output3
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